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　プロローグ




　トラバサミという狩しゆ猟りように用いられる道具がある。

　二つの半円を組み合わせた輪っかのような形をしており、真ん中を踏ふむとカシャンと閉じ、まるで嚙かみつくようにして獲え物ものを捕とらえる金属製の罠わなだ。

　実物を目にしたことはないけど、絵や写真などで見たことがあるという人も多いだろう。というか知名度が高い割には普通に生活していればまず縁えんのないものなので、大多数の人がそうなのではなかろうか。

　そのトラバサミが、今。

　僕の、目の前にあった。

「……………………………………えっ？」

　しかも単独で仕掛けられているのではなく、ご丁てい寧ねいにちゃんと獲物まで捕らえている状態で。

「クーゥ……」

　トラバサミに捕つかまっているのは、一羽の鶴つる。真っ黒な瞳ひとみで僕を見つめ、そいつは憐あわれに鳴いてみせる。

「えっ？　ええっ!?」

　思わず自分の目を疑うが、どれだけごしごし擦こすっても、目の前の光景は変わらない。

　な、なんだんだよこれ？

　一応断っておくけど、僕が生きているのは現代の日本だ。場所も山や森の中とかではなく、近所の小さな公園。地方都市とはいえ歴れつきとした街中の、アスファルトで舗ほ装そうされた道路に面した場所である。

　ゴールデンウィークが終わってしばらく経たったある日。学校から自転車で帰る途中、家まであと少しというところで、唐突に鶴が罠にかかっていたというわけなのだ。こんな昔話にでも出てきそうな場面に遭そう遇ぐうするのは生まれて初めてで、僕が二度見三度見してしまったのも無理のないことだろう。

　この街に野生の鶴が生息しているだなんて話も、どこかの動物園から脱走したっていうニュースも聞いたことがない。明らかに不自然な状況であり、テレビの撮さつ影えいか何かかと思ってきょろきょろ周りを見渡してみるが、それらしい姿はどこにも見当たらない。

　信じられないことに、どうやらこの鶴は、純粋に罠に捕まっているっぽかった。

「……どうしよう」

　偶然通りかかっただけで、僕と鶴の間には何の関係もない。やっかい事の匂いがぷんぷん漂っており、見なかったことにして、さっさと通り過ぎてしまえばいいのだろうけど……。

「クゥ……クーゥゥ……」

「ううううう……」

　助けを請こうように悲しげな声で鳴かれては、簡単にそう切り捨てるのは不可能だった。胸の痛みに負け、自転車を降りてそろそろと鶴つるへと近づく。

　一メートル程の距離で足を止め、改めて観察すると、その鶴はかなり美しかった。

　野外で生活しているというのが信じられないほど、一切の汚れもない純白の体。首の辺りと足、羽の一部は真っ黒で、そのコントラストがまた見事だった。頭頂部だけは赤く鮮やかで、モノクロな容姿のいいアクセントになっている。

「鶴ってこんな綺き麗れいな鳥だったんだな……」

「クァッ！」

　感嘆して呟つぶやきを漏もらすと、鶴が一声大きく鳴いた。嬉うれしそうにしているようにも見えたけど、人間の言葉が通じるはずがないし、きっと気のせいだろう。

　じっと観察していると、鶴は長いクチバシでトラバサミをつんつん突き、首を傾かしげて僕を見上げる。

「クーゥ……」

「う、うん」

　ほんとにどうしよう。

　どうしてこんなところに仕掛けられているのかは分からないが、恐らくこれは猟りよう師しの人が設置した罠わななのだろう。仕事としてしていることであり、安易な気持ちで手出しするのは絶対によくないことだ。

　それは分かっているのだけれど……。

「……無理だよな、やっぱ」

　この短時間で、もう情じようが移ってしまっていた。今さら見て見ぬふりなど、できるわけがないじゃないか。

　猟師さんごめんなさい。でも公園に罠を設置するのはいかがなものかと思います。

「すぐに外してやるから、しばらくじっとしといてくれよ」

「クァッ」

　間近で見る鶴の大きさに若じやつ干かんびびりながら、刺激しないようゆっくりとトラバサミに手を伸ばす。獲え物ものが逃げないよう捕とらえる道具であるはずのそれは、意外なことに拍子抜けするほどあっさりと開いてくれた。

「よーし、もう大丈夫だぞ」

「クァッ！　クァーゥゥー！」

　痛みから解放されたことで、鶴は嬉しそうに、高らかに鳴く。ここまで関わったのだから、トラバサミに挟まれていた足の手当もしてあげようかと考えていると、

「クゥーァッ……」

　鶴つるはまるでお辞じ儀ぎでもするように、深く頭を下げる。踊るようにしながら僕の周りを一回りして、翼つばさを広げて空へと帰っていった。

「あっ──、」

　もう少し別れを惜しんでくれてもいいのにと思うけど、相手は野生動物なのだからこんなものだろう。すぐに逃げられなかったってだけでも上出来だ。

「……元気でな。もう捕つかまるなよ」

　足の怪け我がが少し心配だけど、ちゃんと飛べているようだし、たぶん大丈夫か。

　白く美しい姿を思い返しながら。僕は鶴が完全に見えなくなるまで、目を細めて大空を見上げ続けた。
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「すみませんっ！」

　その女の子が家に飛び込んで来たとき。もしかしたらそんな展開があるんじゃないかと、僕は半分期待していた。

　鶴つるを助けた日の午後十時。

　昔話みたいに見知らぬ女の子が突然家を訪ねてこないものかと、恥ずかしながら馬鹿みたいな妄もう想そうをしていたのだ。

「夜や分ぶん遅おそくに申し訳ありません。知らない人がずっと後をついてきているみたいなんです……。しばらく匿かくまっていただけないでしょうか？」

「……へっ？」

　しかし妄想はあくまでも妄想である。ピンポンと玄関のチャイムが鳴り、いざ本当に女の子がやって来ると、僕の脳はフリーズしてしまった。

　だってさ、ほら？

　現実的に考えて、そんなことあり得ないわけだし。

　歳は高一の僕と同じくらいだろうか。女の子がとんでもなく美人な上に、長い黒髪に白いワンピースという、どことなく鶴っぽい配色をしていることがまた混乱に拍はく車しやをかける。棒立ちでぽかんと口を開いたまま、僕の妄想が生み出した幻覚なんじゃないかとまじまじ見つめていると、
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「やっぱりご迷惑ですよね……」

　それを拒絶だと受け取ったのだろう、女の子はしゅんと肩を落とし、小さく俯うつむいてしまう。か弱く悲しげな姿に、胸にずきりと痛みが走った。

「い、いやっ！　そんなことないって！」

　その痛みではっと正気に戻り、僕は慌あわてて首を横に振る。

「ぼーっとしててごめん、怪しい人に追われてるんだったね？　早く中に入って」

「ですが、ご迷惑なのでは──」

「迷惑なんかじゃないよ。安心して」

　ごちゃごちゃ考えるのは後回しだ。目の前の彼女が困っているのは確かなのだから、まずは助けないと。

　遠えん慮りよする女の子を玄関内へと招き入れ、代わりに外へ。きょろきょろと道路を左右に見わたすが、それらしい不ふ審しんな影は見当たらなかった。

「どこかに隠れてこっちを見てるのかな……？」

　回かい覧らん板ばんで注意を呼びかけた方がいいかもしれない。辺りを警戒しながら家に戻り、玄関のドアに鍵かぎをかける。チェーンロックまでしたら、閉じ込めるようで女の子を逆に不安にさせてしまうかもしれないな……と迷っていると、

「ドアチェーンはかけないのですか？」

「あ、うん。しとこうか」

　本人が構わないのなら、念のためやっておこう。カチャリとしっかり鍵をして、女の子へと向き直った。

「これでもう大丈夫だと思うよ」

「はい。ありがとうございます」

　ほうと安あん堵どの息を吐つき、女の子はぺこりと頭を下げる。上うわ目め遣づかいに微笑ほほえまれ、僕の心拍数は一気に跳ね上がった。

「すっ──、すぐに外に出るのも危ないし、とりあえず中にどうぞ」

「すみません、お邪じや魔まします」

　紅こう潮ちようした頰ほおを見られないよう、くるりと背中を向けて先導する。……勢いよく顔を背ける直前、一いつ瞬しゆんだけ女の子がにやりと邪悪に口元を歪ゆがませていたような気もしたけど、きっと何かの見間違いだろう。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊




「この度は助けていただき、ありがとうございました」

　女の子を居間に案内してから数分後。

　お茶を入れて一息つくと、彼女は改めてお礼を言った。

「困ったときはお互い様なんだし、気にしないで。それに、僕が特に何かをしたってわけでもないしね」

「いいえ。断られたらどうしようと、すっごく不安だったんです。今のご時世、やっかい事には関わらないようにするのが普通ですから」

　胸に手を当て、ゆるゆると頭を振る。うっとりと目を細め、頰を緩ゆるませながら僕を見上げた。

「無視することなく助けていただいて、本当に嬉うれしかったんですよ」

「そそそ、そう？　だったらよかったよ、あははははははっ」

　勝手に声が上うわ擦ずってしまうのを、笑うことで強引に誤ご魔ま化かす。

　うう……、やばい。

　最初に会った時から分かっていたことだけど、彼女はかなりの美人なのだ。それも、ただ同じ空間にいるだけで緊張してしまうレベルの。

　さらりと指通りの良さそうな、全く癖くせのない長い黒髪。対して肌は新しん雪せつのように白くきめ細やかで、今まで一度も日の光を浴びたことがないんじゃないかとあり得ないことを思ってしまうくらいだった。

　単に顔立ちが整っているというだけでなく、立ち振ふる舞まいに気品があり、彼女は足を崩して座っているというのに、相あい対たいしていると思わず姿勢を正してしまうオーラまで漂わせている。

　その足を崩している理由というのが、また。

「えっと、怪け我がは大丈夫？」

「はい。座っていればそれほど痛みは感じませんから」

「そっか。だったらよかったよ」

　居間に移動する際に気付いたのだけど、女の子は右足のふくらはぎ付近を怪我していた。包帯が巻かれているためそれがどんな怪我なのかは分からないが、その場所はちょうど、鶴つるがトラバサミに挟まれていた箇か所しよと同じだったのだ。

　女の子の容姿や雰囲気、足の怪我、そしてこのタイミング。

　全ての要素が、彼女の正体が鶴なのだと僕に訴えかけていた。というか、これでそう想像するなという方が無理な話だろう。

「どうかしましたか？」

「う、ううんっ、何でもないよ？」

　まじまじと見過ぎてしまっていて、女の子がきょとんと首を傾かしげる。正直に「あのときの鶴なの？」なんて訊きけるわけがないし、いったいどうしたものか。

「あのさ、その……」

　何か適当な話題で探りを入れよう──として、僕はまだ、お互いに自己紹介すらしていないことに気付く。彼女も同じことに思い至ったのだろう、「あっ！」と小さく声を上げ、ぱちんと手を合わせた。

「申し遅れました、私は鶴つる田た鶴つる子こといいます。どうぞ、鶴子と呼んでください」

「僕は──ってええっ!!」

　驚きのあまりつい立ち上がってしまうと、女の子はぱちぱちと瞬まばたき。

「急にどうしたんですか……？」

「ど、どうもこうも……。う、ううん、何でもないよ」

　まさかの鶴アピールをしておきながら、彼女は心底不思議そうにしている。……てことは、これは自分の正体が鶴だと主張しているのではなく、本当に、たまたまそういう名前だったってことなのか？　でもそんな偶然があり得るのか？

　待て待て、一いつ旦たん落ち着こう。

　彼女に僕をおちょくって楽しんでいる様子はない。そもそもそんなことをするほど性しよう根ねが腐っているようには見えないし。となると……、やっぱり僕が自意識過剰だってことか。

　だよね。冷静に考えたら、鶴が恩返しに来るわけがないし。

「僕は葛かつら城ぎ大和やまと。よろしく、鶴子さん」

　いつまでも僕の妄もう想そうに彼女を付き合わせるわけにはいかない。気持ちを入れ替え、夕方の鶴のこととはすっぱり切り離そう。

「鶴子さんはこの近所の人じゃないよね？　旅行か何かで来たの？」

　こんな美人さんが近くに住んでいるだなんて聞いたことがないし、彼女が持っている鞄かばんは数日分の着替えが入るくらいの大きさだった。ここは観光地ではないから、友達か親しん戚せきでも住んでいるんだろうか。

「……はい。ちょっと、事情がありまして」

「そ、そうなんだ。いいよ、詳しく訊きくつもりはないから！」

　軽い導入のつもりが予想外に口ごもられてしまい、僕は慌あわてて話題を変える。

「ええっと、鶴子さん、これからどうする？　よかったら近くの交番まで案内しようか」

「いえ、何か被害があったってわけではありませんし、そこまでは……」

「そう？　念のために相談してみてもいいと思うけど」

　まあ本人がそう言うのなら、無理に勧めるものでもないか。

「でも一応、用心のために家族の人に迎えに来てもらった方がいいかもね」

「……迎えに、ですか」

「うん。もしくはタクシー呼ぶとか。もしそういう都合がつかないんだったら、僕が駅か家まで送っていくよ？」

　不ふ審しん者しやがまだ辺りに潜せん伏ぷくしているかもしれないし、足の怪け我がのこともある。身の安全を考えて提案すると、彼女は一度目を瞑つむり、ゆっくりと深呼吸。

「大和くん、」

　なにやら決意を固めた表情で、黒く宝石のように美しい瞳ひとみをこちらに向けた。

「──今晩、私をここに泊めていただけないでしょうか？」

「えっ……ええええええええええええええええええええええええええええええええっっ!!」

　完全に予想外の言葉に、僕は間抜けな大声を上げてしまう。本日二回目となる起立までしてしまった。

「泊め？　えっ？　え？　ええっ!?」

　何か聞き間違いでもしたかと自分の耳を疑うが、鶴つる子こさんは訂正しようとしない。それでも信じることができずに目を白黒させていると、彼女は悲しげに眉まゆを落とし、うっすらと目め尻じりに涙を浮かべた。

「イヤ、ですか……？」

「ま、まさかっ！　全然！　ぜんっぜん嫌なんかじゃないって!!」

　そんな顔をさせてはならないという焦しよう燥そう感かんに駆られ、千切れんばかりの勢いで激しく首を横に振る。こんなに綺き麗れいな女の子が泊まりたいと言っているのだ。本当に嫌なわけがないのだけれど、しかしながら非常に残念なことに、じゃあと軽く受け入れることはできなかった。

「僕としては喜んで泊めてあげたいんだけど……。たぶん、鶴子さんの方が嫌がると思う」

「私が……ですか？　寝る場所がないということでしたら、廊下でも玄関でも、どこでも構いませんけれど」

「いやいや、そんなところにお客さんを泊めるわけにはいかないから」

　小さいとはいえ一いつ軒けん家やだし、それくらいのスペースはある。

「そうじゃなくて、その──。僕はこの家で姉さんと二人で暮らしてるんだけど、姉さんは仕事の都合上、家に帰ってこられるのは年に数日あるかないかなんだ」

「それはもう、実質的に一人暮らしと言っていいのでは？」

「違うよ。どんなに離れて暮らしてても、姉さんの家はここだから。つまりは一緒に暮らしてるってことだから。住民票を移してようが、そんなの関係ないから。絶対に違うから」

「そ、そうですか」

「うん。間違いなく」

　おかしな勘違いをしているようなので、優しく丁てい寧ねいに説明してあげると、鶴子さんは微妙に頰ほおを引ひき攣つらせた。どうしたのかな？

「とにかく、この家には今、僕一人しかいないんだ。やっぱりそれは……ねえ？」

　なぜ泊めて欲しいだなんて言い出したのか。彼女の事情は分からないけど、初対面の異性と二人っきりで一晩明かすというのは、さすがに遠えん慮りよしたいだろう。

「私なら、別に構いませんよ。大和やまとくんさえよければ、泊まらせていただけないでしょうか」

　しかし意外なことに、僕の予想に反して鶴子さんは表情を曇くもらせはしなかった。

「へっ？　嫌じゃないの？」

「はい。むしろ……その、」

　両手で挟み込むようにして緩ゆるむ頰ほおを抑え、

「……嬉うれしい、です」

　聞き取れるぎりぎりの声量で、小さく呟つぶやく。そのまま浅く俯うつむき、表情を隠してしまった。

　あの、いったいどういうことなんでしょうか。それは。

「そそそ、そうなんだ」

　火が出そうなほど顔が熱くなり、声が上うわ擦ずり震ふるえてしまう。

　ええっとあれだ、まともな保護者がいると身元不明な彼女が泊まるのが困難だからとか、そういう合理的な理由で嬉しいのだろう。きっと。他には考えられない。

　そうだと分かっていながら、無言のまま鶴つる子こさんがこくりと頷うなずくと、胸の鼓こ動どうは勝手に高まっていった。

　どうしてまだ俯いたまま、僕と顔を合わせようとしないんですか。なんなのこの人。可愛すぎるんだけど！

　ぐつぐつと脳みそが茹ゆだり、思考がまとまらなくなる。どう反応していいのか分からず、しきりに後頭部を搔かいていると、

「駄目でしょうか……？」

「ううん！　全然大丈夫！」

　上うわ目め遣づかいの鶴子さんに訊たずねられ、僕は反射的に胸を叩たたいていた。

「場所は姉さんの部屋を使ってもらえばいいから。何日でも泊まってくれて構わないよ」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

「い、いいよいいよ気にしないで」

　はははと鷹おう揚ように笑いながら、気付かれないようこっそりと冷や汗を流す。

　姉さんが不在の間、この家を守るのは僕の役目だ。それなのに初対面の女の子を事情も訊きかずに泊めるだなんて、さすがに軽けい率そつだったかな……と思わなくもない。

　だけど──

「助けてくれたのが大和やまとくんで、本当によかった」

　幸せそうににっこり微笑ほほえむ鶴子さんを前にして、やっぱり駄目だなんて言えるわけがないのだった。

　……まあ人助けのためなら姉さんも許してくれるだろうし、別にいいんだけどね。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊




「やっとこんな時間か……」

　テーブルにぺたんと突つっ伏ぷしていた僕は、時計の短針が七の数字を指すのを眺め、ゆらりと上体を起こした。うーんと軽く伸びをして、強こわ張ばった体を揉もみほぐす。

　いつもの起床時刻より、まだちょっと早い。なのにもう起きているのは、早く目が覚めてしまったわけではなく、一いつ睡すいもしていないからだ。

　鶴つる子こさんが寝静まった頃に部屋に忍び込もうとか、そういう不ふ埒らちなことを企んでいたわけでも、彼女の正体が泥棒なのではと疑い、寝ずの番をしていたわけでもない。

　ただ単に、緊張して眠れなかったのだ。

　情けないと思われるかもしれないが、一枚の壁を挟んだ隣となりの部屋で凄すごい美少女が寝ているというこの状況で、平然と眠れる方がおかしいのだと僕は主張する。……彼女を泊めた隣の部屋、つまり自室から途中で逃げ出し、居間へ退たい避ひしたのは我ながらヘタレ過ぎる自覚はあるけど。

　普段は徹てつ夜やなんて滅多にしないため、今になってかなり強烈な睡すい魔まに襲おそわれている。今日が土曜日──学校が休みでよかった。

「あれっ、大和やまとくん」

　うつらうつらしながらテレビを観ていると、すっと襖ふすまが開いた。

「おはようございます。もう起きてたんですね」

「おはよう鶴子さん。なんか、目が冴さえてね」

　うん。一晩中冴えていたわけで、噓うそは言っていない。

　時間が経たつに連れて、鶴子さんが家に飛び込んで来たのが夢だったのではないかと自信が揺らいでいたのだけれど、やっぱり僕の妄もう想そうなんかじゃなかったようだ。

「鶴子さんは、ちゃんと眠れた？」

「はい。お姉さんのベッド、すっごく寝心地がよかったです」

「そう？　だったらいいんだけど……」

　しかしその言葉とは裏腹に、鶴子さんの目はまるで夜よ更ふかしでもしたように少し充血していた。まあもし逆の立場だったら僕も熟睡なんてできなかっただろうから、ある程度は仕方ないのかもしれないけれど。

　……いや待てよ？

　もしかしたら、本当は寝心地が悪かったということも考えられる。それだと本来のベッドの持ち主である姉さんも、常日頃安眠できていないということになってしまうではないか！

　これは実に由ゆ々ゆしき問題だ。失礼を承知で鶴子さんに真相を問い質すべきか、真剣に頭を悩ませていると、その鶴子さんのお腹が、くぅと小さく可愛く鳴った。

「あっ──！」

　音源をぱっと手で覆おおい、彼女は頰ほおを赤く染める。うん、ベッドの寝心地なんてどうでも──はよくないけど、とりあえずは後回しだ。

「すぐに朝ご飯にするよ。ちょっと待ってて」

「うう……。す、すみません」

　鶴つる子こさんは手伝いを申し出てくれるが、お客さんを働かせるわけにはいかない。このまま居間で待っているように告げ、自分は台所へ向かう。

　徹てつ夜やをした暇ひま潰つぶしを兼ねて、朝食を作る用意はすでに調ととのえてある。フライパンを弱火にかけ、温まるのを待つ間に手早くサラダを盛りつける。

　今朝のメニューは姉さんの好物でもある、フレンチトーストだ。

　昨夜のうちに調味液に浸つけていた食パンを、バターの溶けたフライパンに投入。片面六分、焦げ目が付いたらひっくり返してまた六分。蓋ふたをしてじっくりと焼いていくのが、ふっくら仕上げるためのポイントである。

　焼き上がったら萎しぼんでしまう前に、熱々の状態で食べよう。

「お待たせ。メープルシロップやジャムもあるし、お好みで使って」

「ありがとうございます。いただきます」

　恐きよう縮しゆくした様子を見せながらも、料理が運ばれてくるのを待つ鶴子さんは自然体で、食事の用意をされることに慣れているように感じられた。行儀よく手を合わせ、まずはひとくち。

「──美味おいしいっ！」

　よほどお腹がすいていたのか、お嬢じよう様さまっぽい雰囲気らしからぬ猛烈な勢いでフレンチトーストを平らげていく。はしたないと眉まゆをひそめる人もいるかもしれないけれど、僕はむしろ好印象を抱いた。

　自分の作った料理で喜んでもらえたら、やっぱり嬉うれしいからね。

　二人分の牛乳を注ぎながら、にこにこと彼女の食事風景を見守る。バターでより艶やかになった唇に、つい目が奪われてしまったのは内緒だ。

「ふぅ……。ごちそうさまです。とっても美味しかったです」

　調理時間の半分にも満たない時間で食べ終え、鶴子さんは満足そうに手を合わせる。

「よかった。ほんとはもっと厚切りのパンを使って、調味液に二十四時間浸ひたしたやつの方が美味しいんだけど。今回は準備の時間が足りなかったからね」

「そうなんですか。少し、残念です」

「機会があったら、また作ってあげるよ」

「本当ですか!?　楽しみにしてます！」

　僕と鶴子さんの間には、正直接点がない。朝ご飯をごちそうすることなどもう二度となさそうだけど、彼女は社交辞令だと流すことなく「約束ですよ！」と瞳ひとみを輝かがやかせる。

　……本気でそんな機会が、もう一度あればいいなぁ。

「大和やまとくんって、料理が上手なんですね」

「昔から作ってるし、ある程度はね」

　姉さんに不味まずい料理は食べさせられないので、頑張って練習したものだ。僕が懐なつかしがって目を細めると、鶴子さんは「昔、から……」と少し表情を曇くもらせる。

「お姉さんのことは昨日伺うかがいましたけど、あの、ご両親は……？」

「ん？　ああ、二人ともいないよ」

　一いつ軒けん家やなのに大人がいなかったら、やっぱり気になるか。

「母さんは僕が生まれてすぐに亡くなったらしいんだ。ものごころついた頃から、姉さんが母親代わりに僕を育ててくれたんだよ。……クソ親父は、三年くらい前に──」

「そうだったんですか……。すみません、余計なことを訊きいちゃって」

「いいよ。気にしないで」

　姉さんがいてくれたので、僕としては全然どうでもいいことなんだけど。鶴つる子こさんは必要以上に重く受け止めてしまったのか、胸の前でぎゅっと拳こぶしを握り締め、

「これからは、私がいますから！」

　とんでもないことを、口走った。

「ずっと私が一緒です！　だから安心してください!!」

「えっ……えええええっっ!!」

　きゅ、急に何を言い出すんだこの人は！

　顔を真っ赤にしながらまじまじと鶴子さんを見返すと、彼女も自分の発言にか、頰ほおを淡く紅こう潮ちようさせた。それでも冗談だと笑い飛ばしたりはせず、また撤てつ回かいもしない。

　上うわ目め遣づかいに、じっと僕からの反応を待っている。

　ごくりと唾つばを飲み込もうとするが、そんなことすらできないくらい緊張で口の中がからっからに乾いていた。だけれども、いつまでも黙っているわけにもいかず、

「あ、あの、『ずっと』って……？」

　頑張って喉を鳴らし、おそるおそる訊たずねてみると、

「そ、そうですよね、残念ですけど、必ずしもずっと一緒にいられるとは限りませんよね」

　鶴子さんはしゅんと肩を落とし、さらに意味深なことを呟つぶやく。

　それ、いったいどういう意味なんでしょうか。質問したのに謎が深まっているんですが。

「──大和やまとくん」

　動揺し過ぎて口を開けずにいる僕に、

「今日も、こちらに泊めていただけないでしょうか？」

　きりっと表情を引き締め、彼女は追つい加か攻こう撃げきを仕掛ける。

「きょ、今日も!?　昨日みたいに外が暗くなってるわけでもないし、不ふ審しん者しやだってさすがに一晩中は張り込んでなかったと思うよ？」

「はい。分かっています」

「そ、そっか。分かってるんだ」

　一応確認してみるも、一いつ瞬しゆんも迷うことのない即答。

　今がまだ朝だということを考えると、緊きん急きゆう避ひ難なん的てきに泊めた昨日とはわけが違う。とんでもない申し出を受け、僕はずっと浮ついていた気分が、逆にすとんと落ち着いた。

　驚きを通り越してしまったというのもあるし、『ずっと一緒』というその前の言葉の方が衝しよう撃げきが大きかったというのもある。だけど平静になった一番の理由は、それらではなかった。

　……実のところ。

　彼女がそう言い出すんじゃないかと、半ば予感していたのだ。

「いいよ。何日でも泊まっていいって、昨日言っちゃったしね」

「あ……っありがとうございます！　お世話になります！」

　やっぱり不安だったのだろう。鶴つる子こさんはぱあっと笑顔になり、頰ほおを緩ゆるませたまま、ほっと安あん堵どの息を吐つく。

　雰囲気に流され安易に決めたわけではないが、本当にいいのか？　と思わないわけでもない。

　だけど一度助けたからには、最後まで面倒を見なくちゃ駄目だよね。
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「ふぁああああ……」

　週明けの月曜日。僕は自分の席に辿たどり着つくなり、盛大にあくびを漏もらした。

　眠い。とことん眠い。

　先生が来るまで短時間でも寝ておくべきか。でも今ちょっとでも寝てしまうと、授業中睡すい魔まに耐えられなくなってしまいそうな気もする。どうしようかと半分朦もう朧ろうとしながら考えていると、「おはよう大和やまとくん」と一人の女の子がやってきた。

「朝から眠そうだね。あんまり寝てないの？」

「おはよう。まあ、そんな感じ」

　ほんわかした空気を漂わせる彼女は日ひ名な倉くらさよさん。この高校に入学してから知り合ったクラスメイトだ。

「お休みの間、どこかに遊びに行ってたりとか？」

「ううん、土日は二日間とも買い物以外、ずっと家にいたよ」

「じゃあゲームでもしてたのか？　大和ってそういうの好きだったっけ」

　横から新たに、小太りの男が会話に加わる。こいつは日名倉ムサシ。さよさんの兄だ。

　二人は校内で、全く似てない双ふた子ごとして有名だった。

「ゲームはしてないよ。なんとなく出かけなかっただけ」

「ふーん、せっかくいいお天気だったのに。わたしはお兄ちゃんとお散歩したんだ」

「嫌ってほどな。俺は家にいたかったってのに」

「ダメだよー。来週もお散歩行くからね！」

「はあ……。分かったよ」

　自分達から声をかけておきながら、二人は僕そっちのけで話し始める。深く追及されると困っていたので、ちょっとほっとする。

　土日──つまり鶴つるを助けてからの二日間。僕が満足に眠れていないのは、もちろん鶴つる子こさんが理由だ。

　徹てつ夜やをした金曜日ほどではないにしろ、緊張してうまく眠れなかったのである。そんなこと、日ひ名な倉くら兄妹に言えるわけないけど。

　そしてその二日間、何か特筆するような事柄は皆かい無むだった。

　一つ屋根の下、同い年くらいの美少女と二人っきりで生活しておいてそれはないんじゃないかと言われそうだけど、本当に何もなかったのだから仕方がない。

　何かしらのトラブルが起きるどころか、接点すらろくになかったのだから。

　土曜日の朝食後、僕の家にもう一泊することに決まった鶴子さんは、「絶対に覗のぞかないでください！」と告げ、姉さんの部屋にこもった。そして食事やトイレなどのとき以外、そこから出てこなかったのだ。さすがに放って一人で出かけるわけにもいかず、僕も最低限の買い物以外はほぼ一日中、家の中で過ごすしかなかった。

　予想通りに土曜日も宿泊し、やはり姉さんの部屋にこもる。さらにもう一泊して、実は今日も、鶴子さんは僕の家に滞在していた。

　授業は大丈夫なのかと訊たずねてみたのだけれど、彼女はやはりお嬢じよう様さまなのか、元々学校に通っておらず、幼い頃から家庭教師に勉強を教えられていたのだという。勉強をサボっているのには変わりないだろうから、だから平気ってことにはならないんじゃないかなと思ったりした。

　同じくサボるというわけにもいかず、こうして僕は、鶴子さんを家に残して登校してきたというわけだ。

　ほとんど話もしていない他人に留守を任せるなんて、自分でも不用心だという自覚はある。でも家の中に貴重品は置いてないし、たぶん問題ないよね？

　あ、でも、たとえ一般的に金銭的価値が低くても、姉さんの私物は全て超貴重だ。僕がいない隙すきにそれらが盗まれ、家に帰ると姉さんの部屋が空っぽになってたら……と想像すると、居ても立ってもいられなくなった。

「たっ──、大変だっ!!」

　胸の中で焦あせりが膨ふくらみ、反射的に立ち上がる。ガタンと椅子が倒れ、教室に大きく響ひびいた。

「急にどうしたの？　大和やまとくん」

「いったい何が大変なんだ？」

　双ふた子ごの兄妹に同時に訊きかれ、はっと正気に戻る。

「う、ううん何でもない。寝ぼけてたみたい」

　あははと笑って誤ご魔ま化かし、着席。うん。いくらなんでもそれはないな。ないと信じよう。

　鶴子さんはそんなことをする人じゃないと、僕は思っている。……というか、そもそも人じゃないとすら、思ってたりするんだよね。

　鶴つるを助けてからの、一連の鶴つる子こさんの行動。

　僕にはそれが、『鶴の恩返し』に出てくる鶴と同じとしか思えなかったのだ。
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　鶴の恩返し。

　むかしむかし、あるところにおじいさんとおばあさんがいました。

　あるときおじいさんは、鶴が罠わなにかかっているのを見つけます。可哀かわい想そうに思ったおじいさんは、鶴を助けてあげました。

　その晩、おじいさんの家に、一人の美しい娘が訪ねてきました。

　吹雪ふぶきで道に迷ったという娘を、おじいさんとおばあさんは家に泊めてあげました。吹雪は何日も続き、泊めてもらったお礼にと、娘は機はたを織おります。

　娘が織った布はとても美しく、町でたいそう高値で売れました。そのお金で糸を買い、娘はまた機織りを始めます。

「機を織っている間は決して覗のぞかないでください」

　娘はそうお願いし、おじいさんとおばあさんも覗かないと約束していたのですが、どうやってそんなに素晴らしい布を織っているのかが気になり、おばあさんは約束を破って部屋を覗いてしまいます。

　するとそこには一羽の鶴がいて、自分の羽を糸に織り込み、機を織っているのでした。

　なんと、娘の正体は、おじいさんが助けた鶴だったのです。




　この昔話を知らないという人は、おそらく滅多にいないんじゃないだろうか。桃太郎や浦島太郎に肩を並べるレベルで有名な話だと思う。金太郎とは違って、題名だけでなくその内容まできちんと覚えられている確率が高いし。

　もちろん、その結末も含めて。

「ただいまー」

　まるで集中できないまま一日の授業を終え、放課後すぐに帰宅すると、僕を出迎えてくれる声はなかった。

　黙って出て行ってしまったのかと一いつ瞬しゆん思ったけど、鶴子さんの靴は玄関にちゃんと揃そろえて脱いだまま。きっと二階の姉さんの部屋にいるのだろう。

　土日の間、ずっとそうだったように。

「……」

　おそらく鶴子さんは、僕が帰ってきたことに気付いていない。そのことに思い至り、僕はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　部屋にずっと一人で閉じこもって、彼女が何をしているのか。当然ながら、僕も非常に気になっている。

　もし彼女が本当に鶴つるなのなら。昔話では機はたを織おっているところだけれど、僕の家に機織り機など存在しない。となると何か、別のことをしているということになる。……もっとも、相手は人間に化けるという常識外れな能力を持っているのだ。もしかしたら機械なしで機を織る、摩ま訶か不ふ思し議ぎな力を持っていてもおかしくないのか？

　いずれにせよ、体を張って恩返しをしようとしている可能性が高いだろう。しかし、僕はそんなこと望んでなんかいなかった。

　昔話の鶴は、自分の羽を材料に布を織り、かなりの羽を失ってしまった。そんな痛々しい真似をしてまで、恩返しなんかして欲しくない。

　というか、そもそも恩を着せるつもりが僕にはない。困っている相手を助けるなんて当然のことであって、見返りを求めるようなことじゃないし。

「……よし」

　足音を消し、そろりと二階へと向かう。

　鶴つる子こさんが何をしているのか、こっそり確かめることに決めたのだ。

　昔話では、『部屋を覗のぞかない』という約束を破られ、正体がバレた鶴は出て行ってしまう。それを踏ふまえると覗かないべきだが、どうしても確認せずにはいられなかったのだ。

　彼女を追い出したいと考えているわけではない。無茶なことをしているのなら、それを止めたかった。

　……頭を整理してみて改めて気付いたけど、僕はもう、完全に鶴子さんの正体が鶴だと思い込んでいるみたいだ。

　現実的に考えれば、そんなことあり得ない。だけど僕と同じ立場になったら、みんなそう考えると思う。もし彼女が普通の人間なら、とんでもないレベルの不ふ審しん人じん物ぶつだし。

　それならそれで、より何をしているのか家主として確認しておく必要性がある。やはりここは覗くしかないな！

　……いや覗くって表現はちょっとあれだね、やましいことを企んでいるわけじゃないのだから、偵てい察さつとか現状の把は握あくとか、そういう表現にしようか。

　姉さんから留守を任されている身として、その辺ちゃんとしておかなくてはいけないわけだし。僕も仕方なしにやるんだよ。うん。

「──っと、覚悟を決めるか」

　半分言い訳するように自分に言い聞かせていると、姉さんの部屋の前まで到着してしまった。深呼吸して気合いを入れ、緊張して汗ばんだ手でそっとドアノブを摑つかむ。

　鍵かぎなどついていないので、何の抵抗もなくするりとドアノブは回る。心臓の鼓こ動どうがばくばくとうるさいくらいに活動し、本当にいいのかと僕に訴えているようだった。だけど今さら中止することなどできるはずもなく、意を決してドアノブを引いた。

　震ふるえる手で、意気込みとは正反対に、そっと。

「っ……!!」

　ほんの一センチほど。開いたドアの隙すき間まから覗のぞいた光景に、僕は絶句する。

　予想は外れ、そこに鶴つるの姿はなかった。しかし今朝までの鶴つる子こさんの姿も、同じくない。

　僅わずかにだけ──けれど致命的なまでに、彼女は変わり果ててしまっていた。

「へ……？」

「あっ──!!」

　思わず間の抜けた呟つぶやきが漏もれ、それに鶴子さんが鋭するどく反応を示す。

　僕が覗いていることに、気付かれてしまったのだ。

　表情を引ひき攣つらせる鶴子さんと、間抜けなままの僕。どちらも身動きすることなく、しばらく無言のまま向き合い、

「……」

　そっと、ドアを閉じる。

「って閉じてどうするんだよ!!」

　目にした光景を信じることができず、なかったことにしたかったけどそんなの駄目だ。自分を叱しつ咤たしながら閉じたときの何倍もの速度でドアを開き──

「きゃっ！」

　途端、鶴子さんが小さく悲鳴を上げた。

「お、おかえりなさい大和やまとさん。どうしたんですか、急に？」

「え？　えっと……」

「それと！　部屋に入る前には、ちゃんとノックしてください」

「あ、ご、ごめんなさい」

「確かに大和さんは家主で、私はご厚意で泊めてもらっている立場ですけど、そういうところはきちんとして欲しいです」

「す、すみませんでした」

「分かってもらえたのなら、それでいいです。集中したいので、ちょっと部屋から出てもらえませんか？」

「うん────って誤ご魔ま化かされるかっっっ!!」

　半分閉じそうになったドアを全開にして、僕は喉が痛くなるほどに怒鳴った。はあはあと肩で大きく息をしながら、鋭く鶴子さんを睨にらむ。

　ほんの数秒だったというのに、一回ドアを閉じる前と後とで、彼女の様子は一変していた。

　だらしなく床に寝転び携帯ゲームに興じていたはずが、ベッドの端にちょこんと腰掛け、本棚にあった姉さんの難しそうな本を開いている。

　知的で上品な雰囲気を漂わせ、もしかしたらさっき見たのは幻覚だったのではと思いたくなるような変へん貌ぼうっぷりだったが、

「……おい」

　一点だけ、どうしても無視できない箇か所しよがあった。

「ジャージ、穿はいたままだぞ」

「あっ！」

　じろりと半眼で告げると、鶴つる子こさんはぺしりと自分の額ひたいを叩たたく。もう粘ろうとはせず、観念したようにぺろっと舌を出した。

「あーあ失敗失敗。馴な染じみ過ぎてて脱ぐのを忘れてたわ」

「いやいや全然馴染んでないから」

　聞き流すことはできず、僕は真顔で訂正。

　出会ったときからずっと、彼女は清せい楚そな白いワンピースを着ている。今はその下に、姉さんが高校生の時に使っていた、真っ赤な学校指定のジャージを穿いていたのだ。

　紅白で実に縁起のいい配色だけど、がっかり感が半端ない。制服のスカートの下に穿くのとは桁けたが違った。

　……だけれども。

　あまりにもだらけきった、残念な着こなし。違和感しかないはずのその格好が、不本意ながら鶴子さんにはよく似合っていた。

　まるで彼女の本性を表しているかのように、自然で。

「ううう……」

　何か、妙に悔しい。

「バレたんだったら、もう演技する必要もないわね」

　すっきりしたとばかりに、鶴子さんは大きく伸びをする。どかりとベッドのど真ん中に寝そべり、ワンピースの裾すそを大きく捲まくってぽりぽりと雑に腹を搔かいた。

　その仕草はどこからどう見てもおっさんそのものなのに、ちらちらと見え隠れするへその形はどこまでも綺き麗れいで。

　うっかり見とれてしまいそうになり、自分が嫌になる。

　もはやぐうの音も出ず、めまいさえ感じていると、

「で、なにか用事なの？」

　彼女はあくびを一つして、気け怠だるげに僕を見み遣やった。

「な、何なんだよそのふてぶてしい態度は。開き直りやがって」

「開き直る？　はっ！　それはこっちのセリフよ」

　ずっと本性を偽っておきながら、反省している様子はどこにも見当たらない。少しむっとして唇を尖とがらせるも、鶴つる子こさんは平然と僕を睨にらみ返す。
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「偉そうにしてるけど、あんた、女の子が泊まってる部屋を勝手に覗のぞいていいと思ってるの？　覗きが趣味の変態なの？」

「うっ……、そ、それは……」

　反論の余地のない正論に、僕は言葉を詰まらせてしまう。

「ねえ、どうなの？　ほら？　説明してみなさいよ」

　しかしそんな僕に容赦することなく、鶴子さんは矢や継つぎ早ばやに催さい促そくを繰り返す。黙っていても見逃してもらえるとは到底思えず、

「か、確認しようと思ったんだ」

「確認？　何を確認するのよ」

「鶴子さんの正体が、……その、鶴なんじゃないかと思って」

　しぶしぶ正直に白状すると、彼女は驚いたように、大きく目を見開いた。

「ツル？　え？　いま、鶴って言った？　正体が？」

「う、うん」

「正体が鶴って、昔話の世界の話？　大和やまとくんはいつの時代に生きてるのかなー？」

　くすりと鼻で笑い、にまにまと唇を横に広げる。

「実は大和くん、高校生じゃなくて幼稚園生だったのかな？」

「く、くうう……」

　変態だと疑われるよりはましだと思っていたけど、これはこれで猛烈に恥ずかしい。火が出そうなほどに顔が熱くなるが、この反応からするに、彼女は鶴つるではなくただの人間なんだろう。僕がそう判断した理由を説明したところで、理解されるどころかより笑われるための材料を提供する結果になってしまうのは目に見えている。黙って恥辱に耐えるしかなかった。

「私の正体が、鶴、ねえ……」

　じっと拳こぶしを握り唇を嚙かみ締しめる僕を、ひとしきり鶴つる子こさんはにやにや眺め、

「まあ鶴なんだけどね」

「っておいっ！　鶴なのかよ！」

　あんまりな発言に、僕は思わず声を荒げてしまった。

「えっ？　ほんとに？　話を合わせてるとかじゃなくて？」

「ええ。近くの公園で、あんたがトラバサミから助けた鶴が私よ」

「……まじで？」

「まじで」

　それまでのにやけ顔を引っ込め、彼女は真顔で頷うなずく。しばらく待っても吹き出すことはなく、僕はすうっと頭が冷えていった。

　さっきはつい激げつ昂こうしてしまったけれど、よく考えてみれば衝しよう撃げきの告白ではないか。

　そうか。やっぱり鶴だったんだ。自分の予想は正しかったのだという喜びがじわじわと胸に広がり──

「だったら何だったんだよ！　最初の反応は！」

　それで帳消しされることなく、怒りが復活する。

「僕を笑いものにする理由なんてなかったんじゃないか！」

「いやー恥ずかしそうにする大和やまとを見てたら、つい、ね」

　けれど鶴子さんは、悪びれもせずにしれっと肩を竦すくめ、

「それに、あんたも悪いのよ？」

　さらには人のせいにしやがった。

「僕が何をしたって言うんだ？」

「あのね、正体が鶴だってバレるのは、一番の盛り上がりどころなわけよ。それをあんた、あんなふうに雑に打ち明けられたんじゃ、全部ぶち壊しじゃないの」

「そ、そう言われても……」

「物事にはタイミングってものがあるの。同じ覗のぞくにしても、鶴の姿を露あらわにしてるところを目撃するのが礼儀ってもんでしょ。もっと仲良くなってから知ってしまうってのがそもそものお約束だし、ちょっとは考えなさい」

「ご、ごめんなさい」

「ちゃんと反省しなさいよ？　よし、じゃあ解散！」

　偉そうに上から目線でふんぞり返り、勝手に話を終了させる。もう用は済んだとばかりに鶴つる子こさんはベッドに寝転び、僕に部屋を覗のぞかれる前の行動に戻った。

「……何してんの？」

「何って、見て分かるでしょ？　ゲームの続きよ」

「いやいや、だから訊きいてんだけど」

　この状況でよくゲームなんかできるものだ。

「正体がバレたら、鶴は出て行くものなんじゃないのか？」

「基本的にはそうだけど、私はまだ直じかに正体を見せたわけじゃないしね。自己申告しただけだし、セーフでしょ」

「そう……なの……？」

　基準がよく分からない。

　いまいち納得できず、僕が首を傾かしげていると、

「それに、まだ恩返しもしてないし」

　まるでついでのように、鶴子さんはやっともっともらしいことを付け加えてくれた。

　ベッドで寝転がり、ゲームを起動したままで。

「そういう台詞せりふはさ、もっとちゃんとした姿勢で言うもんじゃないのか？」

「どんな格好で言おうが、内容が伝わりさえすればいいのよ」

　じとりと僕の目つきが悪くなるが、彼女は何処どこ吹ふく風で、あくび混じりに返事をする。少し前にお約束について説教しておきながら、自分はそれか。

「そもそも、本当に恩返しをする気があるのか？」

　そんな意識がこれっぽっちも感じられず、つい突っ込んでしまうと、

「は？　あるに決まってるでしょ」

　さすがに怒らせてしまったらしく、鶴子さんは憤ふん然ぜんと立ち上がった。きりりと眉まゆを吊つり上げ、睨にらむように鋭するどく僕を見み遣やる。

「鶴の神さまに誓ちかって、ちゃんと恩返しするわ」

「そ、そうか」

　堂々とした宣せん誓せいを受けて、僕は数歩たたらを踏ふんだ。

　うん。恩返しするつもりがないのなら、最初からこの家に来るはずがないもんね。失礼なことを言ってしまった。しっかり反省しよう。

「ごめん。……にしても、鶴の世界にも神さまっているんだ」

「え？　いないけど？」

「いないのかよおいっ！」

　ちょっと訊いてみただけのつもりだったのに、何なんだよその答えは。

「やっぱり恩返しするつもりないだろ!?」

「あるわよ。鶴つるとしての誇りに懸かけるわ」

「……鶴としての誇りはあるのか？」

「ないわよ」

「だと思ったよ！」

　予想通りではあるけど、せめて即答するなよ！

　クズの典型のような受け答えをしておきながら、彼女はどこか得意げに胸を張る。相手をするだけ無駄だということがはっきりと分かり、どっと全身が重くなるほどの疲労に襲おそわれた。

「はあ……。もういいよ」

「そう？　じゃあ──」

　鶴つる子こさんはゲームに戻ろうとするが、首を横に振ってそれを遮さえぎり、

「出て行ってくれ」

　一言、簡潔に告げる。

「だらだら遊ばせるために、この家に泊めるつもりはないんだ。恩返しをするつもりがないのなら、さっさと出て行ってくれ」

「はっ？　何よそれ」

　途端。それまでずっと不真面目だった鶴子さんが、初めて真剣な表情をした。

「つまりはあんたも、恩返しされるのが目的で私を助けたんだ。最低ね」

「違う」

「何が違うのよ!?」

　怒りを爆発させ、彼女は怒鳴る。しかし僕はそれに張り合うのではなく、

「困ってる相手を助けるなんて、当たり前のことだろ。見返りを期待して助けたわけじゃないんだから、恩返しなんて、別にどうでもいい」

　むっつりしながら静かに返すと、鶴子さんは目を丸くした。

「そ、そんな人間がいるはずないわ！　あんたも鶴の織おり物ものが欲しいでしょ？」

「感謝の気持ちとして渡されるなら、どんなものでも喜んで受け取るよ。でも、その織物って自分の羽を材料にするんだろ？　どれだけ価値のあるものでも、体をぼろぼろにさせてまで欲しいはずがないよ」

　それじゃあ、せっかく助けた意味がないじゃないか。

「もしそんな無茶をしているようなら止やめさせようと思って、今日は部屋を覗のぞいたんだ」

「う、ウソよ、口先だけなら何とでも言えるわ！」

「もし恩返ししてもらうのが目的なら、部屋を覗くわけないだろ。僕は鶴子さんの正体が鶴なんじゃないかと疑っていて、正体を見られたら出て行っちゃうとも思ってたんだから」

「うっ……。そ、それもそうね……」

　頑かたくなに信じようとしない鶴つる子こさんだったけど、僕の説明に反論の言葉を失う。それでもしばし腕組みしながら頭を悩ませ、

「……つまり、最初から私を追い出すのが目的だったの？」

　結果、的外れな答えに着地してしまった。

「まさか。部屋を覗のぞくまで、そんなつもりは一切なかったよ」

「じゃあどうして、出て行けなんて言ったのよ？」

「だから言ってるだろ。だらだら遊ばせるために泊めるつもりはないって」

　筋すじを痛めそうなほど首を傾かしげる彼女へ、改めてはっきりと告げる。

「鶴子さんが困ってると思ったから、家に泊めてあげることにしたんだ。そうじゃないんだったら、出て行ってもらうのは当然だろ」

「こ、困ってないって勝手に決めつけないでよ！」

「一日中ゲームして過ごしてるようなやつが、何に困ってるって言うんだ？」

　鶴子さんのだらけっぷりは堂に入っていた。ゲームばかりしていたというのは当てずっぽうだったけど、案の定、彼女はばつが悪そうにさっと顔を背ける。

「な、怠なまけて過ごして何が悪いのよ？」

　しかし斜めを向いたまま、反省することなく開き直り、

「悪いに決まってるだろ!!」

　僕は本格的に怒りを爆発させた。

「勉強もせず働きもせず、何が悪いって？　その存在自体が悪だよ！　だらだら怠けるのが許されるのは、普段きちんと過ごしている人だけだ！」

「……それはさすがに大おお袈げ裟さじゃない？」

「じゃない。真っ当な社会のルールだ」

　きっぱりと断言。彼女の甘ったれた意見を切り捨てる。

「僕は、ニートが大っ嫌いなんだよ！」

　誰だれのことを指しているのか、明言する必要もないだろう。このクズめと睨にらみつけると、

「……。そっか」

　鶴子さんは憤ふん慨がいするのでも悲しむのでもなく、微かすかに頰ほおを緩ゆるませた。

　僕の見間違えでなければ、なぜだか嬉うれしそうに。

「だから、私を追い出したいんだ？」

「そうだ」

「恩返しの有無は、本当に気にしてないのね？」

「さっきからそう言ってるだろ」

　受け答えをするごとに、彼女の笑みは大きくなっていく。猫を被っていたときの上品なお嬢じよう様さま然ぜんとしたものとは違い、晴れやかに白い歯を見せて。

「だったら、出て行くわけにはいかないわね」

　意味不明なのはさらに続き、終しまいには、今までのやりとりを全て無視するようなことを言いやがった。

「は？　どうしてそうなるんだよ？」

「最初から言ってるでしょ。私はあんたに、恩を返さなきゃいけないの」

　感謝しろとばかりに、得意げに胸を張る。

「だからさ、そんなの必要ないって言ってるだろ」

「必要かどうかは私が決めることよ。それとも『恩返しなんて迷惑だ！　やめろ！』とでも言うつもり？」

「うっ……。さすがにそんなことは言わないけど……」

　それじゃあ、ただの嫌なやつじゃないか。

「でしょ。だから恩返しをするまでは、この家に泊めてもらうからね」

　僕が一歩引いてしまったのを見逃すことなく、鶴つる子こさんはつけ込むように要求する。

「今ここで返してくれれば、泊まらなくてもいいだろ」

「いつどんな形で恩を返すかなんて、私が自分で決めることよ。今はまだ、そのタイミングじゃないわ」

「……さっさと出て行ってくれるのが、一番の恩返しなんだけど」

　いつの間にか劣れつ勢せいになっていることを感じつつ、それでも食い下がってみるのだが、

「却下ね。そんなの恩返しじゃないもの」

　彼女は一考さえすることなく、僕の希望を切り捨てた。

「そもそも大和やまと、あんたは最初、何日でも泊まっていいって言ったじゃない」

「た、確かに言ったけど。でもそれは、こんな駄目人間だと思っていなかったからで……」

「言い訳なんか男らしくないわよ。それに私は人間じゃなく鶴だもの。学校も会社も端から存在しないんだから、だらだら過ごしても問題ないわ」

「くっ……ううう……」

　間違っている。そんなの絶対におかしいと思うのだが、反論の言葉が出てこない。鶴の社会のことなんて知らないし！　それを盾にするのはずるいぞ！

　だからといって納得できるはずもなく、ぐぬぬと唸うなりながら鶴子さんを睨にらんでいると、ピンポンと玄関のチャイムが鳴った。

「誰だれか来たみたいだけど、行かなくていいの？」

「いや……でも……」

「ほらほら、お客さん帰っちゃうわよ？」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで煽あおる鶴子さんが、非常に腹が立つ。どんな形にしろここで会話を切ってしまえば、うやむやのまま泊める流れになってしまいかねないことを彼女も理解しているのだろう。

　そんなこと許すわけにはいかないのだが──

「はーい！　今行きます！」

　もう一度のチャイムが耳に届き、僕は反射的に返事をしてしまった。

　来客の予定はないので、たぶん宅配便の類かご近所さんだろう。鶴つる子こさんの相手をする方が重要だと分かっているのに、申し訳なくて無視できない性分なのだ。

「戻ったら話の続きするから！　泊めるって決めたわけじゃないからな！」

「はいはい」

　にやにや笑う鶴子さんに見送られ、僕は姉さんの部屋を出る。

　捨すて台詞ぜりふが負け惜しみでしかないと、自分でもよく分かっていた。
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「すみません、お待たせしまし──、た……？」

　小走りで階段を駆け下り、玄関のドアを開けた僕を待っていたのは、スーツを着た見知らぬ女性だった。

「突然申し訳ありません。こちら、葛かつら城ぎ大和やまとさんのお宅でしょうか？」

「は、はい、そうですけど」

　頷うなずきを返しながらも、僕の意識はどうしても上うわの空そらになってしまう。違和感が大きすぎて、会話に集中できないというか。

　スーツ姿の彼女が、とんでもなく童顔だったのだ。

　身長は僕の胸に届くか届かないかくらい。かなりの小柄で、くりくりした大きい瞳ひとみに意志の強そうな太めの眉まゆが特徴的だ。ショートカットの髪は濃い茶色で、しっかりと梳とかしているのに所々ぴんぴん飛び跳ねている。

　一言で言えばとても可愛らしく、中学生──下手をすると小学生にすら見える。それなのに僕が彼女を『女の子』ではなく『女性』と表現したのは、スーツがとてもよく似合っていたからだ。しかも就活生や新社会人のようにスーツに着られているという印象は全くなく、むしろしっくりと馴な染じんでいる。落ち着いた雰囲気を漂わせており、ただの背伸びした子供である可能性は低いと思われた。

　いやでも顔だけ見たら絶対大人じゃないんだけど。どう対応していいのか困るよ！

「はじめまして、わたしは西にし峯みね由ゆ良らと申します。大和さんはご在宅ですか」

「えっと、僕ですけど？」

「そうでしたか。これはすみません」

　僕が混乱していることに気付いているのかいないのか。彼女は構うことなく話を進め、一枚の写真を取り出す。

「人を探しているのですが、この女性をご存じありませんか？」

「はあ……げっ──」

　それを一目見るなり、僕は思わず汚い声を漏もらしてしまった。

　写真に写っていたのは、現在より少し若い姿の、控えめに微笑ほほえむ鶴つる子こさんだったのだ。

「ご存じも何も、今、家に居ますよ」

「本当ですか!?」

「ええ。居るというか、居座ってるって言った方が正しいですけど」

　言い負かされそうになっていた記憶が蘇よみがえり、機嫌が悪くなる。ついつい口調も責めるように刺とげ々とげしくなってしまい、

「あいつの関係者なら、引き取ってもらえませんか」

「ご、ご迷惑をおかけしてすみません！」

　スーツ姿の彼女──由良さんがぺこぺこと頭を下げるのを見て、はっと我に返る。これじゃあただの八つ当たりじゃないか。反省しよう。

「頭を上げてください。ごめんなさい、悪いのはあいつなのに」

「ですが──」

「立ち話もなんですし、とりあえず中へどうぞ」

　由ゆ良らさんはまだ恐縮していたが、余計に申し訳なくなり、背中を押すようにして半ば強引に家へと上がってもらう。そのまま一直線に二階へと──

「こ、こっちです」

　向かう直前、思い直して居間へと足を向ける。

　彼女と鶴つる子こさんがどんな関係なのかを全く訊きいていないことに、今さら気付いたのだ。

　本人の弁を信じるなら、鶴子さんは人間に化けた鶴という特異な存在だ。初めて会った時は罠わなに捕つかまっていたわけだし、何者かに狙ねらわれていてもおかしくない。もしそれなら、僕の家に居座ろうとする理由も納得できるし。

　由良さんは悪人には見えないけれど、万が一ということもある。会わせるのは彼女から話を訊いてからでも遅くはないだろう。

　鶴子さんを追い出したいと思っているけど、困っているのなら助けたいという気持ちも噓うそではない。まずは由良さんがどういう用件で来たのか、しっかり見極めよう。

「あ、大和やまと。いいタイミングで戻って来たわね」

　……なんて僕の気き遣づかいは、当の本人によってあっさりと打ち砕かれた。

「お腹空いたんだけど、なんか食べるものない？」

　猫を被るのをやめたためだろう、今まではずっと部屋にこもっていたはずの鶴子さんが、トントンと階段を下りてきたのだ。

　大きくあくびをしながら、ワンピースにジャージという格好のままで。本性を現した途端にくつろぎすぎだろ。

「あのなあ──」

「何をやっているんですか！」

　脱力してしまった僕よりも早く。注意をしてくれたのは由良さんだった。

「人様のお宅でそんなだらしない格好をして！」

「げっ、由良じゃない」

「『げっ』じゃありませんよ！　まったくもう！」

　とてとてと鶴子さんへと詰め寄り、ぐぐっと顔を近づける。

「居い候そうろう先さきの方にご迷惑をおかけしてどうするんですか！」

「そんなの私の勝手でしょ。それよりどうして、あんたがここにいるのよ？」

「こんなことになっているんじゃないかと心配して、探したんです！」

　由良さんは眉まゆを吊つり上げ、かなりお怒りのご様子だ。しかし残念なことにこれっぽっちも迫力はなく、子供が背伸びしているようにしか見えなかった。案の定、鶴つる子こさんは「あーはいはい」と軽く流す。

「また余計なことを……。心配なんてしなくていいのに」

「摩ま耶やさんを心配したんじゃなくて、摩耶さんが何かしでかしてないかって心配したんですよ！」

　妙に鋭するどい犬けん歯しを剝むき出しにして怒鳴るが、やはり暖簾のれんに腕押し。

「私のことは心配してくれないなんて、随ずい分ぶんと薄情ね」

「摩耶さんくらい図太かったら、心配するだけ無駄じゃないですか。心配して欲しかったら、もっと真面目に生きてください」

　鶴子さんは反省の色を全く見せようとせず、由ゆ良らさんもそれに慣れているのかさらに怒るのではなく、疲れたように溜ため息いきを吐ついた。

　……んん？　あれ？

「にしても、私がこの家に居るってよく分かったわね」

「ああ、それは簡単です」

　何か聞き間違いでもしただろうか。僕が首を捻ひねっている間にも、二人の会話は続く。由良さんは胸を張りながらスマホを取り出し、

「いいですか摩耶さん。鳥類の愛好家は──、」

　解説を始めてすぐ、唐突に言葉を途切れさせた。画面を操作していた手も止まり、それどころか体ごと硬直してしまう。

「由良？　どうしたの？」

「え、えっとですね」

「ほら、早く説明してよ」

「それは……その、また後ほどお話します」

　由良さんは何故だか僕を気にしているようだった。ちらちらとこちらを窺うかがいながら鶴子さんへと目配せするが、あいつはそれを酌くもうとしない。

「……まさか、私の体に発信器でも仕掛けてるんじゃないでしょうね？」

「えっ？　そんなわけないじゃないですか！」

　とんでもない難なん癖くせのようなことを言い出し、さすがに由良さんはすぐさま否定した。しかしはっきりと喋しやべったのはそのときだけで、

「そうじゃなくてですね、その……」

「どうしたのよ。早く言いなさいよ」

「だから摩耶さん！　ほら、ね？」

　またもや言葉を濁にごし、僕と鶴子さんの間で目を泳がせる。どうやら理由を説明するのに、僕がいるのは不都合なようだった。

　気を利きかせて席を外してあげるべきなんだろうけど、

「あのー」

　僕は自分の疑問を優先し、由ゆ良らさんへと声をかけた。

「さっきから気になってたんだけど、『摩ま耶やさん』ってもしかして、鶴つる子こさんのことですか？」

「鶴子さん……ですか？」

「はい。鶴つる田た鶴子さん。あいつは僕にそう名乗ったんですけど」

　フルネームを告げると、由良さんはあんぐりと口を開く。僕の視線を追って、ぐぎぎと硬い動きで首を回し──

「てへっ♪」

　僕と由良さん、二人分の視線を集め、鶴子さんはぺろっと舌を出した。

　とても可愛らしく。そして非常にふてぶてしく。

「ごめんごめん。それ、ウソ」

「謝り方軽っ！」

　何日も僕を騙だまし続けていたというのに、誠意というものがまるで感じられなかった。あまりに雑すぎる謝罪に、怒りを通り越して啞あ然ぜんとしてしまう。

「なななななにを考えているんですかっ！」

　その代わりというわけではないだろうけど、騙されたわけでもない由良さんが憤ふん慨がいして声を震ふるえさせた。ぐるぐると唸うなりながら、鋭するどく鶴つる子こさん──摩ま耶やを睨にらむ。
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　もうさん付けなんてやめだ。あいつなんか呼び捨てでいい。

「助けてもらった方に偽名を名乗るなんて、なんて恩知らずなことをしてるんですか！」

「ちゃんと謝ったんだし、もういいじゃないの」

「全然よくありません！」

　より声を大にする由ゆ良らさんに、僕も「そうだそうだ！」と同意する。正直そこまで怒ってはいないけど、ちゃんと謝ったという部分には抗議したい。

　うんざりした顔を隠そうともしない摩耶に、由良さんは深く溜ため息いきを一つ吐つき、

「しかもよりにもよって、そんなあからさまに鶴っぽい──っ!!」

　説教を続けたものの、しかし、すぐに声を詰まらせた。両手でしっかりと口元を押さえ、物理的に喋しやべるのを中断する。

「ん……？」

「ああ、さっきから様子がおかしいと思ったら、そういう心配をしてたのね」

　急にどうしたのかと僕は首を傾かしげるのだが、摩耶は逆に、得とく心しんが行ったと大きく頷うなずいた。

「だったら気にしなくていいわよ。大和やまとは私の正体が鶴って、知ってるから」

「そうですか……ってえええっ！」

　さらりと軽く告げられ、由良さんは安心するどころか目を丸くする。

「し、知ってるって!?　じょ、冗談ですよね？」

「本当よ。バレたのはついさっき、由良が来る直前だけど」

「だって、まだお世話になって数日のはずですよ？　もう姿を見られたんですか？」

「ううん。それはまだ」

　摩耶が首を横に振ると、由良さんはほっと小さく息を吐はき、

「鶴なんじゃないかと疑われたから、自分で教えてあげたのよ」

「何をやっているんですかいったい！」

　しかしその安あん堵どはほんの数秒で失われてしまい、涙目で怒鳴る。肺の中の空気を全て吐き出し、けほけほと咳せき込んだ。

「自分から教えるって、そんなの聞いたことありませんよ！　しかもその上ご迷惑かけて、その状態で居座っているなんて……！」

　目眩めまいでもするように額ひたいに手を当て、天井を仰ぎ見る。はあはあと呼吸は荒く、かなりいっぱいいっぱいな状態らしかった。

「まあ別にいいじゃない」

「だからよくありませんって！」

「そんなに怒鳴ってばっかじゃ疲れるでしょ。少しは落ち着いたら？」

「誰だれのせいだと思ってるんですか！　摩耶さんはもっと慌あわててください！」

　心ない摩ま耶やの無神経な追つい撃げきを受け、由ゆ良らさんは「ああもう……」とその場で崩れ落ちてしまった。ぺたりと座り込み、肩を落として完全に脱力してしまう。

「あ、あのさ……」

　とてもじゃないが見ていることができず、僕は恐る恐る、口を挟んだ。

「お茶でも淹いれるし、とりあえず、一息入れない？」
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「先程はお見苦しい姿をお見せしてしまって、申し訳ありません」

「いえいえ、気にしないでください」

　場所を居間へと移動してから数分後。

　インターバルを置いて落ち着きを取り戻した由良さんは、しゅんとしながらも几き帳ちよう面めんに頭を下げた。湯飲みに入ったお茶をふーふーと冷まし、口をつけずにそのまま置く。

「改めまして、自己紹介をさせていただきます。わたしは日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいに所属しております、西にし峯みね由良と申します」

「あ、はい、これはどうも」

　びしっと名刺を差し出され、僕は恐きよう縮しゆくしながら受け取る。東京の住所と電話番号が記き載さいされており、一見するとまともなようだが、何故だか隅に小さく肉球マークが印刷されていた。

　名刺なんてもらうの生まれて初めてなんだけど、普通こういうものなんだろうか。

「日本報恩協会……ですか？」

　内心首を傾かしげつつ、話を進めるのを優先することにする。

「はい。大和やまとさんは、動物報ほう恩おん譚たんというものをご存じでしょうか？」

「んー……、いいえ」

「では『鶴つるの恩返し』は？　こちらはご存じですね」

「それなら、はい。有名ですから」

　摩耶を横目に見つつ、頷うなずく。自分にも関係する話だろうに、彼女はまるで興味なさそうに頰ほお杖づえをついていた。

　ちなみに、掬きく星せい摩耶というのが本名だそうだ。偽名と違って鶴要素は皆かい無むである。

「それと同じく、人間に助けられた動物が恩返しをするという話は他にも沢山あるんですよ。動物が恩に報いる物語という意味で、それらは動物報恩譚と呼ばれています。

　日本報恩協会は、人間に恩返しをしたいと考えている動物のための相そう互ご扶ふ助じよ組織なんです」

「へえ、そうなんですか。わざわざそんな団体まで作るなんて、動物って義理堅いんですね」

　人間もそうでありたいものだ。僕が素直に感心していると、

「そんなにキレイな話じゃないわよ」

　それまで我関せずと黙りこくっていた摩ま耶やが、「けっ」と悪あく態たいを吐つく。

「なんだよ、自分みたいな恩知らずもいるって言いたいのか？」

「は？　知ってるし。私ほど恩返しの精神に溢あふれてる存在はいないんじゃないかと、脳内で評判なんだから」

「ただの願望だろ」

「違うわ妄もう言げんよ」

「つまり噓うそなんじゃねえか！　せめて妄想しろよ！」

　やる気がないのは分かっていたけど、想像以上に酷ひどい。なんなんだこいつはと摩耶を半眼で睨にらんでいると、由ゆ良らさんがゴホンと咳せき払ばらいした。

「話を続けてもよろしいですか？」

「あ、はい、どうぞ。ごめんなさい」

　必要以上に姿勢を正し、彼女へと向き直る僕。にやにやと笑みを浮かべる摩耶は無視だ。

「摩耶さんの言うことも、噓というわけではありません」

「えっ？　恩返しの精神に溢れてるって評判なんですか？」

「いえそちらではなく、綺き麗れいな話ではないという方です」

　馬鹿な勘違いを、由良さんは大真面目な顔で否定。

「昔話に出てくるような時代は、純粋に『恩を返したい！』という想おもいだけだったのだと思います。ですが今では、自らの種しゆのイメージアップ、ならびに地位向上のために行おこなっている側面が強いです」

　湯飲みを持ち上げ、またふーふー吹いてそのまま置く。

「大前提として恩返しをしたいという気持ちがあるのは当然ですが、不純な動機が含まれているのは否定できません」

「はあ……」

　イメージアップ、ねえ？

「人間からの人気とか、そういうの気にするんですね」

「はい。なにせ自分達の生存が懸かかっていますから」

　いまいちピンと来ず、軽い気持ちで訊たずねてみると、その返事は想像していたよりもずっと重かった。

「現在地球上で最も力のある生物は、間違いなく人間です。そして我々の調査によると、動物報ほう恩おん譚たんを知っている場合と知らない場合で、人間はその動物に対する対応が大きく異なることが確認されています。

　具体的にご説明しましょう。大和やまとさんはどうして罠わなに掛かっていた摩耶さん──鶴つるを助けたのか、教えていただけますか？」

「それは……やっぱり可哀かわい想そうだなって思って」

「ありがとうございます。そのとき頭の中に、『鶴つるの恩返し』のことが浮かんでいませんでしたか？」

「まあ、はい」

　別に恩返しを期待していたわけではないけれど、話を知っていれば連想しない方が不可能だろう。

「ではもし、捕つかまっていたのが鶴ではなく他の鳥──そうですね、例えばダチョウだったら、どうしていましたか？」

「だっ、ダチョウ!?」

「はい。ダチョウです」

　どうしてそんな仮定を持ち出してきたのか分からないが、由ゆ良らさんはやはり真面目な顔のまま、頷うなずく。

「それは……たぶん、助けなかったんじゃないか、と、思います、よ？」

　街中にダチョウがいる光景は、鶴以上にイメージしにくい。そもそもトラバサミで捕とらえられる気がしないし。

　それでも頑張って頭を働かせ、かなりの角度で首を傾かしげながら答えると、

「そうでしょう」

　由良さんはまるで子供が自慢するように、ふふんと胸を反らした。

「これこそが、動物報ほう恩おん譚たんの効果なんです。恩返しをするイメージのある鶴と、そうでないダチョウ。同じ鳥類でありながら、たったそれだけの差で、致命的なまでに対応が変わってくるわけですね」

「…………えっ？　それはちょっと違わないですか？」

「？　何が違うと？」

「えっと……、……いや、何でもないです」

　主にサイズが全然違うし、僕の判断基準はそこだったんだけど、本気でそう信じているらしい由良さんに伝えるのは少し気が引けた。

　なにせ彼女は小学生にすら見える外見なのだ。強く否定するのは可哀かわい想そうに思えてしまう。

「日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいに所属する動物の大半は、人間の世界で絶滅危き惧ぐ種しゆに指定されています。生存競争に勝ち抜く手段として、わたし達は『人間への恩返し』という手段を選んだのです。プラスのイメージを積み重ね、人間が動物と敵対するのではなく、保護する方向へと世論を誘導することが目標ですね」

「……なるほど」

　スケールの大きさに戸惑ってしまうけど、理屈はまあ、理解出来た。

『鶴の恩返し』に出てきたおじいさんは、鶴が出て行ってしまった後も、動物が罠わなに掛かっていたらきっと助けてあげたことだろう。その話を聞いた付近の住人も、同じことをしたとしても不思議ではない。

「動物が人間の姿に化けられるってことを、もっと大々的に公表したらどうですか？　その方が手っ取り早い気がするんですけど」

「いきなり公表すると混乱が大きく、手を取り合うのではなく排はい斥せきする流れになりかねませんから。今はこうやって少しずつ、地道に理解者を増やす道を選んだんです。実際問題として、擬ぎ人じん──人間に化けた動物のことを我々はそう呼んでいるのですが、その擬人の数もそれほど多くはありませんし」

「うーん、そうですか」

　残念だけど、由ゆ良らさんの言い分も理解出来る。難しいものだな。

　僕が納得したのを見届けると、由良さんは冷ましたお茶をやっと一口すすり、

「それなのに……」

　溜ため息いきを一つして、疲れたように摩ま耶やを見み遣やった。

「イメージを悪化させるような振ふる舞まいを、どうしてするんですか」

「別にいいじゃない。私の勝手でしょ」

「よくありません！　摩耶さん一人の問題ではないんですから！」

　むふーと鼻息荒く、眉まゆを吊つり上げる。

「動物報ほう恩おん譚たんは数あれど、やはり一番有名なのは『鶴つるの恩返し』なんです。鶴は恩返しをする動物の象徴と言っても過言ではありません。なのにその鶴である摩耶さんがイメージと正反対のことをしていては、動物全体が恩知らずだという間違った認識が広まってしまうじゃないですか」

「そこまでは責任取れないわよ。私の悪評を打ち消すくらい頑張ればいいんじゃないの？」

「言われなくても頑張りますけどっ！　協力してくれないのは仕方ないとして、せめて邪じや魔まするのはやめてください！」

「邪魔まではしてないでしょ。私もちゃんと、恩返しをするつもりはあるんだし」

「よくもまあ、堂々とそういうこと言えますね」

　どれだけ責められても平然とした態度を崩さない摩耶に、由良さんは呆あきれたように嘆息した。

「助けていただいたことへの感謝の気持ちがあれば、ふつう偽名なんて使いませんよ」

「それはさ、だってしょうがないじゃない」

　正論で指摘するが、やはり摩耶はのらりくらりと躱かわす。

「昔話みたいに相手が人の良さそうなおじいちゃんだったら、私だってきちんと本名を名乗ったわよ。でも現実に私を助けたのは、いかにも性欲を持て余してそうな男子高校生だったんだもの。身の安全を守るため、さっきの鶴かもしれないぞって牽けん制せいする必要があるでしょ」

「そういう理由なら、……まあ、そうですね」

「いやいやそんな警戒する必要ないから。由良さんもどうして納得してるんですか」

　理屈としては理解できるけど、本人の目の前で言うのは凄すごい失礼だからね？　僕もさすがに傷付くよ？

「実際に数日暮らしてみて、手を出すような度胸のないヘタレのシスコンだって分かったから、結果的には無駄な心配だったんだけど」

「誰だれがヘタレだおいっ！　常識的に接してただけじゃないか！」

　理不尽な言い草に憤ふん慨がいするが、摩ま耶やは涼しい顔でとぼける。代わりに由ゆ良らさんが、「まあまあ」と僕を宥なだめた。

「摩耶さんの発言が適当なのは、わたしもよく知っていますから。シスコンっていうのも噓うそなんですよね？」

「いえ、そっちは紛まぎれもない事実ですよ。姉さん大好きですから」

　恥じることでも隠すことでもない。自然体でさらりと答えると、由良さんは微妙に顔を引ひき攣つらせた。

「そ、そうですか」

　さっと僕から目を逸そらし、微妙に距離を取る。

「？　どうかしましたか？」

「いえ別に何でもありませんよ？　と、とにかく摩耶さん！　あんまり偽名は使わないようにしてくださいね」

　顔を覗のぞき込む僕から逃げるように、由良さんは体ごと摩耶の方へと向いた。ことさらに声を張り上げ話題を戻す。

　ついさっきと比べて、偽名を使うハードルが若じやつ干かん下がっているんですが。いったいどうしてなんでしょうか。

　だけどまあ、僕も名前に関して気になっていることがあった。

「それ、偽名についてなんですけど、ちょっと訊きいていいですか？」

「はい、何でしょう」

「偽名を使うのが悪いのは当然として、由良さんは鶴つるっぽい名前って部分も非難してたじゃないですか。それって意味あるんですか？」

　僕の場合もそうだったように、正体を連想させた方が、事がスムーズに進みそうな感じがするんだけど。

「それは……、その、ですね」

「単純に演出のためよ」

　由良さんが濁にごした言葉の先を、あっさりと摩耶がぶちまける。

「正体が鶴なんじゃないかなーって薄々感づかれながら恩返しされるのと、全く予想していない状態で知るのとでは、後者の方がインパクトが強いでしょ？　そういうのも含めて、全部計算尽くでやってるの」

「なるほど……。そこまで徹てつ底ていしてるのか」

　確かに前者では、どうしても「やっぱりな」という感じがあり、驚きと感動が薄れてしまう。イメージアップが目的なら、その差は致命的だろう。

　素直に感心する僕だったけど、

「あーやだやだ。何が感謝の気持ちなんだか」

　吐き捨てるように言って、摩ま耶やは面白くなさそうに鼻を鳴らす。由ゆ良らさんは反論したそうに口を開いてはみたものの、結局、声を発することなくぐっと唇を嚙かみ締しめる。

　摩耶の言葉は事実なのだろう。……だけど、もっと他に言い方がないものかな。

「あのさ、摩耶」

　咎とがめるとまではいかないまでも、由良さん──報ほう恩おん協きよう会かいのスタンスに反してばかりの彼女に、つい口出ししてしまう。

「摩耶はどうして、日本報恩協会に入ったんだ？　恩返しをするつもりがないんだったら、最初から所属しなかったらよかったんじゃ？」

「だから返すつもりはあるって何度も言ってるのに……。私は自分から協会に入ったわけじゃなくて、スカウトされたのよ」

　微妙に頰ほおを膨ふくらませながら、摩耶は僕へと顔を向けた。

「鶴つるは恩返しをする動物の象徴だって、由良が言ったでしょ。報恩協会は広告塔として鶴の擬ぎ人じんをずっと求めていて、私が人間に化けられるようになってすぐ、声をかけてきたの」

「それに乗ったってことは、協会の方針に賛同したんじゃないのか？」

「その頃の私はまだ、人間社会について右も左も分からない子供だったのよ。勧かん誘ゆうというより、保護の形に近かったわ」

「納得ずくで入ったわけじゃないってことか」

　協会としても鶴の擬人が駄目駄目なニートだなんて想定していなかっただろうし、お互いに不幸な出会いだったのかもしれないな。

「仕事しろってどんどんうるさくなってきたから、せっかく逃げ出したっていうのに……。そうだ！　ねえ由良、私がここにいるってどうして分かったの？」

　ぶつくさ呟つぶやいていた摩耶は、はっと顔を上げて由良さんを睨にらむ。

「さっきはうやむやで終わっちゃったけど、今度こそ聞かせてもらうからね」

「いいですよ。大和やまとさんに正体がバレている以上、隠す意味はありませんから」

　前に説明しかけていたときと同じく、由良さんはポケットからスマホを取り出す。

「あのですね、鳥類の愛好家は、日本中どこにでもいるんですよ。生息地以外でタンチョウが目もく撃げきされたら、話題になるに決まっているじゃないですか」

「げっ──、飛ぶところを見られてたってこと？」

「その通りです。目撃証言はネット上ですぐに拡散されますし、最終的にこの辺りで情報が途絶えたことから、当たりをつけました」

　画面を操作し、証拠として空を飛ぶ鶴つるの画像を表示させる。ううん、便利な時代になったものだ。

「それでも、この家に居るってことまでは簡単に特定できないはずでしょ」

「わたしもそう思っていたんですが、あっさり分かりましたよ。近くで聞き込みをしたら、このお宅に鶴を助けた方がいるって教えてもらえましたから」

「へっ？　何で？」

　きょとんとしながら、摩ま耶やがぱちくりと瞬まばたきする。その疑問に対する答えは、僕に心当たりがあった。

「町内の人は、たぶん全員知ってるはずだよ」

「だからどうしてよ!?　自慢話でもして回ったの？」

「違う違う。公園にトラバサミが仕掛けられてたって、回かい覧らん板ばんで注意したんだ」

　子供やペットはもちろんとして、大人でも挟まれたら普通に危険だしね。もし何か理由があって仕掛けていたのなら、持ち主に謝らないといけないし。

「なんなのその気き遣づかい!?　男子高校生の一人暮らしなんだから、もっと適当にしなさいよ！」

「いやいや、どうして怒られないといけないんだよ」

　僕は当たり前のことをしただけなので、完全に八つ当たりだ。摩耶は納得がいかなさそうに頰ほおを膨ふくらませていたが、それもさほど長続きせず、やがて脱力してぺたんとテーブルに体を預けた。

「せっかくリストにない家に来たのに、そんな理由で見つかるなんて……」

　長々と溜ため息いきを吐つきながら、小声で漏もらす。その独り言に反応し、由ゆ良らさんが軽く小首を傾かしげた。

「リスト？　何のリストですか？」

「何って、そんなの決まって──っ！」

　上体を倒したまま、無気力にぼそぼそと説明していた摩耶だったが、途中で唐突に喋しやべるのをやめた。大きく目を見開き、背筋までしゃんと伸ばす。

「摩耶さん？　どうかしましたか？」

「う、ううん、何でもないわよ？」

　そう言いながらも、摩耶は顔を顰しかめて舌打ち。

「リスト、リストだったわね、それはあれよ、ほら、えーっと、居い候そうろうするのに都合のよさそうな家を調べて、一覧として纏まとめたのがあるの？」

「老夫婦のお宅とか、そういうことですか？」

「そうそう！　そんな感じ」

　妙に早口だったり目を泳がせていたりと、摩耶は明らかに不ふ審しんな様子だったが、彼女の言動が適当なのはいつものことなんだろう。由ゆ良らさんは特に気にすることなく「知りませんでした」とあっさり納得し、

「──さて」

　改めて姿勢を正し、僕へと向き直る。追及されずにほっとしている摩ま耶やの姿が、僕からはバレバレだった。

「話が長くなりましてすみません。日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいについて、これで理解していただけたでしょうか」

「はい。まあ、大体は」

「何か分からないことがあれば、なんでも訊きいてください」

「……えっと、それじゃあ、一つ」

　僕も余計なことを考えている場合ではない。こんなことを訊いていいのか迷うが、絶対に確認しておかなくてはいけないことがあった。

「摩耶って本当に、鶴つるなんですか？」

　オブラートに包むことなく、直球でぶつける。

「いまさらそれ、訊いちゃう？」

「だって仕方がないだろ。摩耶がもっと鶴っぽかったら僕も疑わないけど、全っ然それらしくないんだから」

「あら失礼ね。私のどこが鶴らしくないって言うのよ？」

「容姿以外の全部だよ全部！」

　高貴な雰囲気が失われた今、その容姿ですら微妙な感じだし。

　鶴を助けたちょうどのタイミングだったので、僕もてっきりそうだと思い込んでいたけど、助けるところを目もく撃げきしていた摩耶が、鶴を騙かたっているだけという可能性もあるのだ。というか常識的に考えたら、それ以外はあり得ない。

　ただそうなると、由良さんも摩耶の共犯ということになってしまう。そうは思いたくないし、なにより僕一人を騙だますにしては大がかり過ぎる。なんだかんだ言ってほとんど信じてはいるのだけど、やっぱり何か確証が欲しかった。

　疑っていると隠すことなく告げたのだ。機嫌を損ねられるのを覚悟の上での質問だったが、

「すみません。信じられなくて当然ですよね」

　由良さんは憤ふん慨がいするどころか、逆に申し訳なさそうに眉まゆをハの字に落とした。

「……怒らないんですか？」

「正体を目撃する前に信じろという方が、無理な話ですから。ご迷惑をおかけしているのはこちらなのに、怒るだなんてとんでもありません」

　恐きよう縮しゆくしながら首を横に振り、溜ため息いき混じりに摩耶へと視線を送る。

「実際に見ていただくのが、一番手っ取り早いんですけど……」

「それは駄目よ」

　しかし摩ま耶やはその案を、考える素振りすら見せずに却下。

「私は鶴つるの姿を大和やまとに見せるつもりはないわ。正体を見られたら、この家から出て行かなくちゃいけないもの」

「……ですよね」

　自分に責任があるというのに、全く協力しようともしない。なのに由ゆ良らさんは素直に納得し、

「では、代わりにわたしが」

　こほん、と咳せき払ばらいして、軽く頭を振った。

　癖くせのある髪の毛が揺れ、ぴょんぴょん飛び跳ねる。二に箇か所しよほど大きく跳ねたところなど、頭を振るのをやめてもそのままで──

「んんっ？」

　いや、違う。

　三角形にピンと盛り上がる、頭部の二つの膨ふくらみ。それらは癖っ毛などではなく、いつの間にか別のものへと変化していた。

　ふさふさと毛に覆おおわれた、動物の耳へと。

「これで信じていただけますか？」

「は、はい……」

　真面目な表情の由良さんへ、生なま返へん事じを返す。

　僕の意識は完全に、その三角形の耳へと奪われてしまっていた。ぴくぴくと震ふるえるそれは、彼女にしっくりと馴な染じみ、この上なくよく似合っている。

「あ、あの、触って確かめてみても、いいですか……？」

　作り物だなんて微み塵じんも疑ってなどいないが、触れてみたいという欲求に抗あらがえなかった。ごくりと生なま唾つばを飲み込みながら訊たずねると、由良さんは僕のそんな思惑などまるで気付いていないのだろう、あっさりと頷うなずいてくれる。

「どうぞ。いいですよ」

「で、では失礼して」

　もう一度唾を飲み込み、少し気恥ずかしそうな彼女の耳へ、ゆっくりと手を伸ばし──

「おっ……おおっ…………!!」

　触れた瞬しゆん間かん、僕は思わず感嘆の声を漏もらした。

　実際に触れてみると、彼女の耳はとても柔らかかった。かといって柔らかすぎるというわけでもなく、ある程度の堅さと弾力があり、僕の手を適度に押し返そうとする。過去に触ったことのある、猫や犬の耳と同じような感触だった。

　かなり、触り心地がいい。

　付け耳などではないとすぐに分かったが、この感触を失うのが惜しく、手を離すことができない。時じ間かん稼かせぎとして彼女の頭を撫なでるようにして、耳が頭皮と地続きになっていることを確認していると、

「んっ……」

　顔を真っ赤にしながら目を瞑つむっていた由ゆ良らさんが、小さく吐と息いきを漏もらす。

　その声で彼女が全くの無防備であることに気付き、僕は、いけない誘惑に襲おそわれた。

　禁きん忌きに手を伸ばしたくなったのだ。

「……」

　一度そのことに気付いてしまっては、誘惑に逆らうのは不可能だった。駄目だ駄目だと良心が訴えるが、体は反応してくれない。そんな卑劣なことをされるとは夢にも思っていないだろう彼女の──

「──えいっ」

　耳の中へ、震ふるえる指を突っ込む。

「ひゃん──っ！」

　途端、それまでされるがままだった彼女の耳がぴくんと大きく飛び跳ね、僕の指を弾はじいた。由良さん自身も過敏に反応し、ぴんと反り返りそうなほど背筋を伸ばす。

「にゃっ、にゃにをするんですかっ！」

「ご、ごめんごめん！」

　ぱっちりと目を見開いた彼女に叱しかられ、はっと僕も正気を取り戻す。いかんいかん、なんてことをしてしまったんだ。

「み、耳の中は敏感なんです。急に触らないでください！」

「ごめんなさい。僕が悪かったです」

　犬や猫を触ったことのある人なら共感してもらえるんじゃないかと思う。動物の耳というのは、嫌がられると分かっていても指を突っ込みたくなってしまうものなのだ。

　はい。反省します。

「駄目なんですから。気を付けてくださいね」

　訴そ訟しよう沙ざ汰たになることも覚悟していたが、由良さんは慈じ悲ひ深ぶかく、「もう！」の一言で許してくれた。頰ほおを紅こう潮ちようさせたまま軽く俯うつむき、耳が生えていた辺りを両手で何度も何度も撫でる。

　次に僕と目を合わせたときには、もう耳は消えてしまっていた。

「噓うそではないと、これで理解していただけましたか？」

「それはもう。魂たましいで理解できました」

　厳密には摩ま耶やが鶴つるだという証拠は一切示されていないが、人間に化けた動物が実在するという証拠だけで、もう十分だった。

「由良さんは鶴じゃないんですね」

「はい。わたしはツシマヤマネコの擬ぎ人じんです」

　恩返しの対象ではないためか、由ゆ良らさんはあっさりと正体を教えてくれる。やっぱりネコ科の動物だったか。

「ヤマネコ……ですか。イリオモテヤマネコの仲間みたいな感じですかね」

　せっかく教えてくれたのだけれど、どんな姿なのかあいにく思い浮かばない。似ているメジャーな生物の名前を挙げると、

「……は？　今、何と？」

　由良さんはぴくりと頰ほおを引ひき攣つらせた。

「え？　だからイリオモ──」

「ツ、シ、マ、ヤ、マ、ネ、コ、です」

　聞き返しておきながら、彼女は僕を遮さえぎって喋しやべり始める。それほど声を張っているというわけでもないのに、その声は有無を言わせない響ひびきに満ちあふれていた。

「日本では古来から、ヤマネコといえばツシマヤマネコだったんです。それなのに近年になって急にしゃしゃり出てきて！　今ではもうイリオモテ一色みたいな風潮じゃないですか！　何なんですかいったい！」

「お、落ち着いて、」

「落ち着いてなんていられませんよ！　種の尊厳に関わる問題なんです！」

　完全に火が付いてしまったらしく、由良さんは僕の言葉に耳を貸そうとしない。しまったはずの耳が再びピンと立ち、瞳どう孔こうが縦に細長く伸び──正まさしく猫の目になる。ざわざわと逆立った茶色い髪がところどころ白や黒に染まり、虎とら柄がらの縞しま模も様ようへと変わっていく。

　鋭するどい犬けん歯しを剝むき出しにしてぐるぐると凶暴に唸うなり、

「だから落ち着きなさいって」

「ふにゃっ！」

　その背後から、がばりと摩ま耶やが抱き付いた。

「やっ、やめっ──！　にゃにゃああああんっ！」

「あんたはもう、すぐカッとなるんだから」

　背中にぴたりと密着し、由良さんの全身をまさぐる。じたばたと暴れはするものの、小柄な彼女では束縛から逃れるのは不可能だった。にまにまとこの上なく楽しそうな摩耶の手は、やがてシャツの内側や胸元にまで迫り──

「って何やってんだよ！」

　啞あ然ぜんとしていた僕もやっと我に返り、慌あわてて止めに入る。

「何って、セクハラだけど？」

「だけど？　じゃないよ！　堂々と言うな！」

　不思議そうな顔をする場面じゃないぞ。手を動かすことこそやめたものの、まだ由良さんを抱き締めっぱなしだし。
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「言うわよ。だって意味もなくセクハラしたわけじゃないもの」

　じろりと睨にらみつけるが、しかし摩ま耶やはそれでも平然と、僕の注意を受け流す。

「ほら、由ゆ良らももう、落ち着いてるでしょ」

「あ……、ほんとだ」

　言われてみれば確かに。耳こそ生えたままだったが、由良さんの髪の色や瞳どう孔こうは元に戻っていた。その耳も鋭するどく天を突いていたのが、ぺたんと元気なく萎しおれてしまっている。

「いつもは冷静な癖くせして、由良はイリオモテヤマネコの話題になると、すぐ興奮して我を忘れちゃうのよね」

「うう……、すみません」

「根が怒りっぽいわけじゃないから、一いつ旦たん気を逸そらしてやればすぐに落ち着くんだけど。そうするために、私は嫌々セクハラしたのよ」

　噓うそつけ。絶対喜々としてやってただろ。

「もっと他に方法はないのか？」

「気を逸らせられるなら何だっていいんだけど、由良はこういうことに耐性がないから、セクハラするのが一番簡単なの。相手の弱点を突くのは基本でしょ」

「いやいや、それはそうかもしれないけどさ」

　緊急事態ならともかく、弱点だって分かってるならやめてやれよ。

　僕としてはどこか釈然としない気分になってしまうが、

「……悪いのはわたしですので。お気になさらず」

　悄しよう然ぜんとした様子で、由ゆ良らさんは反論もせずに受け入れていた。

「あ、だからって大和やまとがセクハラするのは駄目よ？　それは犯罪だからね」

「言われなくてもしないよ！　……しないよっ！」

　そんなつもりなど更さら々さらないのに、その由良さんと目が合うと、勝手に顔が赤くなってしまう。彼女が赤面しているのはセクハラされた影響なんだろうけど、動揺するなという方が無理な話だし。

　気恥ずかしさはどんどん膨ふくらむ一方で、

「は、話を戻しましょう！」

　空気を変えるため、僕は必要以上に声を張った。

「えっと、摩ま耶やは本当に鶴つるで、摩耶と由良さんは、二人とも、日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいというところに所属している、と。それで──」

　……それで？

「ん？　由良さんは結局、どうしてここに来たんでしたっけ？」

　肝かん心じん要かなめのその話を、まだ聞かされていなかった気がする。

「摩耶を引き取ってくれるなら、僕としては非常にありがたいんですけど」

「またまた、心にもないことを言っちゃってー」

「本心だよ本心！　心の底からそう思ってるんだ！」

「いいからいいから。素直になりなさいよ」

　摩耶が鶴だろうと人間だろうと、僕にとってはどうでもいいことだ。この機会に是非とも追い出しておきたいのだけれど、摩耶はへらへらと笑ってまともに相手をしようとしない。

　こいつはいったいどうやったら出て行ってくれるんだろう。説得の言葉が思い浮かばず、ぐぬぬと唸うなっていると、

「ご安心ください、大和さん」

　僕と摩耶のやりとりを黙って見ていた由良さんが、盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「今までご迷惑をおかけして申し訳ありません。摩耶さんはわたしが責任を持って連れて帰りますので」

　よろよろと摩耶の抱き付きから逃れ、きっちり僕へと頭を下げる。いつの間にか猫耳は消え去っており、スーツを着こなすしっかり者の印象が復活していた。

「ほ、本当ですか!?」

「はい。そのために、わたしは摩耶さんを探していたんです」

　任せろとばかりに、どんと胸を叩たたく。頼もしい言葉に僕は瞳ひとみを輝かがやかせるが、

「はあっ？　どういうことよ？」

　ふざけるなと言いたげに、摩ま耶やはぎろりと目つきを鋭するどくした。

「恩返しをしてくるって置き手紙を残して、摩耶さんが協会の宿舎を突然出て行ったじゃないですか。一刻も早く連れ戻してくれって、会長に頼まれたんです」

「だから何なのよそれ!?　私のことを全然信用してないじゃない！」

「それはまあ……仕方がないんじゃないかと思いますよ？」

　怒りに声を張り上げるが、由ゆ良らさんは呆あきれたように苦笑を返す。

「摩耶さんはここ一年くらい、ずっとだらだらしてばっかりだったじゃないですか。実際心配した通りに、助けてくれた方へご迷惑をおかけしていたわけですし」

「うっ……」

　これ以上ないほどの、真っ当な正論である。さすがの摩耶も理不尽な難なん癖くせをつけられなかったらしく、前のめりだった体を少しだけ引く。

「今の摩耶さんは動物のイメージアップに貢こう献けんするどころか、マイナスの効果しかありません。日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいの理念に反しているんですから、放っておけるはずがありませんよ」

「そうだそうだ！」

　ここぞとばかりに、僕も便乗して応援。

「さあ摩耶さん、一緒に帰りましょう」

　厳しく責めるのではなく、優しく微笑ほほえみながら由良さんは手を差し出す。関係ない僕がその手を取りたくなるほどの慈じ悲ひのオーラを漂わせていたが、

「嫌よ」

　非常に残念なことに、予想通り摩耶はきっぱりと拒絶する。

「私はもう、あそこに戻るつもりはないわ」

「えっ……？　それはどういう──」

「第一、私はまだ大和やまとに恩返しをしてないのよ。なのにこの家を出て行ったら、鶴つるが恩知らずな生き物だと思われちゃうじゃない」

「それは……、確かに」

　一見すると正しそうな反論に、由良さんも理解を示してしまった。

「待って待って、摩耶に恩返しをする気がないからこうなってるわけで、前提がそもそもおかしいから！」

　このまま説得されてしまってはたまらない。慌あわてて横から口を挟むが、

「これは私と由良──動物側の大事な問題なの。人間である大和は黙ってて」

「……そうですね」

　一見すると正しそうな理論で釘を刺され、しかも由良さんはまた騙だまされてしまう。神妙な顔つきをしてるけど、笑いを堪こらえるように摩耶の口角がひくついているの、僕は見逃していないからな！

「今の私が鶴つるのイメージダウンの原因になっていることは認めるわ。でもね由ゆ良ら、考え方を変えれば、これはチャンスでもあるのよ？」

「マイナスになっているのに、ですか？」

「だからこそ、よ。不良が気まぐれにちょっといいことをすると、過剰に賞賛されるでしょ？　それと同じで、私の評価が地の底に落ちてから恩返しをすることによって、『やっぱりいいやつだったんだな』って勘違いさせて、普通に恩返しするより、評価を底上げすることが可能なのよ」

　いやいや色々とおかしいから。僕にその企みを聞かせている時点で失敗だし。

「……なるほど」

　由良さんも納得しないでください。

　約束を守って口出ししたいのを我慢しているのだけれど、話がどんどんよくない方向へ進んでいる気がする。

　もう黙っているわけにはいかない。摩ま耶やに受け流されないよう深呼吸して気合いを入れ、

「──大和やまとさん、」

　その呼吸の差で、由良さんに先手を取られてしまう。

「もうしばらく、摩耶さんに時間をいただけないでしょうか」

「え、いや、それは──」

「摩耶さんがきちんと恩返しをするよう、わたしも協力しますから！　お願いします！」

「だからね、その……」

　ど、どうしよう。

　摩耶が出て行ってくれるのが、僕にとって一番の恩返しなのだ。だけどそれは摩耶だけでなく日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいの意義そのものを否定しているようで、由良さんを傷付けてしまいそうな気がした。

　どう説明したものか、頭を悩ませていると、

「大丈夫よ。由良」

　またまた発言の機会を、向こうに奪われてしまう。

「あんたが来る前に、ちょうどそんな話をしてたんだけど、大和は私が時間をかけて恩返しをするの、認めてくれたから」

「えっ、そうなんですか？」

「ええ。何日でも泊まっていいって言ってくれたのよ」

　にやりと邪悪に微笑ほほえむ摩耶。由良さんからはきらきらと純粋に輝かがやく瞳ひとみを向けられ、

「……う、うん」

　反論することなど、僕にできるはずがなかった。無理無理。期待を裏切るなんて絶対無理。はっきりと肯定するのではなく、曖あい昧まいに頷うなずくことだけが精一杯の抵抗だ。

　悲しいことにその抵抗は、自己満足にすらなってくれないのだけれど。

「じゃあそういうことで！」

　僕の気が変わるのを防ぐように、話は終わったとばかりに摩ま耶やが胸の前で手を合わせる。パンッという乾いた音が、部屋に大きく響ひびいた。

「これからもお世話になるわね、大和やまと」

「……ああ。しばらくの間な」

　にやにやと勝ち誇ったように笑う彼女へ、僕も負けじと歯を食いしばり、笑みの形を作る。

　絶対に追い出してやるぞと、決意を新たにするのだった。
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　餅もちは餅屋ということわざがある。

　餅は自分で作るよりも、餅屋さんが作ったものの方が美味おいしい。つまりはどんなことでもそれぞれ専門家がいて、素人しろうとでは敵かなわない。だから彼らに任せた方がいい、という意味だ。

　その理論からすると、僕が摩ま耶やに言い負かされてしまったことも、仕方のないことなのかもしれない。

　僕はただの高校生であり、動物の専門家ではない。ペットとして犬や猫などを飼ったことすらなく、完全に素人である。そんな僕が摩耶──絶滅危き惧ぐ種しゆであるタンチョウを相手にするなど、土台から無理な話だったのだ。

　たぶん。きっと。

　摩耶は人間に化けており、言葉が通じるというのは些さ細さいな問題である。そのことに着目すると、純粋に僕が口論で負けたことになってしまうので、気付かなかったことにする。

　とにかく、僕では摩耶を説得できなくて当然なのだ。

　しかし。

　相手が同じ絶滅危惧種の動物なら、その前提は覆くつがえる。ツシマヤマネコの擬ぎ人じんである由ゆ良らさんなら、摩耶を僕の家から追い出すことが可能なはずだ。

　今日、登校する僕と入れ替わりに、由良さんは朝から家へとやってきた。摩耶が一刻も早く恩返しをするよう、改心させてみせますと約束してくれたのだ。

　真面目な由良さんのことだ。おそらくは一日中、摩耶を説教し続けたことだろう。ニート気質である摩耶がそう簡単に心変わりするとは思えないが、うんざりして説教から逃れるために出て行ってくれる可能性は十分にあり得る。

　もしかしたら、もう決着がついているかもしれない。そうなったらいいなという期待は時間の経過と共にどんどん膨ふくらみ、放課後を迎えるころには確信にまで成長していた。寄り道することなく、浮かれ気分で家へと帰り──

「ふふっ、また私の勝ちね」

　居間で僕を迎えてくれたのは、摩耶の高らかな勝利宣言だった。

「ううう……そんなぁ……」

「いい加減諦あきらめて、出直してきたら？」

　悔しげに唇を嚙かむ由良さんと、得意げに胸を反らす摩耶。僕がいない間、二人が何をしていて、その結果どうなったのかが一目で明らかな状況だ。けれど僕の脳は目の前の光景を現実として受け入れることを拒絶し、声も出せずに立ち尽くしていると、

「あ、大和やまと。お帰り」

　余裕たっぷりな摩耶が先に僕に気付き、にんまりと笑みを浮かべた。

「今日の晩ご飯、オムライスにしてよ」

　居い候そうろうの分際で、微み塵じんも遠えん慮りよすることなく要求してくる。それは今日中に出て行くことはないという宣言に他ならなかった。

「……お帰りなさい。大和やまとさん」

　がっくりと肩を落としていた由ゆ良らさんも、遅ればせながら僕へと顔を向け、

「見ていてください！　次こそはわたしが勝ちますから！」

　挫くじけることなく、力強く意思表明してくれる。

　鼻息荒く、瞳ひとみはやる気に充ち満ちている。気合い十分な彼女の視線を受け、

「由良さんは摩ま耶やとは違うって、信じてたのに……!!」

　僕は根元から、ぽっきりと心が折られてしまった。その場で崩れ落ち、両手と膝ひざをつく。

　摩耶を説得できなかったことで、彼女に失望したわけではない。あいつがどれだけ怠たい惰だなのかは僕もよく分かっている。たった一日で結果を出せという方が無理な話だ。

　僕がショックを受けたのは、それ以前の問題というか。

「大和さん……？」

　きょとんと小首を傾かしげる由良さん。彼女はその手に、しっかりとゲームのコントローラーを握り締めていたのだ。

　摩耶と二人、テレビの前に並んで。

　言うまでもなく、摩耶もコントローラーを手にしている。二人は一緒にゲームで遊んでいる真っ最中だった。

　遊ぶななんて言うつもりはないし、そんなことを言える筋合いでもないけれど。

　摩耶を改心させてくれるんじゃなかったんですか。

「がっかりだよもう……」

　信じた僕が馬鹿だったのか。裏切られた悲しみに、さめざめと涙を流していると、

「あ──っ！　こ、これはその、違うんですよ？」

　打ちのめされた僕の様子に何かを察したらしく、由良さんがわたわたとコントローラーを後ろ手に隠す。

「あのですね、これは遊んでいたわけではなくて、」

「そうそう。その通りよ」

　慌あわてて釈明しようとするのを、するりと横から摩耶が引き継ぐ。

「勘違いしちゃ駄目よ。私がゲームしてたら由良が物欲しそうな目で見てきたとか、ちょっとだけと言いつつほぼ一日中遊んでたとか、こうやってだらだら過ごすのも悪くないとまで言い出したとか、そんなことは全然ないんだから」

「ちょっ、ちょっと摩耶さん！　変な言い方しないでください！」

「なによ？　噓うそはついてないでしょ」

「それはそうですけどっ！」

　がしがしと頭を搔かきむしりながら、由良さんは猛抗議。

「あーもう！　大和やまとさん、本当に違うんですからね？」

「はい。大丈夫、分かってます」

　必死に訴える彼女へ、僕は温かい視線を送った。

「大和さん……っ！」

「由ゆ良らさんにも、たまには息抜きが必要だったんですよね」

「って全然分かってないじゃないですか!!」

　諦あきらめの境地に至ると、全てが許せる気分になるようだ。常日頃から苦労が溜たまっているのだろうと優しく慈いつくしむのだが、由良さんはぷっくりと頰ほおを膨ふくらませて不満をアピールする。

「わたしは遊んでいたのではなく、摩ま耶やさんと勝負していたんです！」

「はい。たとえゲームであっても、真剣にやらなくちゃ駄目ですもんね」

「だからそうじゃなくてっ！」

　激しく地じ団だん駄だを踏ふみ、ぴょこんと耳まで生やす。

「ゲームでわたしが勝ったら、大和さんにきちんと恩返しをするって、摩耶さんが約束してくれたんですっ！」

　声を荒げ、大きく肩で息をしながら彼女は主張。その段になって、僕はようやく自分が誤解していることに気付くことができた。

「……あ、なるほど。そういうことだったんですか」

　由良さんが摩耶の同類というのは、どうやら僕の早合点だったらしい。

　彼女はちゃんと、約束通り行動してくれていたのだ。勘違いさせるような言い方をした犯人をじろりと見み遣やると、摩耶は素そ知しらぬ顔で口笛を吹いていた。

　やっぱりわざとか。あいつめ。

「事情は理解できました。ごめんなさい、疑ってしまって」

「いえいえ、誤解が解けたのならよかったです」

　ぺこりと頭を下げると、由良さんはほっと安あん堵どの息を吐く。

「気にしないでください。悪いのは摩耶さんですから」

「ですね」

「ちょっとちょっと、私のせいにしないでよ！」

　互いに頷うなずき、朗らかに笑い合う。なにやら摩耶が抗議していたようだが、そんなの無視だ。

「でもすみません。頑張ったんですが、まだ一回も勝てていないんです」

「それはまあ、仕方がないんじゃないですか？」

　いつも遊んでばかりの摩耶と、真面目に活動する由良さん。どちらに有利な条件なのかは明白だった。

「だけど、どうしてそんな勝負をすることになったんですか？」

　なにも相手の土ど俵ひようで戦わなくてもいいのに。口くち車ぐるまに乗せられてしまったのかと横目で摩耶を睨にらむが、

「あら。私は親切に提案してあげただけよ」

　彼女はまるで悪びれることなく、やれやれと肩を竦すくめる。

「由ゆ良らの話って、二言目にはやれ『同じ境遇の仲間のために』だの『ご迷惑をかけてはいけません』だの、口うるさいだけで全然面白くないんだもの」

「説教って普通、面白いもんじゃないだろ」

「普通ねえ？　確かに正論かもしれないけど、この私がそんな平凡なやり方で説得できるわけがないでしょ」

「うっ……、それはそう、かも、しれないけど……」

　摩ま耶やが正論の通じる相手なら、最初からこんなことにはなっていない。悔しいけど納得してしまった。

　だけど、決して胸を張って言えるようなことではないはずだ。

「摩耶さんはイレギュラー過ぎるんですよ」

　溜ため息いき混じりに由良さんが漏らす。

「報ほう恩おん協きよう会かいに所属する擬ぎ人じんはそもそも、家主の好感度を上げるよう頑張るのが当たり前なんです。長い時間を一緒に過ごし、別れ際に出て行かないでくれと言われることはあっても、早く出て行けと言われた例なんて、今まで聞いたことがありません」

「まあそうでしょうね」

　恩返しする気のない摩耶の存在そのものが、日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいの方針からしてあり得ないものなのだろう。本人はちゃんとやる気があると自己申告しているのが、また余計たちが悪い。

　……なんか、摩耶を説得するなんて不可能に思えてきたな。

「時間をかけずに恩を返した前例ってないんですか？」

「ありますよ。『鷲わしの卵』や『蟹かにの恩返し』、『山やま鳥どりの恩返し』など、昔話に残っている事例だと、むしろその方が多いですね」

「おっ、いいじゃないですか！」

　よし！　それならばと希望を見いだすも、由良さんはもう一度小さく溜息を吐ついた。

「ただしそういう場合は、助けてくれた人間の方が何か困っていたりするんですよ。その問題を解決することで、恩を返すというパターンになります」

　ばつの悪そうな顔で、上うわ目め遣づかいに僕を見み遣やる。

「大和さんが現在、お困りなのは──」

「摩耶についてですね」

「……ですよね」

　間かん髪はつ入れずに即答すると、彼女はがっくりと肩を落とした。可哀かわい想そうだけど、紛まぎれもない事実だから仕方がない。

　姉さんと滅多に会えないというのは深刻な問題ではあるが、こっちは他人が解決できるようなことではないし。

　だけど、まあ。

「由ゆ良らさんがゲームで勝負してたの、納得できましたよ」

　助けた人間が問題を抱えていて、擬ぎ人じんがそれを解決出来る手段を持っている。そんな非常に都合のいい状況でなければ、動物の恩返しは基本、時間をかけて行うことになる。

　つまりはどうにかして、摩ま耶やをその気にさせるしかないのだ。

「僕がゲームで勝っても、その賭かけは有効なのか？」

　由良さんに丸投げするのではなく、自分の手で勝ち取ってやる。にやりと挑発するように笑ってみせると、摩耶も同じく白い歯を見せ、

「一回勝負してみて、その結果次第で考えるわ」

　不敵な笑みを浮かべながら、堅けん実じつに言い放つ。

「そこは素直に乗っとけよ」

「イヤよ。絶対に負けない自信があるからこそ、由良と賭けをしたんだもの」

「割と最悪だな、おい」

　これでちゃんと恩返しをするつもりがあるだなんて、どの面下げて言ってるんだこいつは。

　摩耶のたちの悪さを再認識させられる。だけど、プラスの収穫がなかったわけでもない。

「じゃあその条件でいいから、とりあえず勝負してみようか」

　僕との勝負に慎重になるということは、負けたときはきちんと約束を守るつもりがあるのだろう。もし僕とは賭けをしてくれなかったとしても、由良さんが勝てるようサポートしてやればいい。

　前向きに気持ちを切り替え、僕は力みながらコントローラーを手に取った。
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「ああっ……また駄目だった……」

　もう何度目になるだろうか。優に半周以上の差を付けキノコの乗ったバイクがゴールするのを見て、僕は目の前が真っ暗になった。

　あれから数時間後。

　勝負するに値あたいすると認められた僕は、由良さんと二人、交代しながら摩耶へと挑んでいた。

　摩耶が選んだゲームは、髭ひげの中年男性や異い形ぎようの怪物が登場キャラの大半を占めることでお馴な染じみのカートレース。間に夕食を挟み、完全に日が落ちてからも勝負を続けたというのに、結果は無様なものだった。

「どうして勝てないんだよ……」

　かなりの回数やったのだから、一回くらいまぐれが起きてくれてもいいのに。うつろな目で天井を見上げると、

「ま、実力の差ってやつね」

　ふふんと得意げに鼻を鳴らし、摩ま耶やがにんまりと笑む。

「少しは手加減してくれてもいいだろ」

「ダメよ。手を抜いたらもう、そんなの真剣勝負じゃないもの」

　つい弱音を吐いてしまうが、やはり甘えは通じない。

「もうちょっと歯応えが欲しいとは、正直思うけどね。でもまあザコ相手に無む双そうするのは、それはそれで楽しいし」

「ううう……」

　完全にこちらを見下した発言をされてしまうが、全戦全敗なだけに反論できない。

　こんな結果になったのは、摩耶が上手いというより僕らが下手くそなのだろう。テレビゲームをやるのが初めてな由ゆ良らさんはもちろんのこと、姉さんがあまりゲームをやる人ではなかったため、必然的に僕も得意ではないのだ。

「いつか必ず勝ってやるからな！」

　それでも挫くじけず繰り返していれば、きっと摩耶の集中が途切れるチャンスがやってくるに違いない。二対一という条件を有効に活用すべく、由良さんと操作を交代しようとすると、

「……くぅ」

　さっきから静かだった彼女は、こくりこくりと船をこいでいた。

「あら、もうお眠ねむの時間ね」

「そう……なのか？」

　摩耶につられて壁の時計に目を向けるが、時刻はまだ九時過ぎ。小学生でも眠くなるには早そうな時間だ。それにネコ科の動物って、夜行性なイメージがあったんだけど。

「ツシマヤマネコって、夜は行動しないの？」

「どうだったかしら。どちらにしろ人間の姿に化けてるときは、生態も人間寄りになっちゃうものなのよ。私や由良なんかは、元の姿よりも擬ぎ人じんになってから過ごした年月の方が、圧倒的に長いしね」

「ふーん」

　そういうものなのか。感心しながら由良さんを眺めていると、幸せそうに寝息を立てていた彼女は、がくんと大きく首を揺らした。その衝しよう撃げきで目を覚ましたのか、うっすらと重たげに瞼まぶたを上げる。

「んんん……」

　とろんと目を半開きにしたまま、顔を洗うようにごしごし擦こする。いかにも猫っぽい仕草で、とても可愛らしかった。

「ふぁぁ……。あ……あれっ……？」

　軽く伸びをしてやっと意識を覚かく醒せいさせた彼女は、僕と摩ま耶やの視線を集めていることに気付き、顔を真っ赤に染めた。

「す、すみませんっ！　勝手に寝てしまって！」

「ううん、いいよいいよ」

　断りもなく寝顔を眺めていたのだから、謝るのはむしろこっちの方だ。

「勝負はどうなりましたか？」

「相変わらずです。今日はもう、お開きにしますか」

「ですが──ぁぁう、……はい」

　胸の前で小さな拳こぶしを握り、まだやれるとアピールしようとした由ゆ良らさんだったが、反論の言葉は自らのあくびでかき消されてしまった。こんな状態では勝負しても無駄だと認めたのだろう、無念そうに肩を落とす。

「……お役に立てず、重ね重ねすみません」

「だからいいですって。僕も一回も勝ててないわけですし」

　悪いのは彼女ではなく摩耶なのだから、そんなに謝られるとこっちが困ってしまう。落ち込む由良さんをどうフォローしたものか悩んでいると、

「そうそう。弱いのは二人ともなんだから、気にする必要はないわよ。つまり私が強すぎるのが悪いのかもしれないわね」

　横から摩耶が、また要らないことを言いやがる。

「摩耶が悪いってところだけは同意しておく」

「そうです。誰だれのせいで大和やまとさんにご迷惑をおかけしていると思っているんですか」

　二人して冷たい視線を送るが、摩耶はまるで反省する素振りを見せず、コンピューターを相手にゲームを再開する。

「あっ！　もう練習なんてしなくていいじゃないですか！」

「イヤよ。勝ち続けてる限り、私はこの自じ堕だ落らくな生活を送れるんだもの」

「そんな恥ずかしいことを堂々と言わないでください！」

　どこまでも図々しく、ふてぶてしいやつだ。……だけどおかげで、由良さんは自分を責めるのを忘れてくれたらしい。その点だけは感謝しておこう。

　に、しても──

「由良さんって、人間の姿に化けられるようになってから、どれくらい経たつんですか？」

　本性がネコというのが信じられないくらい、彼女は真面目だ。摩耶との対比で余計にそう思えるというのもあるが、それを抜きにしてもかなりのものだろう。だけど本来、動物はもっと自由奔ほん放ぽうなイメージがあった。

「わたしですか？　今年でもう、十一年になります」

「そう……、なんですか」

　自分で訊きいておいてなんだけど、長いのか短いのかいまいち判断が付かない。僕の微妙な反応に、由ゆ良らさんは気を利きかせ、情報を付け加えてくれる。

「生まれて一年くらいで化けられるようになったので、大半の時間を人間の姿で過ごしていることになりますね」

「……なるほど」

　だったら人間っぽいのも納得──

「ってえええええええええっ！」

　しかけた僕は、とんでもない事実に気付いて愕がく然ぜんとした。

「ちょ、ちょっと待ってください！　てことは由良さんはまだ、十二歳くらいなんですか？」

「はい。そうですけど？」

「いやいやいや、そうですけどって……。つまりはまだ、子供だってことじゃないですか」

　まさか見た目通りの年ねん齢れいだったなんて。そんな由良さんを働かせているってことで、日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいへも不信を抱いてしまう。

「こ、子供ではありませんっ！」

　僕の率直な感想に、しかし本人は憤ふん慨がいしながら真っ向から否定。

「幼く見えるのは、──その、否定しませんが、これでも立派な大人なんです！」

「そうよ。十二歳は十二歳でも、ツシマヤマネコの十二歳なんだから」

　その由良さんの頭をぽんぽんと撫なで、言葉とは裏腹に、あからさまに子供扱いしながら摩ま耶やも同意する。

「人間の年齢に換算したら、かなり歳いってるのよ。おばちゃん──おばあちゃんって呼んだ方がいいくらいね。老ろう婆ばよ老婆」

「ろ、老婆って……」

　そんな言い方はさすがにどうなんだろうと僕は思ったのだが、

「はい。その通りです」

　先程とは違い、由良さんは怒ることなく平然と認める。

「そもそもツシマヤマネコの寿命は、野生環境では十年程度ですから。それを考えると、立派な老婆だと言えるでしょう」

「そ、そうなんですか？」

「はい。わたしがもし元の姿のまま野生で暮らしていたとしたら、きっと子や孫が生まれていたことでしょうし」

　あり得たかも知れない家族に囲まれた光景を想像してか、彼女はうっとりと目を細める。

　圧倒的に多くの時間を人間の姿で過ごしているのだから、人間の年齢に換算してもそんなに変わらないような気がするのだけど、本人が納得しているのだからそれでいい──のか？

　どこか釈然としないものを感じながらも、そんなものかと僕が受け入れていると、

「──ま、実際には孫がいるどころか、子供を作る相手すらいないんだけどね」

　軽く肩を竦すくめながら、摩ま耶やが水を差す。

「い、いいんです。代わりにツシマヤマネコという種自体が、わたしの子供みたいなものですから」

「はいはい。うん、そうよね」

「本気でそう思っているんです！　負け惜しみみたいな感じにするのはやめてくださいっ！」

　さすがに腹に据えかねたらしく、由ゆ良らさんは声を震ふるわせる。対して摩耶は鷹おう揚ように頷うなずき、慈じ愛あいの笑みを浮かべた。

「分かってるって。そういうことにしておいてあげる」

「ですから！」

　からかっているのは明らかだったが、軽く受け流すには由良さんは真面目過ぎた。髪の毛を逆立てて猛抗議するがやっぱり迫力はなく、逆に摩耶を喜ばせていることにも気付いていない様子だ。

「なあ摩耶、」

　このまま眺めていたい欲求をぐっと堪え、助け船を出す。

「摩耶はいったいいくつなんだ？」

「私？　私はもうすぐ十六よ」

　最初に予想していたように、僕と同い年だ。やっぱり由良さんよりも年上だったか。

「ってことは、由良さんを老婆呼ばわりしてたけど、自分の方がよっぽど年寄りじゃないか」

　そういう扱いをされることを、多分こいつは嫌うだろう。それくらいにしておけと戒めの意味を込めて言ってやるのだが、

「あら。違うわよ」

　しかし予想に反し、摩耶は僕の指摘を真っ向から否定する。

「鶴つるは千年亀は万年って言うでしょ。寿命が千年あるうちの十六歳なんだから、むしろ幼女と呼ぶのが相応ふさわしいんじゃないかしら？」

「それは喩たとえであって、実際に千年生きるってわけじゃないだろ」

「生きる生きる。それくらい余裕で生きるわよ」

　どうしてこう、堂々と噓うそをつけるんだろう。呆あきれを通り越し、少しだけ感心してしまった。

「摩耶くらい面の皮が厚かったら、確かに長生きできそうだな……」

「実際にすると思いますよ」

　しみじみと呟つぶやくと、眠気がぶり返してきたらしい由良さんが、あくびを嚙かみ殺しながら同意する。

「やっぱり？　憎まれっ子世にはばかるって言いますもんね」

「あ、いえ、そういう意味ではなくて。摩ま耶やさんもわたしも、人間の姿に化けられるようになった時点で、いわゆる妖怪になったようなものですから。千年はさすがにどうか分かりませんが、百年以上生きている擬ぎ人じんはそれほど珍しくないんですよ」

「……なるほど」

　猫ねこ又またとか、そういった分類になるのかな。だったら長生きしそうなイメージがある。

「ふふん、納得したようね」

「いや、だからって幼女ってことにはならないから。もし幼女だったとしても、だからどうしたって話だし」

　ニートには変わりがないのだから、扱いを変えるつもりはない。

「なに言ってるのよ。幼女は可愛いのが仕事なんだから、今みたいにだらだら遊んで暮らすのが正しいってことになるでしょ」

「ならねえよ」

　冷ややかな目で見み遣やるが、摩耶はまるで気にすることなく得意げに胸を張る。

　うん。これは相手にするだけ無駄だな。

「そうそう、今日はもう、お開きにするんでしたね」

　ごしごしと目元を擦こする由ゆ良らさんに体ごと顔を向け、話を戻す。

「ちょっと！　無視しないでよ！」

「遅くまでお疲れさまでした。また明日頑張りましょう」

　ニートの戯言たわごとなど聞き流し、僕は由良さんと、今後の対策について検討するのだった。
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　家の外に出ると、辺りはもうすっかり暗くなっていた。

　いくら本人が大人だと主張しているとはいえ、こんな時間に十二歳の少女を一人で帰すわけにはいかない。この街にある日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいの支部で寝泊まりさせてもらっているという由良さんを、僕は駅まで送ることにした。

「すみません、わざわざありがとうございます」

「いえいえ、気にしないでください」

　恐きよう縮しゆくする彼女に、摩耶もこうだったらとついつい思ってしまう。

「この辺は基本的に治安は悪くないんですけど、最近たまに、危ない運転をする車が目もく撃げきされてるんですよ。万が一にでも、絡まれたりしたら大変ですからね」

　回かい覧らん板ばん情報によると、春に引っ越して来た大学生なんじゃないかと予想されていた。そんな状況なのもあって、送るのは当然だった。

「重ね重ねすみません……。本来とは逆に、ご迷惑をかけてばかりで」

「だからいいですって。何度でも言いますけど、悪いのは摩ま耶やのやつなんですから」

「……摩耶さん、ですか」

　申し訳なさそうにしていた由ゆ良らさんの表情が、更に曇くもる。

「彼女も、以前はやる気があったんですけど……」

「へっ？　あいつがですか？」

　意外すぎる言葉に自分の耳を疑う。思わず立ち止まってしまうと、

「はい。あの摩耶さんが、です」

　由良さんも同じく足を止め、はあと大きく溜ため息いきを吐つく。

「もう八年ほど前になるでしょうか。わたしが日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいに加わったとき、摩耶さんはすでに協会に所属していたんです。人間社会に溶け込むため、まずは一般常識について学習するところから始めたんですが、それをわたしに教えてくれたのが摩耶さんでした」

「冗談……ですよね？」

「いえ。信じられないのも無理はありませんが、本当です」

　摩耶と一般常識。これほど結びつかない言葉もないだろうに。

「彼女は教師役を務める傍かたわら、恩返しをする方法について、誰だれよりも熱心に、精力的に学んでいました。どうすれば人間は喜ぶのかとか、過去の事例についてなどですね。家事に関する事柄は苦手にしていましたけど……、代わりに『鶴つるの織おり物もの』を織る練習に熱中するあまり、羽がぼろぼろになってドクターストップがかかったくらいなんですよ」

「……想像できません」

　今のあいつとは、全くの別人じゃないか。

「何がどうなったら、それがニートになっちゃうんですか？」

「わたしにも分かりません」

　眉まゆをハの字に下げ、由良さんは疲れたように首を横に振る。

「一年くらい前──そろそろ実際に恩返しをしようって段階になって、急にやる気をなくしてしまったんです。恩返しのために外へ出かけるどころか、教師役も辞め、何もせずだらだらと過ごすようになってしまいました」

　あ、僕の知ってる摩耶だ。

「何回理由を訊きいても誤ご魔ま化かされてばかりで……。何があったのか、わたしが知りたいくらいです」

「うーん、そうなんですか……」

　腕組みして考えてみるが、由良さんに分からないことが僕に分かるわけがない。気の利きいた言葉の一つもかけられずにいると、

「はあ……。本当に、いったいどうして──」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、彼女は止まっていた足を再び駅へと向けた。俯うつむきがちなその表情は、暗く落ち込んでいる。

「ゆ、由ゆ良らさんも実際に、恩返しをしてたりするんですかっ？」

　そんな顔をさせては駄目だと、僕はことさら明るく声を張った。

「わたし──ですか？」

「はい。ほら、今は摩ま耶やの説得で、無駄に時間を浪費しちゃってるじゃないですか。普段はどうなのかなーと思って」

　摩耶とは違い、やる気に溢れている彼女のことだ。きっと過去に恩返しをしているだろうし、それを思い出せば気分も上向くことだろう──と思ったんだけど。

「わたしはこの通り、見た目がまだ少しばかり、幼いですから」

　狙ねらいとは逆に、由良さんは更に肩を落としてしまう。頰ほおを歪ゆがませ自じ虐ぎやく的てきに笑った。

「恩返しをするのも、色々と難しいんですよ。例えば摩耶さんのように、本来の姿で助けていただいた後、お宅を訪ねたとして。大和やまとさんなら家に泊めてくれますか？」

「……いえ、ちょっと厳しいんじゃないかと」

　さすがに見た目が小学生ともなると、親御さんが心配しているんじゃないかとか、何か事情があって家出でもしたんじゃないのかとか、そういう気を回してしまう。特に今のご時世だと、百パーセント善意で保護したとしても、後々問題になりそうで怖いし。

　助けた動物だって明確な証拠でも示されない限り、説得して一緒に交番に行く、という対応を取りそうだ。

「やっぱり、そうなりますよね」

　予想していた通りだと受け入れながら、由良さんは少しだけ残念そうに頷うなずく。

「ですからわたしは、実はまだ、実際に恩返しをしたことがありません。摩耶さんへ偉そうに説教しておきながら、自分は現場を知らないんです。普段は新人に人間社会について教えたりとか、基本的に協会内で裏方の仕事をしています。今回摩耶さんを探しに来たのも、その一環となります」

「そうだったんですか……。何というか、理不尽ですね」

　やる気があるのにサポートに回らなくてはいけないなんて、さぞ歯は痒がゆいことだろう。しかも相手が恩返しをする気ゼロの摩耶なのだから尚なお更さらだ。

　僕だったら腐ってしまいそうだけど、それでも彼女は健気けなげに現状を受け入れ、前向きな気持ちを失っていない。

「ありがたいことに、ツシマヤマネコはまだ、積極的に保護活動が為なされている方ですから。……もう少しだけ、見た目が成長するまでは辛しん抱ぼうします」

「ですね。あと四年経たてば、今の摩耶と同い年になるわけですし」

　感心し、応援するように同意すると、

「うっ……」

　しかし彼女は何故だか傷付いたように呻うめき、露ろ骨こつに歩くスピードが鈍る。

「由ゆ良らさん……？」

　何か悪いことでも言ってしまったのだろうか。どうしたのかと訊たずねるよりも先に、

「擬ぎ人じんは妖怪みたいなものだと、ご説明しましたね？」

「は、はい」

　由良さんの硬い声が突き刺さり、僕はしゃっきりと背筋を伸ばした。

「化けているだけで本来の姿ではないこともあってか、擬人は人間と比べ、外観の変化がかなり緩ゆるやかなんです。成長が遅いというか、人間の数倍時間をかけて年を取るという感じですね。わたしが摩ま耶やさんくらいの見た目──恩返しをするのに不都合がない姿にまで発育するには、……恐らく、最低でも十年はかかることでしょう」

「あー……、なるほど」

　若い姿が長く続くのだ。女の子なんだし喜んでもおかしくない特徴だと思うのだが、乾いた笑みを浮かべる由良さんが、それを歓迎していないのは明白だった。

　彼女にとってはそんなことよりも、一刻も早く恩返しを通じて同族の地位向上を図る方がよっぽど重要なのだろう。

「す、スタートするのに時間がかかっちゃうかもしれませんけど、ほら、長寿な分、それだけ長く恩返し活動ができるってことじゃないですか」

　誰だれでもすぐに思い浮かびそうな、ありきたりな慰なぐさめ。そんな言葉しか出てこない自分を情けなく感じつつ、それでも励ますように口にすると、

「……そう、ですね」

　死んでいた瞳ひとみに生気が戻り、由良さんは小さく頷うなずいてくれた。

「お気き遣づかい、ありがとうございます」

「いいえ、こんなことくらいしか言えなくてすみません。でも本当に、由良さんならツシマヤマネコの地位向上に、もの凄すごく貢こう献けんできると思いますよ」

　現に僕の中で、ツシマヤマネコのイメージはストップ高だ。どん底にまで落ちた鶴つるとは対照的である。

「……ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げ、再びお礼を告げる由良さん。今度は先程とは違い、口元の笑みには喜びが感じられた。

　それからは穏おだやかに、明日からの対策について話を進めた。摩耶に対する愚ぐ痴ちなどで盛り上がっていると、すぐに駅へと到着する。

「──そうだ」

　別れ際。駅構内へと向かいかけていた由良さんが、くるりとこちらに振り返る。

「前から言おうと思っていたんですけど、わたしに対しては、敬語を使っていただかなくても結構ですよ」

「えっ？　でも──」

「確かにわたしは年寄りですが、それはあくまでツシマヤマネコとしてであって、人間社会ではまだまだ若じやく輩はい者ものですから」

　遠えん慮りよしようとする僕を制し、「実際に生まれてからの年数は、大和やまとさんの方が長いですし」と微笑ほほえむ。

「それに、わたしは擬ぎ人じんの中では下っ端なので、普段敬語を使っても、逆に使われることってないんです。慣れないというか……。もっと普通に接していただけると、嬉うれしいです」

「……うん。分かりま──、分かったよ」

　主に精神的な意味で、彼女は僕よりずっと成熟しているし、敬意を払っているのだけれど。本人がそう望むのなら従おう。

「じゃあ改めて、よろしく。由ゆ良らちゃん」

「はい。よろしくお願いします、大和さん」

　お互いにこやかに笑い、ぐっと握手を交わす。肉球は存在しないはずなのに、その華きや奢しやな手は柔らかくぷにぷにして、とても触り心地がいい。

　彼女との距離が、少し、近づいた気がした。
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　結局摩ま耶やに一勝もできないまま数日が過ぎ去り、迎えた日曜日。

　僕と摩耶は由良ちゃんに誘われ、朝からバスに揺られていた。

「ううう……、まだ着かないのー？」

「もう少しですから。しゃんとしてください」

　休日ということもあってか、車内はそれなりに混雑している。立つことになった摩耶はしょっちゅう座りたいとこぼし、その度に由良ちゃんに諫いさめられていた。

　乗客には小さな子供を連れた家族も多く、時折くすくすと笑い声が聞こえるくらい、かなり注目を集めている。こんなふうに成長しては駄目だと、せめて反面教師として役立てて欲しいものです。

「はあ……」

　一緒にいるのが恥ずかしく、思わず溜ため息いきが出る。でもまあ、これくらいなら許容範囲だと考えるべきなのかも知れないけれど。

　ニート気質な摩耶のことだ。由良さんに誘われたときは、家の外に出るのは嫌がるのではないかと予想した。けれど心配は外れ、特に難なん癖くせを付けることなく、彼女は意外とあっさり了承してくれた。

　摩ま耶や曰いわく、『私はニートであって、ひきこもりではないから』とのこと。偉そうに胸を張っていたけど、ニートの時点で自慢できることではないからな。

　さすがに外出するということで、本性を現して以来ずっと穿はきっぱなしだったジャージは脱いでいる。といっても自主的に脱いだわけではなく、由ゆ良らちゃんに懇こん願がんされて渋々脱いだのだけど。

　その代わりにか、今日は黒いニーソックスで足をすっぽりと覆おおい隠している。タンチョウの足は真っ黒だったので、もしかしたらより本性を模もした格好なのかもしれないな。──なんてことを考えていると、

「……ん？　なにか用？」

「い、いや別に何でもない」

　僕の視線に気付いたのか、摩耶がきょとんと首を傾かしげた。やましい気持ちなど一切ないのに、少しばかりどぎまぎしながら目を逸そらす。

　ジャージを脱いだ、摩耶。

　純白のワンピースはそのままなので、ここ十日ほどで見慣れた彼女とほとんど変わらない格好である。学校指定のジャージ一枚、たったそれだけの違いでしかない。なのに今の摩耶が一いつ瞬しゆん、いいとこのお嬢じよう様さまのように見えてしまったのだ。

　本性を知っている僕さえも錯覚させる、恐るべき擬ぎ態たい能力と言えよう。

「そんなに私の生足が見たかったの？」

「違うっ！　──って足見てたの気付いてたのか！」

　何気ない口調の摩耶に反射的に返しながら、慌あわてて顔の向きを戻す。するとにやりと意地の悪い笑みに迎えられ、僕は遅ればせながら墓穴を掘ってしまったことに気付いた。

「当然でしょ。この足フェチの変態」

　摩耶が冷たく告げた瞬間。僕──ではなく周りの乗客の何人かが、びくっと大きく肩を揺らす。外面だけはいいし、やっぱり見られていたか。

「うっ……うぐぐぐぐ……」

　僕は決して生足を見たいと思っていたわけではないのだけれど、悔しいことに足を見ていたことは事実であり、反論できない。摩耶もにやにやと笑みを深めているので、きっと本気で怒っているのではなく、全て織り込み済みなのだろう。ちくしょう。

「由良も気を付けないさいよ。あいつはケダモノなんだから」

「は、はあ……」

　自分の方が本物の獣けものだろうと言いたいが、公衆の面前でそれを口にするわけにはいかない。由良ちゃんが摩耶の戯ざれ言ごとを信じないことを願いつつ、早く目的地に到着してくれと祈るしかなかった。




「着きました！　ここが今日の目的地です！」

　恥ち辱じよくに耐えること、約十分。

　由ゆ良らちゃんがバスを降りたのは、他のほとんどの乗客──親子連れと同じ場所だった。停てい留りゆう所じよの名前は、動物園前。

　僕も小学生のころ遠足で来たことのある、市立動物園だ。

「──って、えっ？　ど、動物園？」

　行き先を訊きいていなかったけど、間違って降りてしまったんじゃ？　二人の正体を知っている僕としては、どうしてもそう思ってしまったのだけど。

「はい。そうですけど？」

　それがどうしたとばかりに、由良ちゃんはきょとんとしながら頷うなずく。

「残念ながらタンチョウはいないんですが……。絶滅の危険性がある種を自分の目で確認することで、摩ま耶やさんにかつてのやる気を取り戻してもらおうと思いまして」

「絶滅の危険性って……。ここはよくある普通の動物園だけど？」

　何か特別な飼育をしていることで有名な場所ではなかったはず。摩耶に発はつ破ぱをかけるため、大おお袈げ裟さに言っているのだろうか。

　どうなんだろうと僕が首を捻ひねっていると、

「──アジアゾウ」

　由良ちゃんは小さく溜ため息いきを吐つき、ぽつりと呟つぶやくように動物の名前を挙げた。

「ニシローランドゴリラ、チンパンジー、マンドリル、ワオキツネザル、ツキノワグマ、ワシミミズク、オオサンショウウオ、レッサーパンダ、イワトビペンギン、ライオン、アムールトラ、アメリカバク、グレビーシマウマ、ホオアカトキ、ニシアフリカコビトワニ、スローロリス、ホウシャガメ、それに……ツシマヤマネコ。

　これらは全て、この動物園で飼育されている絶滅危き惧ぐ種しゆです」

「えっ……、そ、そんなに!?」

「はい。ざっと調べただけなので、他にもいるかもしれませんが」

　目を丸くする僕に、由良ちゃんは真面目な顔で頷く。

「絶滅の危機にある種というのは、かなりの数に及ぶんです。少し前まで身近な存在だったはずのメダカやトノサマガエルが、今では絶滅危惧種に指定されているという話を聞いたことはありませんか？」

「……はい。……そう言われれば」

　言われてみれば確かに、聞いたことがあった。

　聞いたことがあったの、だが──。

「とにかく、中に入りましょう」

「う、うん……」

　僕が押し黙ったのを納得したのだと受け取ったのだろう、由ゆ良らちゃんはさっさと話を切り替え、入り口へと向けて歩き出す。

　普段と全く変わらない、何でもない様子で。

「……」

　それがまた、僕を複雑な気持ちにさせた。
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「ねー由良ー、おんぶしてよー」

「何を言っているんですか。ちゃきちゃき歩いてください」

「ええー、もう疲れたんだってー」

「まだ来たばかりじゃないですか！」

　着いて早々やる気のない摩ま耶やと、バスを降りてからも役割が変わらない由良ちゃん。賑にぎやかに騒さわぎながら進む二人の後を、僕は少し遅れてとぼとぼとついて回っていた。

　──絶滅危き惧ぐ種しゆ。

　文字通り、近い将来、絶滅が危惧されている種のこと。

　前を歩く二人が共に絶滅危惧種であることは、以前に教えられていた。だからこそ日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいに所属し、恩返しを通じて地位向上を図っているのだと説明されていた。

　それなのに、僕は。

　そのことについて、きちんと考えたことがなかった。

　開発によって住む場所を奪われてしまったり、肉や毛皮などが目的で乱らん獲かくされたり。過去に絶滅してしまった動物の中には、その理由として何らかの形で人間が関わっている場合が多々ある。理由はどうあれ、人間がそれらの種を滅ぼしてしまった。

　知識としては、それこそ小さな子供の頃から知っていたというのに。自分のこととして捉とらえたことは、ただの一度もなかったのだ。

　僕も人間──滅ぼした側の存在のくせして。

　何て馬鹿なんだ僕は──

「って痛っ──！」

　自己嫌悪に陥っていた僕は、唐突にぺしんと頭を叩たたかれ、勝手に俯うつむいていた顔を上げる。するといつの間にか、前を進んでいたはずの摩耶が、直すぐ目の前に立っていた。

「なーに辛しん気き臭くさい顔してんの」

「摩耶……」

　いつもなら、叩くなよとすぐに言い返すところだけど。

「……ごめん」

　さっきの考えが頭に残ったままで、がくりと項垂うなだれるようにして頭を下げる。でも本当はこんな程度では、謝ったことにはならない──

「ていっ！」

「痛っ！　いた、痛いって！」

　なんて神妙なことを考えていた僕は、無防備になった頭に連続してチョップを叩たたき込まれ、たまらず両手でガードするはめになってしまった。

「何するんだよ摩ま耶や！」

「だから動物園でそんな顔するなって言ってるでしょ。雰囲気暗くなっちゃうじゃない」

「……でも──」

「でもじゃない！　必殺タンチョウ突き！」

　まだ気分を切り替えられずにいると、摩耶は右手の中指と薬指、それに親指と三本の指を束たばね、鋭するどく僕の額ひたいへと叩き込んだ。

　衝しよう撃げきが僕の頭ず蓋がいを揺らし、脳へと直接理解が伝わる。そうか、その手の形がタンチョウの頭部を模もして──

「ってキツネだろそれは！」

　人差し指と小指に当たる部分は、タンチョウには存在しないじゃないか。
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「ふふっ、よく気付いたわね。ご褒ほう美びに全ての指を結集した、奥おう義ぎ・真タンチョウ突きをお見舞いしてあげようか？」

「いらないよそんなの！」

　三本指の時点で、ヒリヒリして結構痛いし。

　何をするんだと、恨みがましい目で睨にらんでいると、

「そうそう、その調子」

　何故か上から目線で、摩ま耶やはやれやれと肩を竦すくめる。

「……あんたはただの高校生なんだから。高校生らしく、素直に由ゆ良らとのデートを楽しめばいいのよ。どうしても難しいことを考えたいのなら、家に帰ってからにしなさい」

「摩耶……」

　いかにもお嬢じよう様さま然ぜんとした、中身はニートの少女。いつもは怠なまけることしか考えていなさそうなやつなのに、苦笑いしたその顔は、目元だけ優しく、僕の馬鹿な悩みなどお見通しだと無言で語っていた。

　……だよね。

　何の地位も権力もない、特に人望の厚いわけでもないただの高校生である僕が、下手に頭を悩ませたところでどうなるというんだ。

　そういうことの積み重ねで意識を変えていくのが日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かい──由良ちゃん達の理念だろうし、決して無駄ではないけれど。親子連れで賑にぎわう日曜の動物園で声高に主張したところで、周りに迷惑をかけるだけだ。

「……これってデートだったのか？」

　せっかく気を利きかせてくれたのだ。摩耶の意を酌くみ、遅ればせながら僕も気持ちを入れ替えることにした。

「他に動物園なんて来る理由ないし、そうに決まってるじゃない。ねえ由良？」

「違いますよ！　どうしてそうなるんですかっ！」

　パスを受けた由良ちゃんは、ぐるぐる唸うなりながら髪の毛を搔かきむしる。

「摩耶さんにやる気を取り戻してもうらうために来たんですっ！　しかもわたしと大和やまとさんのデートって、完全に他人事になってるじゃないですか！」

「あら、それは大和となんかデートしたくないって、暗に主張してるのかしら」

「だ、誰だれもそんなことは言ってないじゃないですか！」

「あーあ可哀かわい想そうに。まあシスコンの相手なんてイヤって気持ちも分かるけどねー」

「だから違いますって！　シスコンなのはまあ、……どうかと思いますけど」

　話題は完全に変わり、からかわれているだけだと気付いているのかいないのか、由良ちゃんの大声が園内に響ひびき渡る。摩耶の興味は僕から由良ちゃんへと移り、人間を代表して謝ろうだとか、そんな雰囲気はどこかへ消し飛んでしまった。

　これはもう、僕一人がシリアスな空気を出したところでどうにもならないな。うん、よかったよかった。

　これがいかにデートでないかを話し続ける二人を、僕は目を細め、非常に穏おだやかな気持ちで眺める。

　そうとも。別に傷付いてなんかないし、涙目になんかなってない。

　……姉さんが大好きなのって、そんなに駄目なんでしょうか。
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「ふーむ……」

　展示されている動物の名前や生態が書かれた説明のプレート。意識しながら読んでいると、確かに絶滅危き惧ぐ種しゆに指定されている動物が、まるでありふれた存在のように、多数飼育されていることに気付かされた。

　自分の目で実際に確認する──なんて言えるほど立派なことをしたわけじゃないけど。確実に、僕の意識は変わったと思う。

　来てよかったと痛感させられたのだが、

「ねー、もうお腹空いたんだけどー」

　本来の目的である摩ま耶やの意識改革は、残念ながら進んでいなかった。相手にするとこっちのやる気まで吸われてしまいそうなので、由ゆ良らちゃんに面倒を任せ、僕は一人、微妙に先行しながら見て回る。

「おっ──！」

　すると次に展示されていたのは、ネコ目ネコ科に属する哺ほ乳にゆう類るい──ツシマヤマネコだった。

　説明書きによると、体長は六十～九十センチ、体重は五～七キロ。同じネコ科にトラやライオンなど、もっと大きな種がいるため、微妙に存在感が薄い印象だ。

　ネコといえばツリ目なイメージがあるけど、ツシマヤマネコはそんなことはなく、むしろちょっと垂れ目というか、素で困り顔をしているようにも見えてしまった。

（人間の姿に化けても、常に困らされてるしな……）

　ツシマヤマネコの擬ぎ人じんである少女をちらりと窺うかがうと、彼女は檻おりから少し離れ、どこか寂しそうな目で同族を眺めていた。

「あっ……、」

　今さらになって、あることに気付く。打ちのめされたような気持ちで立ち尽くしていると、とことこと由良ちゃんが近寄ってきた。

「大和やまとさん、どうかしましたか？」

「え？　ええっと、その……」

　どうしようか。また空気を悪くしてしまうかも……と一いつ瞬しゆん迷うが、このままだと確実にひきずってしまうし、思い切って訊きいてみることにした。

「由ゆ良らちゃん達にとって、動物園って場所はやっぱり、……気分がよくない、よね？」

　僕の背後にある檻おりの中には、彼女の同族が閉じ込められ、見み世せ物ものになっているのだ。

　性格が歪ゆがんででもいない限り、嫌悪感を抱くに決まっている。

「……思うところがないわけでは、ありません」

　しかし意外なことに、由良ちゃんはすぐにそう断言はしなかった。

「大和さんは、『野生絶滅』という言葉をご存じですか？」

「……ううん。初めて聞いたと思う」

　逆に質問を返し、こほんと咳せき払ばらい。

「野生絶滅とは文字通り、野生環境でその種が絶滅した状態であることを示します。本来とは違う地域で生息している場合も含みますが……、主に飼育環境下でのみ、生存が確認される場合だと考えていただければ結構です。

　日本でよく知られている種としては、トキがそうですね」

　仲間のいる檻へと、僕越しに目を向ける。

「大抵の動物園では飼育だけでなく、繁はん殖しよくも行っています。そこからまた野生に戻す取り組みもあり、実際にそのおかげで、生息数を回復させた種も多数存在します。単に保護としても非常に有意義で、──ツシマヤマネコの場合、近い将来野生の数より全国の動物園で飼育されている数の方が多くなったとしても、不思議ではありません」

　少し眉まゆを落とし、由良ちゃんは本来の姿によく似た困り顔をした。

「野生に生きる誇りはないのかとか、そんな理由で認めようとしない擬ぎ人じんも確かにいますが。それらの成果を無視し、単純に害悪だと断言することは、わたしにはできません」

「……そう、なんだ……」

　そんなこと、僕は今まで聞いたことがなかった。……いや、耳にしたことがあっても、興味がないと聞き流していたのだろう。

「虐ぎやく待たいでもされていない限り、わたしは動物園に、賛成の立場なんだと思います」

　自分の意見を確認するように呟つぶやきながら、由良ちゃんは僕の横へと並び、ツシマヤマネコの檻の前に立つ。

　自分達の保護活動に尽じん力りよくするお仲間の登場なのだ。さぞ喜んで近づいてくることだろうと思ったのだが──。

「あれっ？」

　気付かなかったのか、はたまたタイミングが悪かったのか。ふいっと顔を背け、檻の近くにいた数匹が奥に引っ込んでしまった。

「残念だったね」

　せっかくのご対面だったのに、と声をかけようと──

「あーあ、こいつらが羨うらやましいわー」

　横を向いた瞬しゆん間かん、僕と由ゆ良らちゃんの間に摩ま耶やがにゅっと割り込み、言葉は届かなかった。

「狩りなんかしなくても、ちゃんと餌えさもらえるし。何もしなくても安全に暮らしていけるんだから、正まさに天国よね」

「……現時点で、摩耶も同じ生活してるだろ」

「何言ってんの。私は恩を返すため、日々苦労を重ねているじゃない」

「誰だれがだよっ！　だらだら遊んでばっかりだろ！」

　そんなにお望みなら、どこかの檻おりに投げ込んでやろうか。摩耶の厚顔っぷりに呆あきれかえり、じろじろと恥知らずな面を眺めていると、その向こうでくすりと、由良ちゃんが小さく笑ったようだった。

「ゲームも甘いお菓子もないし、摩耶さんには檻の中での生活は無理そうですね」

「あら、よく分かってるじゃない」

「お互いに、長い付き合いですから」

　苦笑しながら、とん、と一歩後ろへ。由良ちゃんはツシマヤマネコの檻に別れを告げ、道の前方を指す。

「さあ、次に行きましょう。絶滅危き惧ぐ種しゆはまだまだいるんですから」

「ええー、そろそろ休きゆう憩けいしましょう？」

「ダメです。摩耶さんがやる気を取り戻してくれるまで、今日は休むつもりはありませんから！」

　同族との面会で奮ふん起きしたのか、そのまま摩耶の手を引っ張るようにして、ぐいぐいと進んでいく。

「……由良ちゃんにお世話になってます。それじゃあ」

　なんとなく檻に一声かけ、僕も、そのあとを追った。
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「いやー今日は時間の無駄だったわねー」

「……自分で言いますか。そういうこと」

　日も暮れ、いつもなら夕食作りに取りかかっている頃。僕と二人の擬ぎ人じんは、揃そろって重い足取りで家路に就ついていた。

　由良ちゃんに関しては簡単で、摩耶の意識改革に失敗してしまったから。丸一日使って無駄足で終わってしまったのだから、落らく胆たんして当然だろう。

　僕としては、由良ちゃんと……あとオマケで摩耶と一緒に動物園を回って、正直楽しかった。

　彼女達二人は動物側に属しており、人間ではない。けれど飼育されている動物に対するリアクションは、僕とそんなに変わらなかったのだ。

　ゾウの鼻使いの器用っぷりに感心したり、ペンギンの可愛らしさに心和なごんだり。摩ま耶やに対して説教をしながらも、由ゆ良らちゃんは時々、獲え物ものを狙ねらう肉食動物の目つきをしていたし。

　それなのに僕の足が重くなってしまうのは、今日見た多数の絶滅危き惧ぐ種しゆの存在が、肩にのし掛かってきているから。園内では考えないようにしていたけれど、やっぱりどうしても、ふとした瞬しゆん間かんに頭をよぎってしまう。

　最後の一人、摩耶に関しては、まあただのポーズだろう。

　閉園ぎりぎりまで様々な絶滅危惧種を見て回ったのに、所しよ詮せんは他人事ということなのか、こいつの性しよう根ねは叩たたき直されなかった。

　それどころか常に疲れた疲れたと連呼し、由良ちゃんの気力を削りまくっていたし。今も疲労アピールとして、露ろ骨こつに右足を引きずっている。

　さすがにそこまで疲れるわけがないので、明らかに演技だ。もし本当にそれだけ足にダメージがあるのだとしても、だらけた生活で足の筋肉がなまっている証拠であり、同情の余地はない。

　もし同情する必要があるとすれば、それは由良ちゃんに対してだろう。

「今日も晩ご飯食べてってよ。何か元気が出そうなの作るから」

「……はい、ありがとうございます」

　少しでも励まそうと、がっくりと落ちた彼女の肩を叩たたく。すると力なくだが、ささやかに笑みを返してくれた。

「だったら刺身にしましょ。おさしみ」

「摩耶には訊きいてないから」

　戯ざれ言ごとをスルーし、献こん立だてを考える。ちょっとスーパーに寄って食材を買い足したい気もするけど、そうすると夕食の時間が遅くなってしまう。どうしようかと決めかねているうちに、自宅へと到着してしまった。

　それならそれで、さっさと作ろう。そう考えたのだけれども──

「ん……？」

　家へと入る前に、僕の足はぴたりと止まった。

　一人の見知らぬ男が、玄関脇の壁に背を預けるようにして立っていたのだ。

「──やっと帰って来やがったか」

　余所よそのお宅と間違っているのではないかと考えたが、男は鋭するどい目つきで僕らを見据え、気け怠だるげに壁から背を離す。

　二十歳前後だろうか。僕より少し背の低い、がっちりと引き締まった体格の男だ。短めの金髪を逆立て、できる限りお近づきになりたくない雰囲気をぷんぷん漂わせている。

「あれ、横よこ山やまさん。どうしてここに？」

　僕がリアクションに戸惑っていると、由ゆ良らちゃんが前へと進み出た。

「知ってる人？」

「はい。わたしが今お世話になっている、この街の報ほう恩おん協きよう会かいの方です」

　へえ。ということは、この男──横山さんも何かの擬ぎ人じんなのか。

「どうも。由良ちゃんにお世話に──っ！」

　なってます。という挨あい拶さつは、最後まで言い切ることができなかった。

「ぐぇっ…………!!」

「お前が恩返しの対象か」

　つかつかと近寄ってきた横山さんが、そのまま流れるように右手で僕の首を摑つかみ、締め上げたのだ。あまりに突然の出来事に、僕は何の反応もできなかった。

　事態が把は握あくできずにいる僕を、横山さん──横山はそのまま片手で持ち上げる。どうにか引ひき剝はがそうと反抗するのだが、万まん力りきのように横山の指は硬く固定されており、僕の爪先は地面から別れを告げた。

　辛かろうじて呼吸は可能であり、窒ちつ息そくすることはなさそうだが、声を出すのはかなり厳しい。

「ちょ──っ、ちょっと！　何をしているんですかっ!!」

「うるせえな。西にし峯みね、お前は黙って見てろ」
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　僕と同じく予想外すぎて頭がついていかなかったのだろう、呆ぼう然ぜんとしていた由ゆ良らちゃんが、ようやくはっと正気に戻る。大声で非難するのだが、横よこ山やまは煩わずらわしそうに顔を顰しかめるだけ。

「なっ──！」

「そこのお前、お前が鶴つるだな？」

　他に興味はないとばかりに、ただ一点摩ま耶やだけを睨にらむ。

「……そうだけど？」

「そうだけど？　じゃねえよ。ほら、さっさとこいつを助けろ」

　顎あごで僕をしゃくり、

「それで恩返しは終しまいだ」

　横山はまるで意味不明なことを言った。

「……」

「どうした。早くしろよ」

　急かされても摩耶はその通りに行動しようとせず、しかし反論もしない。何を馬鹿なと突っ込みを入れようともせずに、浅く唇を嚙かみ、じっとその場で横山を睨み返す。

「な、何を言っているんですかっ！」

　代わりに僕の思いを代弁してくれたのは、由良ちゃんだった。横山と摩耶の間に立ち塞がり、強引に視界を遮さえぎる。

　……実際には身長の関係上、全く遮れてなさそうだけど。それだけ僕には頼もしく感じられたのだ。

「それじゃあ完全に自作自演じゃないですか！　そんなことをしても、恩返しをしたことにはなりませんよ！」

　そうだそうだ！　と胸中で応援。横山も日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいに所属しているなら、そこを突かれると痛いだろう。

「はあっ？　お前こそ何言ってんだ」

　けれど横山は改心して僕を解放するどころか、怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめて由良ちゃんを見下ろす。

「自作自演だぁ？　そんなのいつものことだろうが」

　面倒臭そうに。ごく当たり前のこととして。

「えっ…………、」

　吐き捨てられた言葉に、由良ちゃんは動きを止める。

　そうだったと思い出し、納得した感じではない。やはり僕と同様、理解の範はん疇ちゆうを超えた物言いに、意図せず硬直してしまったのだろう。

　適当なことを言っているのだと受け流すには、横山の言い方はあまりにも自然で、普通すぎた。少なくとも、横山にとってそれが常識なのだと理解させられる程度には。

「ま、摩耶……さん……？」

　困惑しながら、由ゆ良らちゃんは助けを求めるように先せん輩ぱいの擬ぎ人じんへと振り返る。馬鹿なと笑って否定してくれることを期待していたと思うのだが、

「……」

　摩ま耶やはやはり、無言を保つ。

　進んで肯定こそしていないものの、それは認めたも同然の反応だった。

「お前、本気で何も知らねえんだな」

　チッという舌打ちに、由良ちゃんは顔の向きを戻す。

「昔話の時代じゃねえんだ。今どき自作自演なしに、動物の恩返しなんて成立するかよ。そもそもどうせ、こいつの出会いからしてヤラセだろうが」

「っ……ぁ……！」

　ただでさえ困難な僕の呼吸が一いつ瞬しゆん止まる。公園にトラバサミが仕掛けられているなんて不自然だと思ってたけど、あれは摩耶が仕込んだものだったのか。

「動物が解決できる悩みなんて、そうそう転がってねえ。だったらこうやって恩返しの機会を作ってやらねえと、どれだけ時間がかかると思ってやがる」

「──じ、時間がかかるのの、何が悪いんですかっ！」

　絶句していた由良ちゃんだったけど、その説明は聞き流せなかったのか、きっと眉まゆを吊つり上げ横よこ山やまに反論する。

「時間をかければそのぶん感情移入する割合も増え、短時間の接触よりも、保護活動においてさらに力になってくれるはずです！　恩返しのやり方に、優劣は存在しませんよっ！」

　かなり興こう奮ふんしているらしく、ピン！　と二つの耳が頭部に生える。それは僕も納得できる主張だったのだけど、

「なあ西にし峯みね。お前、本性はツシマヤマネコだったな？」

　横山は軽く鼻で笑い、質問を返す。

「ツシマヤマネコの擬人は、お前以外に何人いるんだ？」

「そ、それは……」

「なあおい、早く教えてくれよ」

　どうかしたのか、由良ちゃんは急に口が重くなる。

「……一人、です」

「一人？　お前以外にもう一人いるのか？」

「全部で一人！　わたしだけです！」

　フシャーと威い嚇かくするようにしながら答えると、横山は予想通りだとばかりに、もう一度鼻で笑う。

「恩返しに時間をかけて何が悪いって言ったな？　お前のそのやり方で、そうだな……一人につき一年かけたとする。つまり十年で、十人の人間をツシマヤマネコに対して同情的な考え方に変えられるわけだ」

「……え、ええ」

「たったそれだけで、本当に絶滅から逃れられると思ってんのか？」

「っ────!!」

　軽い、小馬鹿にするような言い方。

　けれどその言葉は、重く、説得力に満たされていた。

「たった十人ぽっちが騒さわいだところで、世の中を変えられるわけねえだろ」

「ちょ、直接は十人でも、その十人がまた他の人に広めれば──」

「助けた動物が恩を返してくれたんだ！　ってか？　昔話の時代じゃねえんだ、誰だれが信じるんだよそんなこと。頭がおかしくなったと認識されて、それで終しまいだ」

「っ──、で、でも──」

「このまま何もしなければ、十年後にはほぼ確実に絶滅する種だっているんだぜ。そいつらに対しても、お前は同じことが言えんのか？」

「それ、は……」

　ぱくぱくと口を開け、どうにか言い返そうとする由ゆ良らちゃんだったけど、結局言葉にすることができず、唇を結んでしまう。

「分かったら、お前は黙って見てろ」

　少しだけ目の険けわを弱め、横よこ山やまが最後通つう牒ちようのように告げる。浅く俯うつむいた由良ちゃんはそれに対して何の反応も示さず、

「……じぶん……で……」

　その代わりに僕が、全力で喉を鳴らした。両手の指に全力を込め、僅わずかにだけ首の束縛を緩ゆるませる。

「自分の種族のこと……だろ。……摩ま耶やに頼ってないで、自分でやれよ」

「ぁあっ？」

「ぐっ……ぐぎぎ……！」

　またすぐに締め付けは強まり、以前よりも呼吸が苦しくなる。それでも僕は横山を睨にらみ、目だけでも非難するのを辞めなかった。

　こいつの言葉は、確かに正しいのかもしれない。由良ちゃんを納得させられるだけの理屈が通っているのだろう。

　だけど。

　それでも、僕は納得できなかった。自作自演はまだ許せるとしても、だったらせめて自分でやれ。

　由良ちゃんのように見た目が幼いという問題があるわけでもないのに。恩返しを他人にやらせて自分の評価を上げようだなんて、そんなのニート以下じゃないか。

「やれるもんなら！　最初からやってんだよ！」

「うぐぁ……！」

　開き直る──のとは微妙に違う感じで、横よこ山やまは怒りを爆発させた。僕の首を握り潰つぶさんばかりの勢いで、ぐっと五指に力を込め──

「ダメですっ！」

　打ちのめされ棒立ちになっていた由ゆ良らちゃんが、慌あわてて止めに入ってくれた。助走もなしの跳ちよう躍やくで、僕を摑つかむ横山の右腕へと一いつ瞬しゆんで飛びかかる。いつの間にか由良ちゃんの拳こぶしはふさふさとした毛に覆おおわれており、鋭するどく伸びた爪を叩たたきつけ──

「おっと──！」

　かあんと乾いた音を立て、しかしそのまま弾はじかれてしまう。

　由良ちゃんと同様、気がつけば横山の腕も普通の人間のものではなくなっていたのだ。皮ひ膚ふが白く硬質化し、まるで殻からにでも覆われているようだった。

「大和やまとさんを放してください！」

　すたんと四つの手足を突いて着地し、犬けん歯しを剝むき出しにして威い嚇かくする由良ちゃんに、

「……ほらよっ」

「がっ──！」

　横山は更に激げつ昂こうするのではなく、言う通りに従ってくれた。──といってもただ解放するのではなく、放り投げられるようにして背中から壁に叩たたきつけられ、僕は地面をのたうち回る。

「ううう……あがっっっ！」

　じたばたと転がっていたところへ、今度は胸に衝しよう撃げきが。またも呼吸が苦しくなるくらい強く胸元を踏ふまれ、強制的に動きを止められてしまった。

「何を──」

「いいからお前は少し黙ってろ。……おい、人間」

　再び飛びかかろうとする由良ちゃんを、僕を踏みつけた張本人──横山は視線で牽けん制せい。すぐに顔の向きを変え、僕を見下ろす。

「お前、自分で恩返しをやれとぬかしたな」

「……あ、ああ」

「じゃあ訊きくが、お前はカニを助けようと思ったことがあるか？」

「…………………………は？」

　何故、急にカニ？

　予想外の質問に、現在の状況も忘れてぽかんとしてしまう。何を言っているんだこいつはと、まじまじと横山を見返し──

「──っ!!」

　その理由に気付く。

　由ゆ良らちゃんの攻こう撃げきを防ぐため、一部が白く硬質化していた横よこ山やまの右腕。それが更に成長し、右腕全体が変化していたのだ。

　硬そうな殻からに覆おおわれ、一回り大きく。手首から先に至っては、元の数倍もの大きさに膨ふくれ上がっている。

　形状までもが変わり、五本の指が二本に──巨大なハサミへと変へん貌ぼうしていた。

「俺はハクセンシオマネキの擬ぎ人じんだ。どうだ、ほら答えてみろよ」

「うっ……、それは……」

「ねえよな？　ねえんだよ」

　ふん、と鼻で笑い、横山はだらりとハサミを下ろす。

「鶴つるやヤマネコみたいなメジャーな動物とは違って、俺らみたいなのは恩返しの機会すら与えられてねえんだ。人間はカニを助けようとは思わないし、そもそもカニを助ける場面がねえ。万が一そんなことがあっても、カニが人間に化けて恩を返すだなんて、現代で誰だれが信じる？」

「……」

「だから恵まれた立場のこいつらに、代わりにやってもらうしかねえんだよ。こっちは汚れ役を引き受けて、な」

　声から荒々しさは抜けていき、淡々と、事実として語る。

　一言も反論することができず、僕は黙るしかなかった。

　横山が抱えている問題は、由良ちゃんのように時間の経過で解決するような類のものではない。それでも同族を守りたいのならば、動物全体のイメージアップをすることで、絶滅危き惧ぐ種しゆの保護活動自体を活発にしていくしかない。……ということなのか？

　その方法は確かに、間違っていないのかもしれない。いや間違ってる間違ってない以前の問題として、絶滅を避さけるためには手段を選んでいる余裕なんてないのだろう。

　だけど──

「……違う」

　大の字に地面に寝転がったまま、僕ははっきりと言い返す。

「ぁあっ？　何か言いやがったか？」

「違うって言ったんだ。たとえどんな事情があろうと、同意していない相手にまで強制させるのは、絶対に間違ってる！」

　ニートの摩ま耶やはともかく。由良ちゃんは成長したら確実に、その駒として扱われてしまうだろう。

　そんなこと、許せるわけがない。

「それが報ほう恩おん協きよう会かいに所属するってことなんだよ。もう黙ってろ、人間」

「があっ……！」

　しかしというかやはりというか、僕の意見など横山には通じなかった。僕を踏ふみつける足に力を込め、

「ただの一般人なんて、恩を売る価値もねえ存在のくせによ」

　冷たい目で見下ろしながら、苛いら立だちでカチカチとハサミを鳴らす。

「恩を売る価値って……。一般人とか、そんなの関係ないでしょう！」

「はあっ？　あるに決まってんだろ」

　さすがに聞き逃せなかったらしく、由ゆ良らちゃんが食ってかかるが、横よこ山やまはまるで気にしない。

「いくら自作自演で数を稼かせげるといっても、ある程度は絶対に時間がかかっちまうんだ。だったら──」

「はいはい、そこまでよ」

　ごくりと唾つばを飲む彼女へ律儀りちぎに解説しようとするも、まるで邪じや魔まするように途中で摩ま耶やが間に割って入り、尻しり切きれで終わってしまう。

「あんたの望み通り、近いうち、この家を出て行ってあげるわ。だから今日は、さっさと帰りなさい」

「なっ──！」

　意外すぎる言葉に、僕は自分の耳を疑う。

　一刻も早く追い出したいと、確かに常々考えていた。だけどこんな経けい緯いで解決するだなんて、僕はそんなの望んでいない。

「お、おい摩耶ぐあああああっ……！」

「だから黙ってろって」

　その必要はないと伝えようとするも、呼吸が困難なほどに強く踏ふまれてしまい、それは叶かなわなかった。

　横山はじいっと、値踏みするような目で摩耶を睨にらみ、

「俺は今すぐ、恩返しをしろって言ってんだぜ」

「あっそ。私はさっさと帰れって言ってんの」

　摩耶は同じく睨みを返す──のではなく、肩を竦すくめて横山の視線を受け流す。お互いに姿勢を変えず、しばし無言のまま両者は向かい合い、

「──帰らなかったら、どうするってんだ？」

　先に口を開いたのは、横山の方だった。

「この人間は、お前が恩返しをする対象なんだろ。こいつを見捨てるのか？」

　強気の態度を崩さず、へらへらと嘲せせら笑う。

　僕が人質に取られている以上、アドバンテージは常に横山にあるのだ。僕のことは気にしなくていいと言ってやりたいけれど、ぐりぐりと踏まれて声を出すことすらできない。

　伝わってくれと、せめて目だけで摩耶へと訴え──

「あんたが帰らないんだったら、私が帰るわ」

　その思いを、摩ま耶やはきちんと酌くんでくれた。

　……たぶん。そう思いたい。

「はあっ？　こいつがどうなってもいいってんのか？」

「別に構わないわよ。私のためなら死んでも構わないって、大和やまとも言ってるし」

「……おいおい、いくらなんでも──」

「言ってるわよ。私には分かるの」

　自信満々に摩耶は言い放ち、さすがの横よこ山やまも困惑の表情を浮かべる。

　いやいや、そこまでは言ってないから！　姉さんのためになら喜んで命を捧げるけど、摩耶のために死ぬなんて御ご免めんだよ！

「だいたいね、あんた話が長いのよ。私は一日中連れ回されたおかげで疲れてるのに！」

「お、お前、何言って──」

「合あい鍵かぎさえ持ってたら、とっくに家の中に入ってたところよ。どうせ襲おそってくるなら帰り着いてからにしなさい。気が利きかないわね！」

　完全に自分のことしか考えていない、無茶苦茶な理屈。完全に予想外だったのだろう、横山はぽかんと口を半開きにして間抜け面を晒さらした。

　だけど僕にしてみれば、実にあいつらしいというのが感想だった。しおらしく従う姿の方が、想像するのがよっぽど難しい。

「で、どうすんのよ」

　返事を急せかしながら、摩耶はこちらへと近づき、僕のすぐ傍そばでしゃがみ込む。僕を心配して──なわけがなく、服のポケットというポケットに手を突っ込み、中身をあさる。

　家の中に入るため、鍵を探しているのはあからさまで、

「……興ざめだな」

　ちっと軽く舌打ちして、横山は僕から足をどける。

「今日のところは引き上げてやる。その代わり、約束を忘れるんじゃねえぞ」

「はいはい、覚えてる覚えてる」

　しゃきんと巨大なハサミを目前に突き付けるが、摩耶は邪じや魔まだとばかりに軽く払い除け、ほとんど無視するように鍵の探たん索さくを続ける。

　挑発ともとれる雑な扱いに、横山はぶるぶる震ふるえるハサミを高々と振り上げ──

「……どうして、こんなやつが……っ！」

　しかし勢いよくそれを叩たたきつけるでもなく、だらりと腕を下ろす。その時にはすでに、白い殻からは消え普通の状態に戻っていた。

　あとはもう摩耶を一いち瞥べつすらすることなく、背を向け家の敷しき地ちから立ち去っていく。別れの挨あい拶さつどころか、捨すて台詞ぜりふさえもなかった。

「あっ……、待ちなさ──」

　両腕をネコの手にしたまま警戒を続けていた由ゆ良らちゃんが、それを追いかけようとするも、

「あんたこそ待ちなさいって」

　やっと僕のポケットから鍵かぎを取り出した摩ま耶やに呼び止められ、急停止。

「そんなことより、大和やまとを手当てしてあげなさいよ。恩返しになっちゃうから、私はするつもりないし」

「くっ──、も、もう！　分かりましたよ！」

　しばし逡しゆん巡じゆんしていたが、真面目な由良ちゃんが僕を見捨てられるわけがなかった。心配そうに駆け寄ってくる彼女に申し訳なく思いつつ、痛みに負けて肩を貸してもらう。

「うう……。ごめん、由良ちゃん」

「いいえ。こちらこそ申し訳ありません」

　由良ちゃんが横よこ山やまを追いかけようとしたように、僕もあいつに訊ききたいことがあったけど。

　今回は諦あきらめるしかなかった。
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「はああああああ……」

　横よこ山やまの襲しゆう撃げきから一夜明け。

　ズル休みしたい欲求を堪こらえて登校した僕は、自分の席に着くなり盛大に溜ため息いきを吐ついた。

　昨日はせっかく楽しい一日だったのに、最後の最後でぶち壊しにされてしまった。あのカニ野郎め……！　と胸に怒りが蘇よみがえるが、

「──はあ、」

　爆発するほど膨ふくれ上がることなく、しゅんとすぐに萎しぼんでしまう。ぐたりと机に突つっ伏ぷし、頰ほおに貼られた絆ばん創そう膏こうを撫なでる。




　横山が帰った後。

　地面をのたうち回ったときにできたらしく、全身擦すり傷きずだらけになっていた僕は、由ゆ良らちゃんの手当てを受けた。

　怪け我がと呼ぶのも大おお袈げ裟さな軽いものばかりだったけど、興こう奮ふんが去った状態だと結構ヒリヒリして痛い。壁に叩たたきつけられたり足で踏ふみつけられたりしたのにその程度で済んだのだから、よしとしておくべきなのかもしれないけれど。

「くうっ──！」

　綿にたっぷりと染み込んだ、消毒液による追加攻撃に耐えていると、

「すみません……」

　完全に元気を失ってしまった由良ちゃんが、長々と息を吐きながら頭を下げる。普段はぴんと伸びた背筋がしょぼんと丸まり、さっきからずっと猫背の状態だ。

　あれ？　ってことはつまり、普通に座ってるってことになるのかな？

「ただでさえ摩ま耶やさんがご迷惑をおかけしているのに、お怪我までさせてしまって……」

「だから由良ちゃんが謝る必要ないって。悪いのはあのカニ野郎なんだから」

「カニ野郎──ですか。……いいえ。同じ報ほう恩おん協きよう会かいに所属する擬ぎ人じんとして、わたしにも責任がありますから」

　彼女に対して怒るのは筋違いだと思うのだけど、生真面目なツシマヤマネコの擬人は頑として譲らない。

「……それと、」

　ぺこりと再び頭を下げ、言いい淀よどむように軽く唇を嚙かむ。

「図々しいことだと重々承知していますが、一つ、お願いしてもよろしいでしょうか」

「はい？　……何ですか？」

　わざわざ改まってどうしたんだろうと半分首を傾かしげる僕へ、

「横山さんを許せないのは当然だと思います。……ですが、ハクセンシオマネキまでは、どうか嫌わないであげてください」

　実に、微妙なことを頼む。

　あいつにはあいつの理屈があるのだろうが、それでもやはり、横よこ山やまは僕にとって理不尽に暴力を振るってきた相手だ。坊ぼう主ず憎けりゃ袈け裟さまで憎いという言葉があるように、ハクセンシオマネキに対しても、あまりいい印象は持てそうにない。

　でも、まあ。

「……別に、いいですけど」

　ハクセンシオマネキという種自体に責任はないということくらい、僕も理屈の上では分かっている。そもそも僕の浅い動物知識では、シオマネキは分かっても、更にその中の一種までは判別できない。元々名前すら知らなかった生物を、個人の印象だけで嫌い続けるというのは難しかった。

　──の、だけれども。

「ありがとうございます……！」

　返事を聞いた由ゆ良らちゃんが必要以上に喜んでいるように感じられ、己の小物っぷりを自覚につつ、つい少しむっとしてしまう。

　彼女は本来そっち側の立場なのだし、そんな反応をして当然じゃないか。どこか釈然としないまま、自分にそう言い聞かせるも、

「あいつだって、別に悪いやつじゃないのよ」

　家に入るなりジャージを穿はき、チラシを見ながら夕食のピザを選んでいた摩ま耶やまでもが、ぽつりと呟つぶやきカニ野郎のフォローに回る。

　正直、面白くない。

「なんだよ、あいつと知り合いだったのか？」

「ううん、会ったの今日が初めてだけど」

　摩耶はゆっくりとチラシから顔を上げ、

「でもあいつ、報ほう恩おん協きよう会かいに所属してるから」

　微妙に表情を暗くしながら、説明にもならない説明をする。そのせいで余計に、僕の機嫌は悪くなってしまった。

「結局ただの身内びいきじゃないか」

「そうじゃなくて、……分かったわ。ちゃんと説明してあげる」

　やれやれと肩を竦すくめ、大きく溜ため息いき。

「ねえ大和やまと。もし人類が、グレイに支配されてたとして、」

　突然、わけの分からない仮定を摩耶は持ち出す。

「……は？　ぐ、ぐれい？」

「宇宙人よ宇宙人。グレイがダメなら、ウンモ星人でもフラットウッズ・モンスターでもいいけど」

　いやいや、そっちの方が分かんないし。

「とにかく！　地球はグレイの支配下にあって、人類ではどう足搔あがいても対抗できない状態にあるとするわよ？」

「う、うん」

「人間という種が生きるも死ぬも、グレイの気持ち次第。そんな状況で、友達とか知り合いがグレイに化けられるようになったら。……大和やまと、あんたは、どうする？」

　強引に話を進めていた彼女は、不意に、声のトーンを落とす。

「ただそっくりの姿に化けられるだけではなく、人間では絶対に不可能な、グレイとの意い思し疎そ通つうも可能になるわ。そうなった『人間』と、あんたはそれまでと変わらず接することができる？」

　疲れたような口調で、淡々と。

　質問を重ねた摩ま耶やは、どこか冷めた目で僕を見み遣やった。

「……たぶん、……いや確実に無理だと思う」

　しばし悩んだ後、僕は静かに首を横に振る。

「グレイの姿に化けられるってだけでもあり得ないのに、意思疎通まで可能となると……。やっぱり、気味が悪い。よっぽど信用している相手でもない限り、本当はグレイが人間に化けてるんじゃないかって疑っても、おかしくないんじゃないかな」

　僕で言えば、例外は姉さんくらいだ。

「ま、そうよね」

　予想通りだとばかりに、摩耶は面白くもなさそうに鼻を鳴らす。

「つまり、それがあのカニ野郎の──、私達の扱われ方ってこと」

「私達って……、摩耶や由ゆ良らちゃんも？」

「ええ。人間の姿に化けられるようになった時点で、基本的に擬ぎ人じんはその種族のコミュニティから爪つま弾はじきにされるの。大和が今、言った通りの理由でね」

「あっ……！」

『グレイ』を『人間』、『人間』を『動物』に置き換えたら。

　わけが分からなかった仮定は、すんなりと現在の状況となる。

　動物園で檻おりの中にいたツシマヤマネコが由良ちゃんを避さけたように見えたのも、きっと偶然ではなかったのだろう。

「日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいがどういう組織なのか、覚えてる？」

「あ、ああ。恩返しを通じて自らの種のイメージアップ、地位向上を目指し、最終的に保護を進めようとしてるんだろ？」

　愕がく然ぜんとしながらたどたどしく答える僕に、摩耶は「ええ」と頷うなずき、

「群れから追い出され、仲間とは扱われなくなっても。それでも協会に所属している擬人は、全員、そんな想おもいを抱いてるはずなのよ」

　優しい声で続けられた言葉に、僕は更に心が揺さぶられてしまった。

　僕にとって、横よこ山やまは理不尽に暴力を振るった嫌なやつでしかないけれど。

　横山は横山で、自分を捨てた同族を助けるために行動しているのだ。

「てなわけで、はい！　真面目な話は終了っ！」

　急にテンションを上げ、摩ま耶やはパン！　と大きく手を鳴らすと、チラシを凝ぎよう視ししピザ選びに戻る。

　だけど僕は彼女のように、そう簡単に気持ちを入れ替えることなどできなかった。

　悶もん々もんと頭を悩ませたまま一夜を過ごし、──そして、今に至る。




「はあ……」

　机に突つっ伏ぷしたまま、僕はもう一度溜ため息いき。

　ただでさえ疲れていたのにほとんど眠れなかったため、体調は最悪だ。踏ふまれたりしたダメージが尾を引いて、体のそこここが痛いし、やっぱり今からでも早退しようかと考えていると、

「なんだ、今日は珍しく、随ずい分ぶんとダルそうだな」

「……まあね。おはようムサシ」

　日ひ名な倉くら兄妹の小太り担当が、前の席にどかりと腰を下ろす。

「どうした？　何かあったのか」

「昨日、ちょっと、ね。トラブルがあって、あんまり寝てないんだ」

「ふぅん。やっぱり鶴つる関かん係けいでか」

「そういうこと」

　分かっているなら少し眠らせてくれと顔を伏せ──

「ってえええええっ！」

　またすぐに、がばりと顔を起こす。急激な動きに疲ひ弊へいした体が悲鳴を上げるが、そんなこと気にしている場合ではない。

「つ、鶴って、え？　何で？　なんで知ってるの？」

　僕が鶴を助けたことは、クラスの誰だれにも言っていないのに。ましてや助けた鶴が今も家にいるだなんて、誰も知らないはずだ。

　なのにどうしてと僕は目を剝むくが、

「おいおい、声がでかいって」

　ムサシは普段と変わらない様子で、至し極ごく真っ当な注意をする。

「そんなこと気にしてる場合じゃ──」

「いやいや気にしとけよ。他人に聞かせるような話じゃないだろ」

「う、うん……」

　諭さとされ納得するも、どこか釈然としない。それでも疑問を優先し、ぐぐっと目に力を入れて迫ると、

「今まで言ってなかったけど、俺はブタなんだよ」

　やはり気合いの入った僕とは対照的に、自然体でムサシは告げる。

　でもいや、ブタって。

「急にそんな、自じ虐ぎやく的てきなこと言われても……」

「ちげーよ！　誰だれもそんな意味で言ってねえよ」

　自分から振っておきながら、ムサシは半眼で僕を睨にらむ。

「そうじゃなくて、俺はブタの擬ぎ人じんなんだよ」

「なんだそういう意味──ってええっ！」

　注意されたばかりだというのに大声で叫んでしまうが、それは不可抗力というものだろう。

「え、えっとそれって──」

　再び目を丸くしながら詳しく訊きこうとするが、

「そろそろ人増えてきたし、続きはまた後でな」

　ムサシはひょいっと立ち上がると、ひらひらと手を振り自分の席へと戻っていく。

　啞あ然ぜんとしながら見送る僕から、眠気は完全に抜け去っていた。




　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊




　全く集中できない授業、そして欠片かけらも癒いやされない休み時間を乗り越えること四回。

　ようやく待ちに待った昼休みを迎えた僕は、弁当片手にムサシを引っ張るようにして教室を飛び出した。人ひと気けの少ない場所を求めて校内を走り、最終的に中庭で落ち着く。

　ここには生徒が憩いこえるよう、いくつかベンチや長椅子が用意されているのだ。他にも弁当を食べる生徒がぽつぽつと見受けられ、僕らもそのうちの一つに腰を下ろす。

　ベンチの端から、僕、ムサシ、そしてさよさん。

　……うん。

　出発時は二人だったはずなのに、気がつけば人数が一人多い。

「……さよさん、いつの間に？」

「教室を出たときからずっといたよー？　わたしとお兄ちゃんは、いつでも一緒だもん」

「そ、そうなんだ」

　全然気付かなかった。あと二人を引き離そうとする感じになってごめんなさい。

　でもどうしよう。やっと昼休みになったというのに、これじゃあ話が聞けない──

「よし。じゃあ朝の続きを説明すっか」

　なんて僕の悩みを知ってか知らずか、弁当の蓋ふたを開けながら、ムサシはこともなげに言う。

「えっ？　そ、その、……いいの？」

　擬ぎ人じんにとって、正体をバラすタイミングはかなり大事なのでは。摩ま耶やに怒られたことを思い出しながら、ちらちらと視線でさよさんを指し示していると、

「──ああ、そんな心配してたのか。だったら大丈夫だぞ」

　ようやく合点がいったとばかりに、ムサシは大きく頷うなずく。

「とっくの昔から、さよは俺の正体を知ってるぜ」

「へ？　そうなの？」

「おうよ。なにせこいつは、俺の飼い主だからな」

　こともなげに、さらりととんでもないことを言い、

「そうだよー。お兄ちゃんはわたしのペットなんだ」

　さよさんもさよさんで、見慣れたほんわかした笑顔のままあっさり認める。

　なんだこの兄妹。

「つまり……、醜みにくいブタ野郎って自称は、やっぱり比ひ喩ゆ表現だったってこと？」

「違うって言ってんだろ。あと醜いとか足してんじゃねえ。……これはお前に限った話じゃないけど、人間はブタに対して偏へん見けんを持ちすぎだぞ」

　ムサシは僕を一ひと睨にらみして、軽く嘆息。
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「そうじゃなくてだな、俺の正体は、日ひ名な倉くら家けで飼われてるペットのミニブタなんだ」

「…………あ、そういうことか」

　遅ればせながら、僕はやっと事情を悟る。

　タンチョウにツシマヤマネコ、そしてハクセンシオマネキと絶滅危き惧ぐ種しゆの擬ぎ人じんとばかり出会ってきたけど、当然ながら地球上の全ての動物が、絶滅の危機に瀕ひんしているわけではない。

「ムサシは恩返しのために、日名倉家にいるわけじゃないんだ」

「まあな。そりゃ恩は当然感じてるけど、それを返すのがメインじゃねえ」

　似てない双ふた子ごと有名だったけど、本物の兄妹でないのだから当然だ。ふむふむと僕が感心していると、「そうそう」とさよさんも頷うなずく。

「お兄ちゃんは大切な家族だからね」

「……うん」

　家族、か。

「元々はママがパパと結婚する前から、お兄ちゃんを飼ってたんだ。わたしの十歳の誕生日に、いきなり人間の姿に変身できるようになったんだよ」

「まあ当時は、もっとスマートだったんだけどな。ブタは普通、体たい脂し肪ぼう率りつ二十パーセント以下だってのに、無理矢理太らせやがって」

「だってもっちりしてた方が可愛いじゃない」

　ムサシの脇腹を摘つまみ、さよさんはにっこり笑う。

「もっとたぷたぷになってくれてもいいんだよ？」

「勘かん弁べんしてくれ」

「もー！　お兄ちゃんそればっかり。もっと妹のお願いを聞いてよね！」

「もう十分聞いてるつもりだぜ？」

「うそつきー。昔みたいにむーちゃんって呼ばせてくれないし！」

「だって恥ずいだろ。家の中だけだったらいいけど、お前絶対外でも呼ぶし」

「ママは許してるのに？」

「母さんは俺の命の恩人だからな。特別だ」

「ずるいよそんなのー！」

　さよさんはぷくりと頰ほおを膨ふくらませるが、その目は幸せそうに笑っている。

　人間と擬人──動物。本来はお互い言葉すら通じない相手だというのに。

　こんなにもいい関係を築くことが可能なのか。

（……うん。やっぱり）

　自作自演で数をこなそうとする横よこ山やまのやり方。それはやっぱり違うんじゃないかと、僕は改めて思った。

　弁当に箸はしをつけてからも二人の微笑ほほえましいやりとりは続き、

「んんん……？」

　ほのぼのした気持ちで眺めていた僕は、あることに気付いて首を傾かしげた。

　さよさんの弁当の大半を占める、とあるおかず。事情を知った上で見ると、それがとても不自然に感じられたのだ。

「あの、さよさんが食べてるのって……」

　箸はしで指し示す──なんて不ぶ作さ法ほうなことはするなと姉さんにしっかり躾しつけられている。代わりに恐々と視線で窺うかがうと、

「これ？　豚の生しよう姜が焼やきだよ」

　違ってくれという僕の願いはあっさりと外れ、予想は正解してしまう。

「わたし、豚肉だーい好きなんだ」

「そ、そっか……」

　一点の曇くもりもない満面の笑みを向けられ、僕もどうにか引ひき攣つった愛想笑いを返す。表情を固定したままぐぎぎと硬い動きでムサシを見み遣やると、ミニブタの擬ぎ人じんは疲れたように力なく笑みを浮かべた。

「な、仲いいんだ」

「まあな」

　倫理的にどうなんだろうともの凄すごく思うが、当人達が納得してるなら、僕が口出しするのは違うだろう。

　見なかったことにして、僕も自分の弁当へ意識を移すと、

「大和やまとんとこも仲いいんだろ？」

　少しでも話題を逸そらそうとしてか、ムサシが的外れなことを言った。

「いや？　全然」

「あれ？　そうなのか？」

　意外そうに目を丸くされても、全く心当たりがないんだけど。

「うん。どうしてそう思ったの？」

「そりゃお前、……弁当だよ」

　結局話題が戻ってしまい、日ひ名な倉くら兄は舌打ちして顔を顰しかめる。

「弁当？　鶴つるの肉は入ってないし、食べたこともないけど？」

「誰だれもそんなこと言ってねえよ！　……じゃなくてだな、最近のお前の弁当、前までと比べて気合いが入ってるじゃねえか」

「そ、そんなことないよ？」

「あるっての。その反応からすると、自分でも気付いてんだろ」

　輪切りのトウモロコシをしゃくしゃくと齧かじりながら、ムサシはふんと鼻を鳴らす。ブヒブヒとは鳴らないんだなと、思わず失礼なことを考えてしまった。

　……まあ、それはともかく。

　小学生の頃から、僕は葛かつら城ぎ家けで料理を担当していた。

　姉さんの力になりたいと願い、自分からやらせてくれるよう頼み込んだのだ。姉さんに不味まずい料理を食べさせるわけにはいかない！　と気合いを入れ、毎日修練に励んだものである。

　図書館で本を借りたり、ネットでレシピを検索したり。もちろん栄養のバランスも忘れない。献こん立だてを考えるのが楽しく、僕は自分でも、料理をするのが好きなのだと認識していた。

　だけど。

　今年の春に姉さんが家を出て行くと、僕の料理に対する情熱は、すっかり消えてしまった。

　つまり僕は『料理』そのものが好きなのではなく、『姉さんに料理を食べてもらうこと』が好きだったのだ。自分のためだけに作る料理はどうにも気が乗らず、気がつけば毎日似たようなものばかり作るようになっていった。

　けれどここ十日ほど。言われてみれば確かに、料理を楽しんでいた気がしないでもない。

　足が遠のいていたちょっと離れたスーパーへ久々に顔を出し、本棚から料理本をいくつか引っ張り出して。

　全ては、摩ま耶やに美味おいしいものを食べてもらうために。

　で、でもあれだ、それは相手が摩耶だからだったわけではないし、そもそも美味しい料理を食べさせようと頑張ることと、仲がいいことはイコールではない。うん。

「そ、そういえば、どうしてムサシは僕の家に、摩耶──鶴つるがいることを知ってたんだ？」

　このままだと不名誉な勘違いをされてしまいそうなので、早口で話題を変えることにした。

「ムサシは日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいに所属してるわけじゃないんだよね？」

「俺自身はな。でも同じ街に住む擬ぎ人じん同士ってことで、協会内に何人か知り合いがいるんだ」

　あーん、とさよさんに差し出された卵焼きを、慣れた様子で食べながらムサシは頷うなずく。クラスの男子から嫉しつ妬とと羨せん望ぼうを集める見慣れたやりとりだったが、事情を知った今では、ちょっとだけ餌え付づけのように見えてしまった。ごめん。

「東京から鶴がやって来て、しかも恩返しをしないってことで、報恩協会以外の擬人のコミュニティでも話題沸ふつ騰とう中ちゆうだぞ」

「そんな大おお袈げ裟さな……」

「マジだって。協会にもメンツがあるし、そろそろ何か動きがあるんじゃないかって噂うわさだぜ」

　うん。それもう昨日あったよ。

　説明してもいいが、横よこ山やまのことを話すと飯が不味まずくなりそうだ。気分も乗らないことだし、どうせ勝手に伝わるだろうということで、僕も手つかずだった自分の弁当を片付け始める。

「はあ……」

　ムサシの口振りからすると、そのうちまた横山以外の擬人が襲しゆう撃げきに来てもおかしくない気がする。そのとき摩耶の説得材料として狙ねらわれるのは、やっぱり僕だろう。

　胃がキリキリと痛み、食欲はますます失われていった。
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　学校から家まで、自転車で三十分。

　普段ならそれくらいの時間で余裕で着く距離なのだけれども、今日はその倍近くかかってしまったのは体調のせいなのか、はたまた家に帰りたくないという心理が無意識で働いたのか。

　姉さんが待っていてくれるのなら十分もかからないのに……などと嘆きながら重いペダルをこぎ進め、

「げっ……！」

　自宅が見えた途端。敷しき地ちに入る前に、急ブレーキをかけるはめになった。

　またもや玄関前に、見知らぬ人物がいたのだ。

　昨日と違うのは、その人物が女性であること。それと横よこ山やまのように立って待機しているのではなく、ピンポンピンポンとうるさいくらいチャイムを連打していることか。

　横山と同様──いやそれ以上にお近づきになりたくない。

「どうしよう……」

　自転車を降り、少し離れたところから様子を窺うかがう。家にいるはずの摩ま耶やが対応する様子はなく、このまま諦あきらめて帰ってくれないものかと願っていると、女性はがしがしと頭を搔かき、玄関を離れる。

「おっ……！　……おっ？」

　僕が喜んだのも束の間。女性は帰るのではなく、家を囲むブロック塀べいへと軽やかに飛び乗る。その動きはしなやかで、思わず見み惚ほれてしまうくらい美しかった。

「……ってそんな場合じゃない！」

　女性は細いブロック塀の上を、まるで普通の道のようにひょいひょいと進む。そのまま家の裏手まで回っていくのが分かり、慌あわてて追いかけると、女性はしゅたっ！　っとネコの額ひたいほどの狭い裏庭に飛び降り、今は使われていない陶製の植木鉢を持ち上げた。

　そしてそのまま窓ガラスへと──

「ちょ！　ちょっと！　何をしてるんですかっ！」

　叩たたきつける直前、僕は大声で止めに入る。家の壁とブロック塀の隙すき間まを無理矢理通り抜けようとして引っかかり、顔しか出せない状況ではそれが精一杯だったのだ。

　制服が埃ほこりまみれになり、微妙に破れたりもしてしまったが、

「おっ？　なんだ、いるじゃねえか」

　その甲斐かいあって、女性はガラスを破壊することなく植木鉢を下ろしてくれた。

　歳は二十歳をいくつか過ぎたくらいだろうか。明るい茶色の髪をした、大柄な女の人だ。Ｔシャツにタイトなジーンズとラフな格好で、それがよく似合っている。健康的に日焼けしており、いきなり無茶な行動をしたのも納得な、どこかワイルドな空気を漂わせている。

　予想通り、まず間違いなく報ほう恩おん協きよう会かいの関係者だろう。

「あんたここの人間？　鶴つるに用があるんだけど」

「……案内するんで、表まで戻ってください」

　家に上げたくなんかないけど、この様子だと断ったら勝手に侵入するだろう。溜ため息いきを吐つきながらバックすると、女性は再びブロック塀に飛び乗り、すたすたと僕を追い抜いていく。

「ほら、早くしな」

「分かりましたから、ちょっと待ってください！」

　とんとんと急せかされるように玄関のドアを蹴けられ、壊されてはたまらないと慌あわてて鍵かぎを開ける。滑り込むようにして家の中へ飛び込むと、待機していたらしい由ゆ良らちゃんがすぐに出迎えてくれた。

「おかえりなさい大和やまとさん。さっきまで凄すごいチャイムが鳴らされてて、出ようか迷ったんですけど……、何かありましたか？」

「ええ、まあ」

　いくら後ろ暗いところがないとはいえ、若い女の子が寝泊まりしてるとご近所さんに知られたらやっかいだ。気を遣つかってもらって助かるのだが、……今回ばっかりは素直に出てもらってもよかったなと思いつつ、さっと横にずれる。

「今日もお客さんだよ」

　今度は誰だれさんだろう。同じ組織に属しているのだから、穏おん便びんに話し合いで解決して欲しいものだ。

「……どうも。はじめまして」

　しかし期待は外れ、由良ちゃんは警戒心も露あらわに背中を丸めて爪先立った。ぺこりと軽く会釈するが、女性からは一いつ瞬しゆんも目を逸そらさない。

「えっ？　知り合い──報恩協会の人じゃないの？」

「いいえ。本部でもこの街の支部でも、わたしは見覚えがありません」

　より警戒を強めながら、由良ちゃんは首を横に振る。だったら誰なんだと振り返ると、

「へぇ？　中々いい気迫じゃねえか」

　女性は好戦的な笑みを浮かべ、ぽきぽきと指を鳴らす。温厚なはずの由良ちゃんまで何故かそれに対抗し、白い歯を剝むき出しにした。

「喧けん嘩かするんだったら、買うぜ？」

「いやいやいやいや！　何しに来たんですかあなたは！」

　家の中で暴れられてはたまらない。睨にらみ合う二人の視線を遮さえぎるように立ち塞がると、女性はチッと舌打ち。

「……しょうがねえな。さっさと先に用を済ませるか」

　つまらなそうに鼻を鳴らし、やる気のない目で僕を見み遣やる。

「で、鶴つるはどこなんだ？　靴脱ぐの面倒臭いから、やっぱり連れてきてくれよ」

「そんな我わが儘ままな……。い、いえ、すぐ連れて来るんで待っててください」

　確かに履はいているブーツは脱ぐのが面倒そうだ──と納得したわけではなく、部屋に上がられると余計やっかいだと気付き、素直に従うことにした。

「絶対、ぜったい待っててくださいね？」

　謎の女性の警戒を由ゆ良らちゃんに任せ、急いで廊下を走る。由良ちゃんを二人っきりで残すのは、それはそれで不安があったけど仕方がない。

　まずは居間に行ってみると、探すまでもなくあっさり摩ま耶やは見つかり、

「おい……」

　がっくりと肩の力が抜け、思わず半眼になる。

　チャイムの音や由良ちゃん達の声は聞こえていたはずなのに、摩耶は畳たたみに寝そべり気楽にマンガを読んでいたのだ。

「あーお帰り大和やまと。今日の晩ご飯なにー？」

「……それどころじゃねえよ。ほら、ちょっと来てくれ」

「え？　嫌よ面倒臭い」

「お前もかよっ！　いいから早く！」

　渋る摩耶の手を引っ張り、強引に立たせる。逃がさぬようそのまま玄関へと連行した。

「お待たせしましたっ！」

「ん。……アンタが鶴つるの擬ぎ人じん？」

　幸いにも二人はまだ開戦しておらず、にやにやしながら由良ちゃんを見ていた謎の女性が、摩耶へと顔を向ける。

「アタシは虎とら子こ。報ほう恩おん協きよう会かいにいながら恩返しをするつもりがないやつがいるって聞いて、アンタをスカウトしに来たぜ」

「へっ……？」「スカウト……？」

　僕と摩耶が、そろって眉まゆを顰ひそめ、

「なっ、何を言っているんですか貴方は！」

　一番大きく反応を示したのは、指名された本人ではなく由良ちゃんだった。

「摩耶さんを報恩協会から引き抜こうだなんて、そんなの許しません！」

「許すも許さないも、決めるのは鶴だろ？」

「くっ──。そ、それはそうですけど……！」

　軽く肩を竦すくめ、謎の女性──虎子さんは真っ当に指摘。由良ちゃんはぐぬぬと唸うなるも、瞳どう孔こうを縦長にして虎子さんを睨にらむ。

「そもそも貴方は何者なんです？　どうして貴方達の組織は、摩ま耶やさんを欲しがっているんですか!?」

　三角形の耳も生やし、完全に臨戦態勢へ。しかし虎とら子こさんは怯ひるむどころかにやりと楽しそうに笑い、茶色い髪が一部黒く──虎とら柄がらに染まる。

「別に欲しがってるわけじゃないさ。引き抜きじゃなく、ただの勧かん誘ゆう。協会を抜けたいのなら、受け入れるってだけだぜ。アタシ達は組織ってわけじゃなく、あくまで個人の集まりだしな」

　ちらりと僕を見み遣やる。その目は怖ろしく冷たかった。

「アタシ達は人間に媚こびを売るのをよしとしない、野生の誇り高き集団なんだ」

「こ、媚びってそんな……」

　あんまりな言い草に、僕は啞あ然ぜんとする。由ゆ良らちゃん達は決して、そんなことはしていない。恩を受け、それを返す。人間と擬ぎ人じんは、あくまでも対等なはずだ。

　だけど──

「だろ？」

「っ──、」

　そう思っているはずなのに。虎子さんのたった二文字の言葉に対して、僕は言い返すことができなかった。

　そういう一面もあると、心のどこかで薄々認めてしまっているのだろう。

「……貴方だって、虎──絶滅危き惧ぐ種しゆでしょう」

　報ほう恩おん協きよう会かいの一員である由良ちゃんは、僕とは違って言い負かされることなく反論。しかし媚び云々に関しては触れず、彼女も認めているも同然だった。

「仲間を絶滅の危機から救いたいとは思わないんですか？」

「別に思わないぜ？　自然の掟おきてに従い、弱いやつは滅びるだけだ」

「そんなっ──！　本当にそれで平気なんですか!?」

「それが弱肉強食ってやつだろ」

　軽い調子で答える虎子さんに、無理をしている様子はない。噓偽りない本音なのは明らかで、由良ちゃんは愕がく然ぜんとする。

「アンタの言った通り、アタシは絶滅危惧種──スマトラトラだ。この国に本来生息していない種のアタシが、どうしてここにいると思う？」

「それは……」

「答えは簡単。密輸されたのさ」

　返事を待たず、虎子さんは自じ虐ぎやく的てきに笑う。

「ワシントン条約とかいうので、スマトラトラは保護されてるらしいじゃねえか。なのにアタシはこうして連れてこられた。アタシが捕つかまったのは間抜けだったからで、それはいいとしても、人間は禁止されていようが、金や楽しみのために密みつ猟りようを繰り返すような連中なんだぜ。

　アンタはそんなやつらに媚こびを売れって言うのかい？」

「……！　……っ」

　反論しようと由ゆ良らちゃんは口を開くが、結局何も言葉にできないまま口を閉じ、ぐっと唇を嚙かみ締める。

「分かったら、協会の犬は黙ってな」

「……わたしは犬ではありません」

「そうだな。可愛い可愛い子猫ちゃんだ」

「くっ──」

　小馬鹿にして再び喧けん嘩かを売るが、由良ちゃんは今度は挑発に乗ろうとしない。彼女がぐっと堪こらえるのを見て、虎とら子こさんは退屈そうに鼻を鳴らした。

「ちぇっ。……んで、どうする？」

　もう興味はないとばかりに摩ま耶やへと体ごと向き直り、

「アンタは──……」

　あんぐりと、大きく口が開きっぱなしになる。

　話題の中心であるはずの相手が、立ったまま壁にもたれかかるようにして寝ていたからだ。

「……んんっ？　話終わった？」

　漂う微妙な空気に気付いているのか気付いていないのか。摩耶はがくっと首が落ちた衝しよう撃げきで目を覚まし、三人の注目が集まる中、堂々とあくびをする。

「お、おいアンタ、何で寝てるんだよ！」

「だって退屈なんだもの。仕方ないじゃない」

　虎子さんに凄すごまれても、萎い縮しゆくするどころか眉まゆを吊つり上げ怒りアピール。

「そもそもあんた、どこ情報なのか知らないけど、私が恩返しをするつもりがないって決めつけないでよ。やる気ならちゃんとあるんだから」

「噓うそ付くなよ」「やる気ないじゃないですか」

　場の雰囲気的には黙っているのが正解なのかもしれないが、反射的に僕と由良ちゃんは反論してしまった。

「ほらね？　二人ともこう言ってるでしょ」

　しかし摩耶は取り繕つくろおうともせず、僕らの発言を自分への弁護のように取り扱う。

　いやいや、そんなので騙だまされるやついないから。

「……なんだ。アンタも結局、協会に尻尾しつぽを振るんだな」

「残念。私は鶴つるだから尾お羽ばねはあっても尻尾はないのよ」

　変わらず軽口を叩たたくと、今度は虎子さんも目つきを鋭するどくし、

「あんな連中に協力するってのか！　プライドを捨て、金のため──」

「行かないって言ってるでしょ！」

　声を荒げるが、それはもっと大音量の叫びでかき消された。

　まるで、彼女に喋しやべらせまいとするかのように。

「……私はちゃんと大和やまとに恩返しをするまで、この家を離れるつもりはないのよ」

　喉を酷こく使ししたのはさっきの一度きりだけで、摩ま耶やは声量を戻し、訴える。その内容は突っ込みどころ満まん載さいだったが、僕は別のことに気を取られ、口を挟めなかった。

　──またか、と。

　左右の指をキツネの形に──タンチョウ突きの構えにして、摩耶は両手を高く掲げる。いかにも虎とら子こさんが好きそうな、争いも辞さない態度に、

「そうか。じゃあな」

　彼女はけれど主張を受け入れ、くるりと背を向ける。

「ええっ！　い、今ので納得したんですかっ!?」

　あまりに意外過ぎたのだろう、由ゆ良らちゃんがその背中へ声をかけるが、虎子さんは振り向きもしない。

「引き抜きじゃなく勧誘だって、最初に言っただろ」

　興味が失うせたとばかりに、あっさりと家を出て行ってしまった。
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「待ってください！」

　ほんの少しだけ迷い。僕は帰ろうとする虎子さんを追いかけ、家を飛び出した。

　彼女にとって、僕は憎いはずの人間だ。無視されてしまうのではと思ったが、追い着くとちゃんと足を止めてくれた。

「何か用か？　人間」

「はい。僕に、……報ほう恩おん協きよう会かいについて、教えて欲しいんです」

　人間に恩返しをする擬ぎ人じんのための、相そう互ご扶ふ助じよ組織。

　初めて会った日に、由良ちゃんによってそう聞かされていた。しかし実際は自作自演により恩の押し売りをしており、さらには他にも、僕の知らない内情がきっとあるはずだ。

　昨日の横よこ山やまに対して、そしてさっきの虎子さんのときも。彼らが何かを語ろうとすると、摩耶は強引に話を遮さえぎり妨害していた。

　それが何なのかを、僕は知りたかった。

「協会のことなら、そいつに訊きいたらどうだ？」

　面倒そうにがしがしと頭を搔かき、虎子さんは僕の後ろへと顎をしゃくる。振り返ると同じく追いかけてきていたらしく、数歩離れた場所に、ぽつんと由ゆ良らちゃんが立っていた。

　一いつ瞬しゆん僕と目を合わせるが、すぐに逸そらし、

「……わたしからも、お願いします」

　虎とら子こさんへ対して、深く頭を下げる。

　三角形の耳を引っ込め、瞳どう孔こうを丸くし。まるで武装解除をするように、完全にツシマヤマネコの要素を消して。

「わたしは日に本ほん報ほう恩おん協きよう会かいに所属しながら、自作自演の恩返しをしていることすら知りませんでした。誰だれからも、教わっていませんでした」

　すうっと深く息を吸い込み、真しん摯しに虎子さんを見つめる。

「協会の真実を、わたしは知りたいんです。──知らなくてはならないんです」

「……お願いします！」

　由良ちゃんに倣ならい、僕も頭を下げる。

　了承してくれるまで、どれだけ長い時間だろうとこの体勢のまま耐えてみせると決意を固めていると、

「……真実って言うほど、たいした内情じゃないけどな」

　拍子抜けするほどあっさり、虎子さんは頼みを聞き入れてくれた。苦笑しながら、やれやれと肩を竦すくめる。

「立ち話もなんだ、ついて来な」

　それだけ言うと、返事も待たずにさっさと歩き出す。僕と由良ちゃんは顔を合わせて頷うなずきを交わすと、遅れないよう小走りで彼女を追いかけた。
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「着いたぜ。ここだ」

「やっと……ですか……、」

　駅前の通りから一本路地に入ったところにある、古びたマンション。虎子さんがようやく足を止めたとき、僕は息も絶え絶えになっていた。

　駅前は駅前でも、ここは僕の最寄り駅から三つ隣となり。その距離を虎子さんは、だらだらと寄り道しながら約一時間かけて歩いてきたのだ。

　僕と由良ちゃんの決意を試すため──とかではなく、ただ単に虎子さんにとって、それが普通なのだろう。しかも歩くといっても僕の小走り程度の速度で、いきなりゴールも分からず連れ回された僕には正直かなりきつかった。途中で犬をからかったりする休きゆう憩けいを挟まなければ、どこかで脱落していたかもしれない。

「ほれ、さっさと降りな」

　トントンと、虎とら子こさんは軽やかにビルの地下へと進む。突き当たりの素そっ気けないドアを、チャイムも鳴らさずに入っていった。

「お邪じや魔まします……」

　おっかなびっくり僕も後に続くと、室内はかなり薄暗かった。

　広さは教室の半分くらいだろうか。カウンターとテーブルがいくつか置かれ、壁の一面には大量の酒さか瓶びんが並べられている。看板らしきものは外に見当たらなかったが、どうやらここはバーのようだった。

「戻ったぜ、ダンナ」

　虎子さんが奥へ声をかけると、バックルームから一人の男が現れる。

「虎子か。こっちはまだ準備中なんだがな」

「かたいこと言うなって。あとこいつら、報ほう恩おん協きよう会かいについて知りたいらしいんだ。頼んだぜ」

　それだけ言って、虎子さんは部屋の隅に置かれたソファに寝そべる。目を瞑つむり、ものの数秒で寝息を立て始めた。

　あまりにも雑で勝手な行動だと呆あきれてしまうが、

「……とりあえず座ったらどうだ」

　慣れているのか男はふぅと軽く息を吐き、目の前のカウンターを顎あごで示す。

「す、すみません」

「よろしくお願いします」

　申し訳ないとは思うが、今さら帰るわけにはいかない。素直に席に着くと、男の鋭するどい眼光が僕と由ゆ良らちゃんを貫いた。

　灰色の髪をオールバックにした、落ち着いた瘦やせ型の男だ。歳は六十前後に見えるが、背筋は真っ直ぐに伸び、老いの衰おとろえを感じさせない。むしろこう年を取りたいと憧あこがれるような、渋い雰囲気を漂わせている。

　アイロンの利きいたバーテンダー姿が、ばっちりと決まっていた。

「突然すみません。わたしは日本報恩協会に所属しております、西にし峯みね由良と申します」

「えっと、葛かつら城ぎ大和やまとです。……ただの、人間です」

　名刺を差し出す由良ちゃんに便乗し、僕も自己紹介をしておく。

「最近話題の、鶴つるの関係者か。また妙な連中を連れて来たもんだな」

　虎子さんへとちらりと目をやり、男は軽く嘆息。

「俺はこの店をやっている者だ。店長でもマスターでも、好きに呼ぶといい」

「では店長。貴方は彼女の──野生の誇りを謳うたう擬ぎ人じん集団の、リーダーなのですか？」

　雰囲気でそう判断したのか、同じく隅にあるソファを一いつ瞬しゆん見み遣やり、由良ちゃんはいきなり切り込んでいく。虎子さんと相あい対たいしたときほどではないにしろ、その顔つきは普段と比べ、かなり強こわ張ばっている。

「一応そうなるが、言うほど大したものではないぞ。この店がそういう擬ぎ人じんの溜たまり場ばになっているもんで、勝手にまとめ役を押しつけられてるだけだ」

　開店準備だろうか。カウンター内で何かしら作業しながら、マスターは（僕はこう呼ぶことにした）微かすかに苦笑い。

「それで、お前らはどうしてここに？　報ほう恩おん協きよう会かいのことなら、そっちの嬢じようちゃんが詳しいんじゃないのか」

「それは──」

「わたしでは分からないからです」

　僕が説明をしようとするが、由ゆ良らちゃんが声を被かぶせ、その役割を奪う。

「わたしは報恩協会に所属しながら、協会が自作自演の恩返しをしていることすら知りませんでした。そして他にもまだ知らないことがあると、昨日と今日で、やっと認識したんです。それが何なのかを知らない限り、わたしは協会の一員だと胸を張ることができません」

　虎とら子こさんへも打ち明けた、彼女の事情。

　自らの恥であり、何度も口に出したいことではないに決まってる。それでも由良ちゃんは僕に丸投げすることなく、進んで問いかける。

「近い将来、わたしは自分でも恩返しをしたいと考えています。その前に、どうしても協会の真実を知っておかなくてはならないんです」

「……僕からも、お願いします」

　巻き込まれただけの部外者でしかないけれど。

　関わってしまったからには、知らずにはいられなかった。

「組織として極ごく当たり前のことをしているだけだと、俺は思うがな」

　軽く息を吐き、マスターは目を細めて由良ちゃんを見み遣やる。

「嬢ちゃんは報恩協会を、どんなところだと思っていたんだ？」

「文字通り、擬人による恩返しを支援する組織だと。助けてくれた人間に恩返しをすることによって、動物の地位向上を図り、保護を促そく進しんするのが目標なのだと考えていました」

「まあ、間違ってはいないな」

　ゆっくりと頷うなずく。そんな何気ない仕草まで重く渋いマスターに、こんな状況だというのに一いつ瞬しゆん見み惚ほれそうになってしまった。

「善意の上に成り立っていると思っていたのに、実際は自作自演で恩の押し売りをしていることを知り、ショックを受けたってわけか」

「……はい」

　項垂うなだれるように、由良ちゃんは背中を丸める。

「理解者を増やすため、数をこなさないといけないという理論も、分からないわけでは、……ない、の、ですが……」

　譲歩するようなことを口にしつつ、やはり認めるのには葛かつ藤とうがあるのだろう。その声は途切れ途切れで、どんどん小さくなっていく。

「おい坊ぼう主ず、」

　由ゆ良らちゃんが沈黙してしまったのを見届け、マスターは今度は僕に話を振る。

「人間としての答えを訊きこう。自作自演により動物の恩返しを受けた人数が増えれば、その種は絶滅を逃れられると思うか？」

「それは──。……いいえ」

　僕が静かに首を横に振ると、ツシマヤマネコの少女は驚いたように目を丸くした。

「いくら水増しできるといっても、個人で活動する以上、その数には限りがあります。そりゃ自演しないよりは保護活動が活発になるかもしれませんけど、それだけで救えるほど単純な話とは思えません」

　昨日、横よこ山やまが帰ってから、ずっと考えていた。

　あいつの口振りからすると、一つの種で複数の擬ぎ人じんがいることは稀まれな様子だった。となると必然的に、たった一人で自らの種の理解者を量産することになる。

　いくら自作自演であっても、日に何人もこなすというのは不可能だろう。同じ手段で手当たり次第に恩を売っていては、すぐに自演だとバレる危険性が高い。となると準備にもそれなりの時間が必要であり、最初に想像したほど効率がいいとは思えなかった。

　それに、もし多数の人間を集められたとしても──。

「本気で保護活動をするには、その動物に対する熱意と同じくらい、先立つものが必要なんじゃないでしょうか」

　家でペットとして飼うのだとしても、毎月一定額の出費がかかるのだ。動物によっては飼育環境を整えるのに、かなりの初期投資を必要とするものもある。

　ましてや種をまるごと保護しようとするならば、その比などではないだろう。

「正解だ」

　感心したように、マスターは少し眉まゆを上げる。だけどせっかく当たったというのに、ちっとも嬉うれしくない。

「人間社会では、何をするにもとにかく金がいる。保護センターの設立や保護区の確保、世話をする職員や密みつ猟りよう対策の監かん視し員いんの人件費……、生態調査をするところから考えると、本気で絶滅危き惧ぐ種しゆを救おうと思ったら、膨ぼう大だいな額が必要になる。しかもそれは一時的な出費で収まるのではなく、その種が一定数に回復するまで、継続して費用が発生するのだ」

「っ……！」

　説明の途中で由良ちゃんはがばっと立ち上がり、

「それらを確保するため、報ほう恩おん協きよう会かいの連中は政治家や大企業の幹部──地元の有力者にターゲットを絞り、恩の押し売りをしているはずだ。自演だとバレないよう、手を変え品を変え、な」

「そん、な……」

　膝ひざから崩れるようにして、また椅子に腰を下ろす。そのまま滑り落ちそうになってしまい、慌あわてて横から支えた。

「ただ自作自演をするだけではなく、そんなことまで……！」

　よほどショックだったのだろう、彼女は自分で自分を抱き締めるようにして、ぶるぶると震ふるえる。

　しばしカチャカチャと、マスターが作業をする音だけが店内を支配し、

「さっきも言ったが、極ごく当たり前のことをしているだけだと俺は思うがな」

「なっ──！」

　ぽつりと呟つぶやくような言葉に、由ゆ良らちゃんは鋭するどく反応した。さっと素早く顔を上げ、凶暴な目でマスターを睨にらむ。

「完全に人の善意を踏ふみにじっているのにですかっ！」

「ああ。そうだ」

　剝むき出しの牙きばを向けられるも、しかしマスターは気にも留めない。

「人間の心情などより自分達の生存を優先して、何が悪い？　そもそも人間のせいで、絶滅の危機に陥ったのだろう。それに手段を選んでいる余裕なんて、本当にあるのか？」

「っ……！」

「……滅んでから後悔したところで、もう取り返しはつかんぞ」

　またも息を飲む由良ちゃんへ最後にかけられた言葉は、どこか優しく、重い実感がこもっていた。

「店長、貴方は……？」

　由良ちゃんも同じ感想を抱いたらしく、はっとして敵意を消す。マスターは自じ虐ぎやくするように薄く笑い、

「俺は、ニホンオオカミの擬ぎ人じんだ」

「えっ──！」

　今度は僕が驚きで立ち上がる番だった。

　ニホンオオカミといえば、僕でも知っている。

　かつて日本に存在し、もう百年以上も前に絶滅してしまったとされる種だ。

「もはや滅びたはずの存在でありながら、こうして生き恥を晒さらしている」

　マスターは軽く頭を振り、そっと目を閉じる。

　自分以外、その種が全て死に絶えているというのは、いったいどういう気分なんだろう。立場を置き換えると、僕を残し、全ての日本人が死亡してしまった状態になる。

　それを行おこなったのは、やはり人間なのだ。

「マスターはやっぱり、……人間を、憎んでいますよね」

　僕が生まれる前の出来事とはいえ、責任を感じてしまう。落ち込み肩を落としていると、

「別に、憎んでるってほどでもない」

　開いた目を細め、マスターは穏おだやかに僕を見み遣やる。

「生存競争に負けた生物が滅びる。それは自然の摂せつ理りだ。弱かった自分が悪いのであって、負け犬の遠吠えは見苦しいだけだ」

　ここに集まる者の共通認識なのだろうか。そのスタンスは虎とら子こさんとよく似ている。

　それが、僕には寂しかった。

　つまり彼らは、最初から人間に期待などしていないということだから。

「──それに、だ」

　揃そろって俯うつむく僕と由ゆ良らちゃんの前に、マスターはカチャリと何かを置く。

　僕にはホット、由良ちゃんにはアイスの珈琲コーヒーを。

「マスター……？」

「人間の文化に関しては、俺も嫌いではない。アルコールもこいつも、人間以外の生物では生み出せないからな」

　好きに使えと、砂糖とミルクも並べてくれる。

「……いただきます」

　僕は砂糖を一つ、由良ちゃんは両方をたっぷり入れて口を付ける。普段は緑茶か紅茶ばかりで珈琲は滅多に飲まないけれど、それは僕を芯から温めるように、とても美味おいしく感じられた。

「もし報ほう恩おん協きよう会かいのやり方に納得できないのなら」

　一気に飲み干した由良ちゃんへ、苦笑しお代わりを注ぎながらマスターは語りかける。

「いつでもこの店に来るといい。ここは人間社会で生きる、擬ぎ人じんのための場所だからな」

「……」

　由良ちゃんは返事をせず、今度はゆっくりと珈琲を味わう。

　ストローを咥くわえたまま、しばらくして微かすかに頷うなずいた。

　しばし無言のまま、ゆっくりと時は流れ──。

「そろそろ、開店の時間だな」

　二杯目の珈琲が空になった頃。グラスを磨みがきながら、マスターが口を開く。

「子供は立ち入り禁止だ。お前らは帰るといい」

「……はい」

「ありがとう、ございました」

　お礼を言って立ち上がり、出口へと──

「──あのっ！」

　向かっていた足を止め、僕はマスターへと振り返る。

「また、来てもいいですか？」

　擬ぎ人じんかどうかは関係なく、もっと彼の話を聞き、珈琲コーヒーを飲みたいと思った。しかしその願いは届かず、マスターは静かに、きっぱりと首を横に振る。

「坊ぼう主ずはもう、ここへは来るな」

「そんなっ！　どうして──」

「ここは擬人のための場所だからだ」

　厳しい顔つきで、真まっ直すぐに僕を見据える。

「この店に出入りする者の中には、人間を嫌っている者も、憎んでいる者もいる。近づかないのがお互いのためだ」

「…………はい……」

　その言葉に反論の余地はなく、素直に従うしかない。

　人間である僕は、この空間では異物なのだ。

　そんな当たり前のことを痛感しつつ、もう一度ぺこりと頭を下げ、僕は店を後にした。
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　一人でじっくり考えたいという由ゆ良らちゃんと途中で分かれ、僕が家に帰り着いたときには、もう日が暮れてしまっていた。

　二日続けて夕食の時間を破ってしまったが、昨日と同じく今日も食欲はない。出前で勘かん弁べんしてもらうかと思いながら摩ま耶やを探すと、彼女はテレビの前で体育座りしながら、いつものようにレースゲームをしていた。

「……ただいま」

「……お帰り」

　今思い返してみると、僕は摩耶に何も告げないまま、虎とら子こさんを追いかけ家を飛び出していた。なのにどこへ行っていたのか訊きいてこないということは、彼女も僕が今までどうしていたのか、きっと察しているのだろう。

「……なあ、」

　摩耶の隣となりに腰を下ろし、彼女ではなく同じくテレビの画面を見つめる。

　横よこ山やまや虎子さんが報ほう恩おん協きよう会かいについて語ろうとすると、彼女はその都つ度ど妨害していた。ということは、つまり。

「摩耶は初めから、知ってたんだな」

　何についてなのかは、わざわざ説明しない。

　それでも摩耶は小さく溜ため息いきを吐つき、

「……まあ、ね」

　やはりテレビ画面を見つめたまま、立てた膝ひざに顔を埋めるようにして頷うなずく。

「大和やまとが知ったってことは、由ゆ良らも？」

「……ああ」

「そっか……。あの子は真面目だから、きっとショックだったでしょうね」

　僕と摩ま耶やが見つめる先で、キノコの乗ったバイクがコースアウト。トップを独走していたのが、追い抜かれてしまう。

「摩耶は……」

「ん……？」

「……摩耶は、どうだったんだ？」

　由良ちゃんに伝えまいとしていた事実を、自分自身で知ったときは。

「……」

「……」

「……私が、」

「……」

「私が人間に化けられるようになって、すぐに報ほう恩おん協きよう会かいに拾われたってことは、前にも話したわよね？」

「ああ。聞いた」

　画面に映る髭ひげ親父の陽気な声とは対照的に、淡々と摩耶は語る。

「協会の本部へ連れて行かれた私は、その日の内に『鶴つるの恩返し』について教えられたわ。これと同じことをして、仲間を絶滅の危機から救おうって誘われたの」

「……」

「何て素敵なんだって感動したのを、今でもよく覚えているわ」

　当時のことを思い出してか、少しだけ声が弾む。

「人間が罠わなから助けてくれて、鶴もその恩に応こたえて。たとえ種族が違っても、お互いを想おもい合い、助け合うことができるんだって。……私でも、鶴と人間の架かけ橋はしになれるのかななんて、夢みたいなことを考えちゃうくらい」

「べ──、……っ」

　別に夢なんかじゃない。

　そう言ってやりたかったけれど、僕の口は思い通りに動いてくれなかった。

　報恩協会が目指しているのは対等な関係ではないと知っている以上、そんなのは薄っぺらい気休めにもならないのだから。

「それから私は、人間に恩返しをするための勉強を始めたわ」

　話すのを再開するのと同時に、画面でも新たなレースがスタート。最後尾からキノコの乗ったバイクが走り出す。

「人間社会の一般常識や、人間の感情を学ぶための心理学、想定される恩返しに必要そうな技能──何より『鶴つるの織おり物もの』の織り方の習得。学ばなければいけないことは沢山あり、幸か不幸か私が恩返し可能な外見に育つまで、時間は十分にあったわ」

「……心理学まで勉強してたのか」

「あくまでも基本的なことくらいだけどね。どうすれば喜んでくれるのかを知ってた方が、恩返しがしやすいでしょ？」

　摩ま耶やは軽く言うが、それは容易たやすいことではなかったはずだ。鶴から人間へ──違う社会に適応するだけでも大変なのに、その上で更さらに学ぼうとするなんて。

　……今の彼女からは、とても想像できない。

「そんな生活が十四年くらい続いて、私もそろそろ実際に恩返しできそうだって浮かれてたある日、会長に呼ばれたの。あいつは私に有力者の名前が載のったリストを渡して、この中から恩返しをする相手を選べってほざきやがったわ。今まで養った分、働いてもらうぞってね！」

　怒りと共に発射された緑の甲こう羅らが桃のお姫様を直ちよく撃げきし、摩耶の操作するバイクがトップに躍おどり出る。

「頭に来て！　……協会に、失望して。私はその日以来、全てを投げ出しもう何もしなくなったわ。協会への抗議の意味と、あとは単純に、……虚むなしくなって」

　感情的に声を張り上げたのは一いつ瞬しゆんだけで、またすぐに控えめに落ち着く。

　誰だれよりも恩返しに対して熱心だったのに、急にやる気をなくしてしまったと、由ゆ良らちゃんも以前語っていた。

　その時は噓うそなんじゃないかと疑ってしまったけれど、今なら理解できる。もし僕が摩耶の立場だったとしても、唯い々い諾だく々だくと従うのは無理だっただろう。喩たとえるなら、姉さんが突然結婚するなんて言い出すくらいの衝しよう撃げきだろうし。

「ぐっ……、」

　想像しただけで目の前が真っ暗になり、血を吐きそうなほどのショックが僕を襲おそった。倒れ込みそうになってしまうのを、砕けんばかりの強さで奥歯を嚙かみ締めどうにか堪こらえる。

「……？　どうかしたの？」

「い、いや……、……大丈夫」

　このまま想像を引きずっていては危険だ。早急に思考を入れ替えなければ。

「それで！　……その、やる気をなくしてたのに、どうして今回、行動を起こしたんだ？」

　これまた由良ちゃんの話からすると、一年くらいそんな状態が続いていたらしいのに。

　純粋に気になっての質問でもあったのだけど、僕が訊きいた途端キノコの乗ったバイクがカーブを曲がろうともせずにコースアウト。一直線に崖がけ下したへと落下していった。

「摩耶……？」

　数秒後にコースに戻されても、バイクは発進しようとしない。訊いてはまずかったかと横へ顔を向けると、彼女は深く、長々と息を吐き出した。

「私はこの通り、中身に負けず劣らず見た目も美しいから」

　それまでの神妙さはどこへ行ってしまったんだと思うくらい、図太いことをぬかす。

「……んん？」

「私は内面も外見も、どっちも優れてるから」

「いいよ何度も言わなくて！」

　聞き間違いであってくれと願うも、摩ま耶やは澄まし顔で戯ざれ言ごとを繰り返す。内面は違うだろと言ってやりたいが、それだと外見に関しては認めていることになってしまうので、我慢するしかない。

　僕の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、彼女はにやりと笑い、

「ま、そのおかげで、別な利用手段を思いつかれちゃったってわけ」

　すぐにそれは、自じ虐ぎやく的てきに歪ゆがむ。

「わざわざ自作自演で恩の押し売りなんかしなくても、すでに繫つながりのある有力者に私を渡せば、それだけでパイプを強化することができるって、ね。擬ぎ人じんは法律の適応外の存在だし、喜ぶ人間は、きっと多いわ」

「そっ──、そんなことって！」

　絶対に許されていいわけがない。

　一いつ瞬しゆんで沸わき上がった怒りに突き動かされ、思わず立ち上がる。しかし摩耶は落ち着けとばかりに、小さく肩を竦すくめてみせた。

「さすがにそれはどうなんだって、計画段階で教えてくれた擬人がいてね。実行前に脱走して、こうしてことなきを得たってわけよ」

「そう、か……」

　それでも全然納得はできないが、安心してほんの少しだけ怒りが小さくなる。

　報ほう恩おん協きよう会かいの広告塔として働くことを拒否し、ニート化して不ふ良りよう債さい権けんになっていた摩耶を捜そう索さくしていたのは、無理矢理にでもそうやって利用しようとしていたからに違いない。

「あっ……！」

　そう考えた僕は、とあることに思い至ってしまう。

　協会の会長に頼まれ、由ゆ良らちゃんは摩耶を連れ戻そうとしていた。本人は知らないこととはいえ、擬人を人間に売り渡す片棒を担かつがされそうになっていたのだ。

「由良には、このことは内緒よ」

　僕が気付いたことを悟ったのだろう、摩耶は苦笑して、ゲームのコントローラーを置く。

「あの子は何も知らないから。知らなくていい、ことだから」

「……うん」

　真面目で純粋な由良ちゃんには、今日知ったことだけでも十二分にショックだったのだ。知らずに済むのなら、それに越したことはない。

　またすとんと腰を下ろし、元のように摩ま耶やと並ぶ。テレビ画面ではとっくにレースは終了しており、キノコがビリのリザルト場面が映されていた。

　共に押し黙ったまま、変化のない映像をしばらく眺め、

「摩耶はさ、虎とら子こさん達のところへ行った方がいいんじゃないか？」

　帰り道で考えていたことを、僕は告げることにした。

「大和やまと……？」

「虎子さん達──野生の誇りを大切にする擬ぎ人じんのリーダーと話をしたんだけど、彼らなら、摩耶に何かを強制したりはしないと思う。報ほう恩おん協きよう会かいと対立することになっても、きっと力になってくれるだろうし」

　これを伝えるかどうか、ずっと結論が出せないでいたけれど。

　さっきの話を聞いて、さっぱりと迷いは消えた。

「もちろん、何か仕事しないといけなくなるだろうけどな」

　ニート生活はお終しまいだと、冗談めかしてみると、

「──イヤよ」

　さすがにそれを懸け念ねんしてではないだろうが、摩耶はきっぱりと拒絶する。

「報恩協会の方針には納得してないけど、それでもやっぱり、私は『鶴つるの恩返し』への憧あこがれを、捨てるつもりはないの」

　すうっと深く息を吸い、体育座りしたまま僕へと顔を向けた。

「絶対あんたに──、大和に恩返しをするわ」

「っ──！」

　どくん、と僕の心臓が大きく飛び跳ねる。

　今の彼女には、普段のふざけ半分な気配は微み塵じんもない。本気でそう思っているんだということが、ひしひしと伝わってくる。

　だからこそ、僕は戸惑ってしまう。

「どうしてそこまで拘こだわってるんだ？　僕は鶴を──摩耶を助けはしたけど、あれは本当に罠わなに捕つかまっていたわけではなく、摩耶の自演だったんだろ？」

　思い返してみれば、あのトラバサミは不自然なまでにあっさりと開いた。捕まってるというポーズに過ぎなかったんだろう。

「確かにあれは、私の自作自演よ。……でも、私にとっては大切なことなの」

　摩耶は右足を少し前に出し、ジャージの裾すそを捲まくり上げる。日の光を浴びたことのない、彼女の真っ白な足が露あらわになり──

「なっ──!!」

　僕は思わず息を飲む。

　ジャージや包帯、ニーソックスで常に隠されていた摩耶の右足。そのふくらはぎ周辺が、同じところを何度も刃物で切りつけられたかのように傷だらけだったのだ。ほとんどが治りかけの状態だったが、見るからに痛々しい。

「罠わなにかかった動物を、人間が助けてあげる。昔話ではよくあることだけど、現実では、そうじゃなかったの」

　けれど摩ま耶やは愛いとおしそうに、そっと傷口を撫なでる。

「報ほう恩おん協きよう会かいを飛び出した私は、一人でも昔ながらの恩返しをしようと決めて、鶴つるの姿でトラバサミにかかったの。出会いはどうしてもヤラセになっちゃうけど、騙だました分も恩として返すんだって、自分を納得させて。

　だけどね。実際にそうやってみても、誰だれも私を助けようとはしてくれなかったわ。関わるのを恐れるように、ほとんどの人が遠くから眺めるか、足も止めずに通り過ぎるかでお終しまい。酷ひどいのになるとケータイで写真だけ撮とったり、指差しながら楽しそうに笑ったり、……石を投げる小学生もいたわね。一番マシなので、保健所に電話しようか迷ってくれたやつかしら」

　結局しなかったんだけど、と嘆息。

「今度こそはと信じて、何度も場所を変えたわ。でも、それでも誰も助けてくれなくて、もう諦あきらめようかと思ってたときに、……あんたと出会ったの」

　真まっ直すぐに僕の瞳ひとみを覗のぞき込み、

「私の──、鶴のために行動してくれたのは、大和やまとが初めてだったのよ」

　摩耶は幸せそうに、頰ほおを綻ほころばせる。

「そそそ、そうだったのか」

　何故だか動揺してしまい、彼女の顔を直視することができない。どきどきしながらさっと視線を下げると、痛ましい傷きず痕あとが目に飛び込んでくる。

　これは何度も何度も、繰り返しトラバサミに挟まれた痕だったのだ。

「半分以上諦あきらめて、バネを緩ゆるめてたから、大和に助けてもらったときの傷はないのよね」

　僕の視線に気付いたのか、摩耶は残念そうに呟つぶやく。

　いやいや、そこは全然悔やむ場面じゃないよ。

「どうせポーズなんだから、最初から緩めておけばよかったのに」

　せっかくの綺き麗れいな足がもったいないと、僕としては思ってしまうが、

「ただでさえ自分から罠にかかって、自作自演をしてるんだもの。他も手を抜いてしまっては、助けてくれる人に申し訳が立たないじゃない。誠意には誠意を以もつて応こたえないと」

　彼女は彼女なりに、譲ゆずれないものがあるようだった。

　自分の体を傷付けてでも、それは守るべきポリシーなのだろう。

「……でもさ、」

　そうまでも、『恩返し』に対して真しん摯しであろうとしているのに。

「実際僕の家に来てからは、だらだらしっぱなしだよな？」

　摩ま耶やが噓うそを付いているとまでは思わないけど、そこのところがどうも納得いかない。何か事情があるのかと首を傾かしげると、

「それは……ねえ？」

　彼女は後頭部を搔かきながら、たははと愛想笑い。

「協会への反抗として、しばらくニート生活をしてたわけじゃない。その習慣がまだ抜けてないというか……、……意外と、性に合ってみたいなのよね」

「……つまり、ただの素すってことかおい」

「うん。──てへっ♪」

　いつかのように、戯たわけて舌を出す。どんなに可愛くても、そんなので誤ご魔ま化かされたりしないからな！

　真面目に考えて損したと腹立たしくなるが、

「はあ……」

　その怒りは持続せず、すぐに消えてしまう。

　こんな姿の方が摩耶らしいと思ってしまった時点で、たぶん僕の負けなのだろう。

「……まあ、それを改める気があるのならだけど」

　自然と肩から力が抜け、何の気負いもなく摩耶を見み遣やる。

「そういう事情なら、摩耶の気が済むまでこの家にいてくれて構わないよ」

「えっ？　ほ、ほんとに？」

「ああ。むしろこの状況で追い出すなんて、できるわけないだろ」

　そこまで意外だったのか、彼女は本気でびっくりしているようだった。大きく開いた目をぱちくりと瞬またたかせ、

「……嬉うれしい」

　柔らかく微笑ほほえみながら、そっと囁ささやくように声を漏もらす。

「ありがと。大和やまと」

「っ──、う、うん」

　その瞬しゆん間かん、僕の心臓が今までに例がないほど熱心に働き、息苦しいくらいに体が熱くなった。淡く綻ほころんだ唇を直視できず、僕はさっと目を逸そらす。

「そそそ、それにだ、僕が摩耶を追い出したかったのは、ただのニートだと思ってたからだからな。そうじゃないのなら、追い出す理由もないよ」

「……そういうものなの？」

　とにかく何か喋しやべろうと口を開いたら、声が完全にひっくり返ってしまった。それで平静を装い、きょとんと半分首を傾かしげた摩耶へ、こくこくと頷うなずきを返す。

「僕の父親について、話したことってあったっけ？」

「えっと、何年か前に亡くなっちゃったって──」

「あれ、そう言ったっけ？　別に死んではないよ。僕の中では死んだも同然だし、死んでても構わないんだけど」

　はっきりと言わなかったから、変に勘違いさせちゃってたか。

「母親がいない分、姉さんが頑張って僕を育ててくれたって話は当然覚えてるよね？　クソ親父はあんまり家に寄りつかなかったけど、一応ずっと働いてたんだ。だけど姉さんが大学を卒業して就職すると同時に、どこかへ失しつ踪そうしたんだ」

「そうだったんだ……」

「ああ。『ビッグになってくる』って、置き手紙を残してね」

「……んんん？」

　元々中央に寄せられていた摩ま耶やの眉まゆが、さらにぐぐっと近づく。

「大和やまとのお父さんって、もう結構いい歳よね？」

「失踪した当時で、四十代後半だったかな」

「おぅ……」

　彼女の目が同情に変わるが、仕方がないと受け入れる。二人の子供を持つおっさんが十代の若者みたいなことをやりやがったのだから、自然な対応だ。

「今でこそ生活も落ち着いてるけど、当時はやっぱり大変だったよ。それもあって、僕は自分勝手で他人に迷惑をかけるやつが大っ嫌いなんだ」

「……うん。よく分かった」

　摩耶は真顔で、深く、それは深々と頷うなずく。

　あまり人に聞かせたくない話だけど、これであいつの生活態度が改善してくれるなら、打ち明けた甲斐かいがあるというものだろう。

「あ、でもどうしよう」

　あんなのでも役に立つことがあるもんだと僕が感心していると、摩耶が再び眉まゆを顰ひそめる。

「近いうちにこの家を出て行くって、横よこ山やまと約束したんだったわ」

「そういえばそうだっけ」

　あれだけ印象深い出来事だったのに、今日も色々ありすぎて、すっかり忘れていた。

　ただの口約束だというのにきちんと守る気があったらしく、摩耶は顎あごに手を当て考え込む。適当な癖くせしてやっぱり根は真面目なのかと感心しつつ、

「ま、大丈夫だろ」

　僕はどこまでも軽く、気楽に言ってやる。

「鶴は千年生きるんだろ？　だったら数ヶ月でも数年でも、摩耶にとっては『近いうち』の範はん疇ちゆうじゃないか」

　おまけにウインクを追加すると、摩耶はぽかんと口を半開きにした。

　ただの詭き弁べんであり、横山が納得してくれる保証がないどころか、むしろその可能性は限りなく低いのだけど、

「……そうね」

　摩ま耶やは僕の案に異を唱となえることなく、にやりと邪悪に笑う。

「もしダメだったとしても、また大和やまとが暴力に耐えればいいだけだし」

「そこは必殺タンチョウ突きで助けてくれよ。おい」

　ごちゃごちゃと馬鹿なことを言い合っていると、ぐぅと二人の腹の虫が鳴く。

　なくなっていたはずの食欲が、いつの間にか復活していた。
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　休日を控え、誰だれもが心浮かれる金曜日の放課後。

「うーむ……」

　遊びに行こうという日ひ名な倉くら兄妹の誘いを断り、僕はスーパーの鮮魚コーナーで、今日の夕食について熟考していた。

　肉にするか。それとも魚にするか。

　虎とら子こさんが家に襲しゆう来らいした翌日から、もう三日続けて魚を食べている。食べ盛りの男子高校生としてはそろそろ肉が恋しいのだけれど、それでもどうにも迷ってしまう。

　やっぱり正体が鶴つるだからか、摩ま耶やは肉よりも魚が好みなのだ。

　火を通すよりも生で。切り身よりも一匹丸ごとで。そのことは割と早い段階から知っていたのだけど、今まではここまで魚が続くことはなかった。だけど摩耶の抱えている事情を知ったことで、心情的にも彼女寄りになり、元気づける意味も込め、自然とあいつ好みのものを優先的に選ぶようになっていた。

　ちなみにだけど、由ゆ良らちゃんの好物は鶏肉。摩耶も鳥類なわけで、気まずくないのかと少し心配してしまったが、お互いに気にしていないようだった。僕が知らないだけで他にも擬ぎ人じんは大勢いるのだろうし、きっと割り切っているのだろう。

「やっぱり刺身は高いな……」

　気が済むまで住んでいいと摩耶に伝えてから、今日で四日目。

　その大前提として『ニート状態を改めるのなら』とも告げていたのだが、あいつの生活態度はほぼ変わっていなかった。「いきなり無理すると体によくない」だの「明日から本気出す」だの、毎日言い訳ばかりという有様なのだ。

　唯一改善されたとしたら、朝型の生活習慣になったということだろう。以前は完全に夜型で、朝までゲームをしていたものだが、ここ数日は眠い目を擦こすりながらも、僕が登校する前に起き出すようになっている。

　まあもっとも、昼間は相変わらずゲームばかりしているのだけど。……その程度なのに進歩したと思ってしまうのは、評価が甘いのだろうか。

　今までそれを注意してくれていた由良ちゃんとは、マスターの店から帰る途中で別れて以来、一度も顔を合わせていない。メールを送ったら短い返事は来るので、健康でいてくれてはいるようだ。

　会っていないといえば、横よこ山やまも同様だ。また揉もめるのは目に見えているので、これには助かっている。だけどそろそろ来てもおかしくない頃合いだろう。

「……うん。今日は肉だな」

　一人分食費が増えたことで、家計への負担が増えている。日頃から節約しているので生活が苦しいわけではないが、出費を抑えるに越したことはない。

　肉と魚では、基本的に肉の方が安い。別にいいことがあったわけでもないし、今日のところは精肉コーナーへと──

「んっ？」

　移動するため置いていたカゴを持ち上げると、ポケットの中でぶるぶるとケータイが震ふるえた。しかもこの長さは、メールではなく電話の着信か。

「こんなタイミングで──っ!!」

　店内で通話をするのはマナー的によろしくないので、一いつ旦たん外に出る必要があるのに。面倒だなと感じながら表示された名前を確認した瞬しゆん間かん、そんな若じやつ干かんマイナスな感情は一瞬で吹き飛んでいった。
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「ど、どうしたのこれ？」

「ん？　何が？」

　その日の夕食。

　姉さんの部屋から居間に降りてきた摩ま耶やは、部屋に入るなり目を丸くした。

「そんなことより、ほら、早く座りなよ」

「そんなことって……、うん……」

　何故か釈然としない様子で、のろのろと促うながされるままに腰を落とし、

「いやいや待って待って！」

　座ったと思った瞬間、すぐにまたぴょんと立ち上がった。ワンピースの裾すそがふわりと捲まくれ、ジャージの赤が僕の目に大きく飛び込む。

　びしっとテーブルを指差し、

「絶対何かあったでしょ！　これっ！」

「はっはっは。好物のお刺身があるからって、少し興こう奮ふんのし過ぎじゃないかい？」

「そんなわけないでしょ！　喋しやべり方もおかしいし！」

　その延長線上にお刺身があることから思わず笑ってしまったのだけど、摩耶はそれがご不満らしく、髪の毛を搔かきむしりながら激しく地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「おいおい、食事時に暴れると埃ほこりが立つだろ」

「あっごめん。……ってそういうのは普通に注意するんだ」

　どこかげんなりした顔で、彼女は溜ため息いき。肩を落として疲れたように座る。

「……で、説明はしてくれないの？」

　首を左右に振って、テーブルを見わたす。四人家族が一緒に食事できる大きさのそれには、ところ狭しと大量の料理が並べられていた。

　摩耶の好物であるお刺身の盛り合わせ以外にも、小アジの南なん蛮ばん漬づけ、鯖さばの味み噌そ煮に、鮭さけの香草パン粉焼き、ししゃもフライ、サンマの開きと魚は目白押しだ。

　もちろんそれだけでテーブルは埋まりやしない。鶏とりの唐揚げに豚の生しよう姜が焼やき、とんかつに青チン椒ジヤオ肉ロー絲スー、ハンバーグに肉にく豆どう腐ふと肉を使った料理も豊富に取りそろえている。

　肉と魚のどっちにしよう？　そんなちゃちな悩みなどぽいっと捨てて、両方選べばいい。

　白いご飯とお味み噌そ汁しるは当然として、サラダや焼き茄な子す、冷や奴やつこ、ピーマンとじゃこの和あえ物もの、ほうれん草のおひたし、きんぴらゴボウと小鉢の用意もばっちりだ。

「デザートにケーキも用意してるから」

「やった！　──ってそうじゃなくて！」

「明日の分なら心配しなくていいよ。今日のはカットされたやつだけど、また改めて、ホールで買ってくる予定だし」

「だから──……って、」

　完全に目を据すわらせた摩ま耶やが、ぴくんと眉まゆを蠢うごめかす。

「明日、何かあるの？」

「あれ？　分かっちゃった？」

　まだ何も言ってないのに。いやー不思議だなー。やっぱり幸せなことって、口にしなくても自然に伝わっちゃうのかー。

「実は…………………………………………なんと！　明日の晩！　姉さんが帰ってきます！」

　弾はじけるような笑顔で、僕は居ても立っても居られず天高く両手を挙げた。

「バンザーイ！　ほら、摩耶も！」

「ば、ばんざーい……？」

「バンザーイ！　ひゃっほう！」

　これほどまでに幸せなことが他にあろうか。いやない。あるわけがない。

　スーパーで買い物中にかかってきた電話は、姉さんからのものだった。それだけでも非常に喜ばしいことなのに、その内容が休暇で一時帰国するという連絡だったのだから、僕の頰ほおはずっと緩ゆるみっぱなしである。にまにまと幸せを嚙かみ締めていると、摩耶が呆あきれ果てたような顔で、こっくり頷うなずいた。

「だからそんな気持ち悪いテンションだったんだ。なっとく」

「おいおいっ、失礼だなもー」

「だからその絡み方が普段と違い過ぎるでしょ……」

　どんよりした目で僕を見ながら、長々と溜ため息いき。いただきますと手を合わせ、付き合いきれないとばかりに食事を開始した。

「んで、大和やまとのお姉ちゃんって、いったいどんな人なの？」

　ししゃもを二口でぺろりと平らげ、ふんっと鼻を鳴らす。

「姉さん？　姉さんは世界で一番優しくて、頭がよくてしっかり者で、でもちょっと抜けたところもあって、美人で可愛くて、大らかで包容力に溢あふれてて、責任感が強くて──」
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「分かった分かった！　もういいわ」

「むう……」

　まだまだ姉さんの魅力は語り始めたばかりだというのに、摩ま耶やは心なしか仏ぶつ頂ちよう面づらで遮さえぎる。

「じゃあ──、仕事は何やってる人なの？」

「そ、それは……。……アメリカで、働いてる」

「へーえ？　凄すごいじゃない」

「だ、だろ？」

「うんうん、それで？」

「……」

「……」

「……」

「…………えっ？　終わりっ？」

　ぽかんと口を開き、摩耶は箸はしで持ち上げていた鰤ぶりのお刺身を取り落とす。幸いにも小皿に落下してくれたけど、醬しよう油ゆが飛び散っちゃったじゃないか。

「あーもう、服とか畳たたみとかには飛んでない？」

「大丈夫──ってそんなのいいから！」

　シミになると面倒なのに、僕が差し出した台だい拭ふきはぱしんと弾はじかれてしまう。

「何なのよその説明。大好きなお姉ちゃんのことを、私には教えたくないってわけ？」

「ええっ？　いや、そうじゃなくて……」

「だったら何よ？　まさか知らないなんて言うんじゃないでしょうね！」

　何故だか分からないが、摩ま耶やはかなりご立腹な様子だった。話題を逸そらそうにも余計怒らせるだけなのは明白であり、渋々口を割る。

「……その、まさかだよ」

「んん？　どういう意味よ？」

「だからっ！　姉さんが何の仕事してるのか！　僕は知らないんだっ!!」

　非常に残念ながら、泣きたくなるほど悔しいことに。

「えっ……？　噓うそじゃなくて？」

「……ああ」

　こくり。ふて腐れながら頷うなずくと、摩耶は眉まゆを顰ひそめ、気の毒そうな目で僕を見み遣やる。

「もしかして大和やまと、……一方的に好きなだけで、お姉ちゃんに嫌われてる？」

「そんなわけないだろっ！　近所でも評判の仲良し姉弟だよ！」

　テーブルをバシバシと叩たたき、僕は涙目になりながら全力で否定。たとえ仮定でもそんな話をされたら死にたくなるじゃないか！　名めい誉よ毀き損そんで訴そ訟しようも辞さないぞ！

　威い嚇かくするように唸うなりながら睨にらむが、

「じゃあどうして知らないのよ？」

　摩耶は追及の手を緩ゆるめてはくれなかった。じろりと冷たい目で僕を睨み返す。

　……はあ。言うしかないのか。

「それは……。……僕が姉さんを、好き過ぎるから」

「好き……？　どうしてそんな理由で？」

「就職先を教えると、僕も絶対同じ進路を選ぶだろうからって、秘密にされてるんだ。僕が自分自身でやりたいことを見つけたら、教えてくれるって約束してるんだけど……」

　幼い頃からずっと、僕が好きなものは、姉さんが好きなもの。僕が嫌いなものは、姉さんが嫌いなもの。

　その理由は、単純に『姉さんがそうだから』だ。

　しかしあまりに主体性のない僕を心配して、高校生になった頃から、姉さんは僕に自分の進路希望を教えてくれなくなってしまった。大学で何を研究していたのかすら、僕は知らされていないのだ。

　自業自得なのかもしれないけれど、無茶苦茶悲しい。

「すっごく理解できるわ……」

　もぐもぐと唐揚げを頰ほお張ばりながら、摩耶はこくこく頷く。食べ方は一見雑なようだけど、口に食べ物が入ったまま喋しやべったりはせず、基本的に背筋をしゃんと伸ばして姿勢は正しい。

　ごくんとご飯を一口飲み込み、

「でも大和やまとのお姉ちゃんって、ちょっと薄情よね」

「はっ──？」

　絶対に聞き流すことなどできない暴言を吐きやがった。

「だってそうでしょう？　進路を決める動機なんて人それぞれなんだから、別に『お姉ちゃんがいるから』って理由でも構わないじゃない」

「そんなわけないっ！」

　構うとか構わないとか、そういう次元の話ではない。

　いついかなる時でも、姉さんこそが常に正しいのだから。

「姉さんは僕のために、涙を吞のんで秘密にしたんだ。何も知らないのに適当なこと言うなよ」

　次は絶対に許さないぞと強く睨にらみつける。さっきは誤ご魔ま化かそうという気持ちが僕にあったけど、今度は違う。正義はこちらにあるのだ。

　発言を取り消せと、目に力を込めるが、

「……なによ、」

　摩ま耶やはぷっくりと頰を膨ふくらまし、態度を改めようとはしなかった。

「高校生の大和を一人残して、外国で働いてる時点でおかしいじゃない。冷たいのは本当のことでしょ」

　バシンと箸はしを置き、硬く腕組み。不機嫌なオーラをまき散らしながら、ふんっとそっぽを向く。

「海外転勤の話が来たとき、最初姉さんは断ろうとしたんだよ！　でも姉さんの足を引っ張りたくないから、行くように僕が勧すすめたんだ！」

　その選択を悔いてはいないけど、どれだけ悩み、涙を流したことか。

　今までに何度もシスコンだとからかってきたのだ。僕の姉さんに対する愛情の深さは摩耶もよく分かっているだろうに、どうして分からないんだよ。

「何よ！　大和のことを思って言ってあげたんじゃない！」

「誰だれもそんなこと頼んでないだろ！」

「ああそうですかごめんなさいねえ！」

　遂ついに摩耶は逆ギレまでしだし、対抗して僕も声を張る。お互いに立ち上がって、テーブル越しに睨み合う。

「そんなにお姉ちゃんが大事なの!?」

「当然だろ！　やっぱり鶴つるじゃ、その程度の人間の機き微びも分からないんだな！」

　売り言葉に買い言葉で、脳を経由せず反射的に言い返すと、

「っ──！」

　摩ま耶やはびくっと大きく体を揺らし、半歩だけ後あと退ずさった。鋭するどく僕を睨にらみつけながら、ぐっと下唇を嚙かむ。

「……ええ、そうなのかもしれないわね」

　華きや奢しやな拳こぶしを震ふるえるほどに握り締め、

「もういいっ！　ばーかっ！」

「あっ、おいっ──」

　べーっと舌を出すと、さっと身を翻ひるがえして部屋を出て行く。僕が制止するのも無視し、どすどすとうるさい足音があっという間に遠ざかっていった。

「……何なんだよ、あいつは！」

　捨すて台詞ぜりふを残して逃げやがって！

　あとを追いかける気にはなれず、僕はどすんと腰を下ろす。

　あの摩耶を言い負かせたというのに、全く気分は高こう揚ようしない。とにかくイライラして仕方がなかった。

「ったく、せっかく沢山作ったってのに……」

　テーブルに並んだ料理の数々は、ほとんどが手つかずのままだ。行ぎよう儀ぎなど放り捨て、素す手でで唐揚げを摘つまんで食い千切る。

　あれほど浮かれながら作ったはずなのに、それは全然美味おいしくなかった。
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「はああああああああ……」

　爽さわやかな朝日が照らす、土曜日の午前八時。

　せっかくの休日だというのに、僕は朝っぱらから盛大に溜ため息いきを吐ついた。

「……どうしよ」

　昨日、摩耶が居間を出て行った後、僕は残った大量の料理を冷蔵庫に突っ込み、そのまま自分の部屋に戻って寝てしまった。

　つまり、ふて寝である。

　一晩経過し時間を置いたことで、それがふて寝だったと認められる程度には、僕は冷静さを取り戻していた。

　姉さんを悪く言われたことで、昨日はついカッとなってしまった。そのこと自体は後悔していないし、当然のことだと思うけど、それでもやはり、もっと他に対応の仕方があった気がしないでもない。

　的外れだったとはいえ、摩耶は僕のことを考えて言ってくれたのだから。姉さんと僕の絆きずなは余人には計り知れないのだし、慈いつくしむような気持ちでスルーしてやればよかったのだろう。その上で、姉さんの魅み力りよくを懇こん々こんと語るべきだった。

　……まあ、あと。

　最後の一言は、完全に、僕の言い過ぎだった。これに関しては猛省するしかない。

「ちゃんと謝らないとな……」

　気分は憂ゆう鬱うつで、起き上がるのも億おつ劫くうだったが、もう明日の朝食の仕込みを始めなければ間に合わなくなってしまう。重い足を引きずるようにして階段を下り、

「げっ──！」

　台所へ一歩足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、僕の丸まっていた背中は逆に反り返った。

　運が悪いことに、今最も会いたくない相手と鉢はち合あわせてしまったのだ。

「う、大和やまと……」

　向こうとしても予想外だったのだろう、摩ま耶やも僕と似たような姿勢で動きを止める。

「……」

「……」

　摩耶は自分で料理をしなければ、促うながさないと自分で使った食器の後片付けさえしない。だからここで会うなんて、これっぽっちも想定していなかった。

　謝ろうと思っていたけど、まだ心の準備が全然できてないよ！

「お、おはよ……」

「う、うん……」

　実に気まずい。

　おそらくは、僕も彼女と同じくばつの悪そうな顔をしているのだろう。しかしこのままお見合いを続けていてもどうしようもない。

「摩耶、昨日はごめ──」

　まずは謝ろう。そう決心した僕は頭を下げかけ、チリチリと何かが焼ける音に気付く。摩耶にばかり意識を取られていたけど、部屋にはバターのいい香りと、それが焦こげる匂いが漂っているではないか。

　よく見れば摩耶はいつものワンピースにジャージという組み合わせの上から、更さらに僕のエプロン着用という謎仕様だった。フライ返しを片手に、コンロの前に立ち──

「あ……ああっ──！」

　彼女を通り過ぎた先──フライパンの上で焼かれているのが何なのかに気付き、僕は悲鳴を上げた。

「ちょっ、何でそのパン使ってんだよ！」

「え、えっと──」

「そのパンは明日の朝、姉さんに食べてもらうために用意してたやつなのに！」

　釈明を待つことなく、怒鳴り声を浴びせる。僕がフライパンに目を向けたとき、どうしてだか微妙に顔を赤くしていた摩ま耶やは、

「────はっ？」

　途端に目を据すわらせ、あからさまに機嫌を悪くした。

「また姉さんって……。明日の朝食なら、今日また買いに行けばいいじゃない」

「それじゃあ間に合わないから怒ってんだよ。調味液に二十四時間浸ひたして作るフレンチトーストの話を前にしただろ？　そいつはそのために用意した食パンだったんだ」

　しかもスーパーではなく、姉さんお気に入りのパン屋さんで買ったものだというのに。

「せっかく姉さんに喜んでもらおうと思ってたのに……」

　今から買いに行っても、朝食にするには漬つけ込み時間が足りなくなってしまう。昼には昼で食べてもらいたいものがあるというのに、献こん立だてが全部ぶち壊しじゃないか。

「……何よ」

　事情を理解したはずの摩耶はしかし、より不機嫌そうに頰ほおを膨ふくらませる。

「それ作ってくれるって、私にも言ったくせに。その約束は果たさないくせに、お姉ちゃん相手ならすぐ作るんだ」

「え？　そ、それは……」

　約束した二日後には正体がニートだと分かり、作る気力がなくなったのは誰だれのせいだと思ってるんだ。

　それに僕だって、その約束を忘れていたわけではない。摩耶にも食べてもらおうと思って、ちゃんと彼女の分もパンを用意していたのだ。

　だけどこの状況でそれを伝えるのは非常に癪しやくで、

「た、食べる物なら昨日の夕食が大量に残ってるだろ」

　僕は強引に、話の矛ほこ先さきを変えることにした。

「料理なんて今まで一度もしたことなかったくせに、よりにもよって大切なパンを使いやがって。そうまでして僕の作った料理は食べたくないってことか」

「ちっ、違うわよっ！」

「だったらどうしてわざわざ自分で朝食作ったんだよ？」

　話しているうちに、なんだかむかむかしてくる。実際にそうとしか思えなくなったのだ。

　昨夜のことを反省し、歩み寄ろうとしていた僕が馬鹿みたいじゃないか。

「……だから、それは……」

「それは？」

「あ、あんたに──」

　子供のように頰を膨らませたまま、摩耶はまた顔を赤くし、

「たた、食べてもら」

「ああっ！　火！　火を止めて！」

　何かしら言おうとしかけていたが、最後まで聞いてやることはできなかった。放置されたフライパンから、モクモクと黒こく煙えんが上がっていることに気付いたのだ。

「火が強すぎなんだよ……」

　自分でコンロに近づき、火を消す。強火で長時間焼かれたことで、フレンチトーストを目指していたらしき物体は、裏面がかなり焦げてしまっていた。

「これじゃあもう、食べるのは無理だな」

　ぽつりと率直に漏もらし、

「まったく食べ物を無駄にして……。このパンも姉さんが稼かせいでくれたお金で買ったやつだってのに」

「っ──！」

　非難するように摩ま耶やを見み遣やると、彼女は反省して頭を下げるどころか、逆に持っていたフライ返しを投げ、床に叩たたきつけた。

「姉さん姉さんって、またそれなの!?」

「ど、どうしたんだよ急に？」

「急にじゃないわよ！　昨日からずっとそればっかじゃない！」

　声を張り上げ、ヒステリックに叫ぶ。

「お姉ちゃんが帰ってくるのが嬉うれしいのは分かるけど、だったら他の人はどうでもいいってわけ!?」

「だっ、誰だれもそんなこと言ってないだろ！」

「言ってるも同然じゃない！」

　摩耶は昨日以上にむきになり、僕もやはり対抗してイライラが高まっていく。

　何がそんなに不満なんだよ、こいつは！

「私がこの家にいるのも、さぞかし邪じや魔まだと思ってるんでしょうね！」

「なっ──、……ああ！　そうかもな！」

　その一言はどう頑張っても聞き流すことはできず、かあっと頭に血が上のぼる。

　気が済むまでいていいと伝えたばっかりなのに、もう忘れてしまったのかよ。僕だって考えなしの気まぐれでそう言ったわけじゃないのに、あの夜のやりとりは何だったっていうんだ。

「摩耶の方こそ、そんなに僕が嫌なら出て行ってくれても構わないんだぞ！」

「っ──!!」

　脊せき髄ずい反はん射しやで怒鳴ると、摩耶は大きく目を開いて息を飲む。

　さすがに言い過ぎてしまったとすぐに気付くが、もう取り返しはつかず、

「……分かったわよ！」

　摩耶はワンピースの裾すそから両手を差し入れ、その場で勢いよくジャージを下ろす。八つ当たりするように、脱いだジャージを蹴けり飛ばし、

「お望み通り出て行ってあげるわ！」

　びしっと僕に指を突き付け、高らかに宣言する。

「じゃあね！　今までお世話になったわ！」

「……ああ！　じゃあな！」

　僕に恩を返すまで絶対に出て行かないと言っていたのは、いったい何だったんだ。そんな軽い気持ちだったのかと怒りがより膨ふくらみ、呼び止める気持ちは完全に失うせる。

　どしどしという足音が淀よどむことなく遠ざかり、ガチャン！　と大きな音を立てて玄関のドアが開閉するのを聞き届け、

「──くそっ……！」

　僕も台所を飛び出ると、彼女の後を追いかける──のではなく、自分の部屋へと向かう。ベッドに寝転がり、そのまま目を閉じる。

　二度寝にして、昨日に引き続き二度目のふて寝だった。
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　次に目を覚ましたとき、我が家は無言に包まれていた。

　壁の時計に目を向けると、三時をとうに過ぎている。また随ずい分ぶんと、寝過ぎてしまったものだ。

　カチカチと秒針の回る音がうるさいくらいに僕の耳に響ひびくが、ただそれだけ。生活音──人の気配というものが、一切感じられない。

　僕の他には誰だれもいないのだから、それで当然なんだけど。

「……」

　むくりとベッドから起き上がった僕は、何となく、隣となりの部屋──姉さんの部屋へと向かった。そこが無人なのを見届けると、意味など全くないけど、使っていない他の部屋も見て回る。家中を一周し、どこにも誰も隠れていないのを確認。最終的に台所へと辿たどり着つき、どっかりと椅子に腰を下ろす。

「……はあ」

　今年でもう十六年目になる、住み慣れた我が家。春に姉さんが出て行ってしまってから、一人での生活にも慣れていたはずなのに、何故だか妙に広く、寂しく感じられてしまう。

「…………はあ」

　理由はまあ、僕も、分かっている。

「すぐに戻ってくると思ってたんだけどなぁ……」

　その場の勢いとはいえ出て行けと言ってはしまったけど、まさか本当に出て行くだなんて。

　言い過ぎだった──絶対に言ってはいけない言葉だったのは認めるが、しかし今朝のように謝ろうという気になれない。

　僕も僕だけど、摩ま耶やは摩耶で悪いところがあったと思う。彼女の恩返しに懸かける想おもいは、結局その程度だったのか。

　そもそもの発端は、あいつが勝手にパンを使ったせいなのだ。よりにもよってこんな日に、珍しく料理なんかしなくていいのに。

「………………はあ……っと！」

　もやもやするばかりで考えがまとまらず、がっくりと項垂うなだれていると激しい振動音が大きく台所に響ひびいた。びっくりして顔を上げると、テーブルの上でケータイがぶるぶる震ふるえている。

　昨日はまた姉さんから着信がないかと期待しながら料理したので、それからずっと置きっぱなしだったのだろう。鳴り止まないそれが僕を非難しているように感じられ、イライラしながら相手も確認せずに電話を取り、

「はいっ？　もしも──」

「やっほー、やっくん元気ー？」

「──っ!!」

　怒鳴るように応じようとした声は、強制的に中断させられた。

　僕をそんなあだ名で呼ぶのは、この世に一人しかいない。というかその陽気で明るい声を、僕が聞き間違えるはずがない。

「ねっ、姉さんっ!?」

「はいはいお姉ちゃんですよー」

　けれど予想外な相手に、僕は自分の耳を疑ってしまう。この着信は僕の妄もう想そうなんじゃなかろうか。

「ど、どうしたの？　予定だと今、飛行機に乗ってるはずの時間じゃないの？」

　ふて寝をしたせいで、姉さんを迎える宴うたげの準備が全く整っていないことに今さら気付く。どうしようかと内心慌あわてていると、

「うん、それなんだけど……」

　優しく澄すんだ姉さんの声が、急に暗くなる。

「ごめんね。ちょっとトラブルがあって、やっぱり帰れなくなっちゃったんだ」

「えっ──！　と、トラブルって、姉さんは怪け我がとか大丈夫なの!?」

「お仕事の関係で手が離せなくなっただけだから、そういうのは心配ないよー」

「そ、そっか……」

　まさかと心臓が飛び跳ねるが、姉さんの身に危険が迫ったとかではないと分かり、とりあえず一安心。

「せっかく楽しみにしてくれてただろうのに、ごめんね」

「ううん、気にしないで。そういう事情なら仕方ないよ」

　胸が張り裂けそうなほど辛つらいけど、我わが儘ままを言って姉さんを困らせるわけにはいかない。ぐっと涙を堪こらえていると、

「むむっ──！」

　電話先で姉さんが、可愛らしく唸うなった。眉まゆを寄せている顔つきが、目の前にいるかのようにありありと浮かぶ。

「やっくん、何かあった？」

「へ？　何かって？」

「今、すっごく気になってることがあるでしょ」

　急にどうしたんだろうと首を傾かしげる僕に、

「お姉ちゃんのこと以上に、気になってることが」

「なっ──！」

　姉さんは絶対にあり得ない、とんでもないことを言った。

「そんなものあるわけないよっ！」

「ちっちっちー、ちゃーんと証拠はあるんだよー？」

　全身全霊を懸かけて否定するが、姉さんは耳を貸してくれない。

「いつものやっくんなら、お姉ちゃんが帰れないって聞いた途端、我慢できずに泣いちゃってるでしょ」

「そそそ、そんなこと──」

「ない？」

「…………ある」

　さすがは姉さん。僕のことをよく分かってる。

「やっくんももう、そんなお年頃なのかー。お姉ちゃんは嬉うれしいような悲しいような、ちょっと複雑な気分です」

「お、お年頃って。そんな類の悩みじゃないよ！」

「ふーん？　よしよし、そういうことにしておいてあげるねー」

「だから聞いてって！」

　大いなる勘違いだというのに、姉さんはひとしきりふふふと僕をからかい、

「……ねえ、やっくん」

　不意に、少しだけ声のトーンを落とす。

「それが何なのか、お姉ちゃんには分からないけど。もしやっくんにやりたいことができたのなら、迷わず行動してね」

「姉さん……？」

「やっくんは昔から、自分よりお姉ちゃんを優先してたでしょ。それじゃあ本当に欲しいものは、絶対に手に入らないんだよ？」

　僕のもやもやしてすっきりしない心を、姉さんはゆっくりと揉もみほぐしてくれる。

　子供の頃から変わらない、限りなく優しい声で。

「もし誰だれかに迷惑かけちゃったら、お姉ちゃんが一緒に謝ってあげるから。自分がやりたいことを、後悔しないよう思いっきりやりなさい」

「……うん」

　姉さん最優先で生きてきた今までの人生に、後悔なんて一つもないけど。

　このまま摩ま耶やと喧けん嘩か別わかれで終わってしまっては、僕は間違いなく後悔する。もし姉さんが予定通り帰って来られていたとしても、今の僕なら姉さんの歓迎より、彼女の探たん索さくを優先するに違いない。

　たとえあいつが、この家を出て行くことを選ぶのだとしても。もう一度会って、きちんと話をしなければ。

「ありがとう、姉さん」

「いいよいいよー。わたしはやっくんの、お姉ちゃんなんだから」

　次に聞こえた姉さんの声は、普段通り明るく弾んでいた。

「それじゃ、頑張ってね」

「うん！」

　元気よく返事をして、電話を切る。かつて例がないほどに、僕の体は気合いに充ち満ちていた。

　お守りのようにケータイを握り締めたまま、台所を飛び出そうと──

「んん……？」

　した僕は、とあるものを見つけて足を止めた。

　散らかったまま放置された流し台周辺。そこに置かれたボウルに、焼く前のフレンチトーストが入っていることに気付いたのだ。

　調味液に浸ひたされた食パンは、焼くのに失敗した分と合わせると、一人分にはかなり多すぎる量だった。

「あいつ……！」

　やっと、僕は気付く。

　摩耶は僕の料理が食べたくなくて、フレンチトーストを作ろうとしていたわけではなかったのだろう。家事が苦手なくせに、自分と僕──二人分の朝食を用意しようとしていたのだ。

　初めてあいつを泊めた翌日、僕がそうしたように。

　おそらくは、……仲直りの、ため。

「ああっ……くそっ！」

　自分の馬鹿さ加減が嫌になる。

　だけどここで悔やんでいたって何も始まらない。失敗を取り戻すべく、僕は摩耶を探しに家を飛び出した。
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「おーいっ！　摩ま耶やーっ!!」

　家の外に出た僕は、ほとんど何も考えず、反射的にそう叫んでいた。

　どこに行ってしまったのかも分からない彼女へ届いてくれることを願い、声を張り上げる。すれ違う人におかしな目で見られてしまうが、そんなことはどうでもよかった。

　僕の家に居い候そうろうするようになってから、摩耶はほぼ引きこもり生活を送っていた。例外なのは由ゆ良らちゃんと一緒に行った動物園と、徒歩三分の距離にあるコンビニだけ。つまりはそれだけしか、あいつが行きそうな心当たりが他になかった。

　まずはコンビニへと向かい、店内を一周。しかし彼女を発見することはできず、次に僕の足はとある場所へと向かっていた。

　通学途中で毎日脇を通り過ぎる、近所の小さな公園──摩耶と初めて出会った場所へと。

「っ……、いない、か……」

　しかし。淡い期待は外れ、そこでもやはり、彼女を見つけることはできなかった。

「どこに行っちまったんだよ……！」

　摩耶が僕の家を出て行ってから、もう六時間以上経過している。彼女が本来の姿に戻り、本気でどこか遠くへ行こうと思ったら、かなりの距離を移動することができるに違いない。

　鶴つるは元々、渡りをする鳥だ。僕に愛想を尽かし、知らない土地へと去って行ってしまったんだろうか。

　締め付けられるように胸が重苦しく、自然と僕の視界も下へと沈み──

「ん……？」

　ふと、あることに気付く。

　摩耶と出会ったとき、彼女は鶴の姿でトラバサミに捕とらえられていた。ちょうどそのトラバサミがあった辺りの地面が、かなり荒れていたのだ。

　何か埋まっていたものを掘り返し、埋め戻さずそのまま放置したかのように。

「……なんだよ、これ……？」

　摩耶に繫つながるものを発見できたわけでもないのに、妙に胸がざわついた。自分でも理由の分からない嫌な予感に、全身に不快な汗が流れ、

「っ──！」

　握り締めっぱなしでじっとりと湿ったケータイが、不意に震ふるえる。

　摩耶からではと一いつ瞬しゆん期待してしまうが、よく考えたらあいつはケータイを持っていない。がっかりしながら画面を見ると、相手は由ゆ良らちゃんだった。

「はい──」

「大和やまとさんっ!!」

「──っ！」

　電話に出た瞬間、鼓こ膜まくが破けるのではと思ってしまうほどの大音量が僕を襲おそった。切せつ羽ぱ詰つまった声が、激しく耳を打つ。

「もしもしっ!?　大和さん、聞こえてますかっ!!」

「──き、聞こえてる！　聞こえてるからっ！」

　電波の状況でも悪いのか、由ゆ良らちゃんは声のボリュームを下げずに続ける。ケータイを限界まで耳から遠ざけ、負けじと大声で返した。

「どうしたの？　ちょっとは──」

「摩ま耶やさんはっ──！」

　落ち着いて、と言おうとしていた僕は、出された名前に息を詰まらせる。一言も聞き漏もらすまいと、ケータイをぴたりと耳に貼り付けた。

「摩耶さんはっ、そちらにご在宅ですかっ!?」

「っ──、う、ううん……」

　叫ぶような声が、僕の鼓膜と胸を強く揺さぶる。

「あいつは、……今朝、僕の家を出て行っちゃったんだ」

「どっ、どうしてそんな──っ！　……いえ、理由は今は、後回しにしましょう」

　電話の向こうで、由良ちゃんはやっと声量を下げ、

「ではやはり、そちらに摩耶さんはいないんですね」

　暗い声で、また僕の胸を抉えぐる。

　彼女本人にそのつもりはないのだろうが、第三者から摩耶の不在を口にされると、それが現実なのだと嫌でも再認識させられてしまった。しかも原因は僕にあるのだから、責められているようにも感じてしまう。

「やはりってどういうこと？」

　けれど悔やむのは後回しだ。由良ちゃんの口振りからすると報ほう恩おん協きよう会かいに戻ったわけではなさそうだが、何かしら心当たりがあるのだろう。

　今優先すべきことを、今度は間違えてはいけない。

「実は、インターネットで『鶴つるを捕つかまえた』という呟つぶやきを発見したんです」

「鶴を……？　それって摩耶のこと!?」

「……その可能性は、かなり高いと思います」

　由良ちゃんは断定を避さけるが、そんなのほぼ確実だろう。

「大和さんは今、ご自宅ですか？」

「ううん。近所の公園──摩耶と初めて会ったところにいる」

「ちょうどよかった！　わたしもそちらへ向かっている途中でしたので、そこで待っていてください」

「えっ？　あっ！　ちょっと！」

　言うが早いが、彼女は通話を切ってしまう。もっと詳しい話を訊ききたかったのだが、こちらからかけても電話は通じなかった。

　いったいどれくらい待てばいいんだろう。摩ま耶やが誰だれかに捕らえられているかもと考えるとどんどん気は焦り、意味もなくその場でぐるぐる回っていると──

「うわっ!!」

　公園の隣となりにある田中さん家の屋根の上から、勢いよく飛んできた何かがすぐ傍そばに落下した。しゅたっ！　っと華か麗れいに着地を決めたのは、スーツ姿のネコ耳少女。

「お待たせしました！」

　数日ぶりの再会となる、少し本性を現した由ゆ良らちゃんだ。

「や、やあ。もしかして、ここまで走ってきたの？」

「はい。目立つのはあまり好ましくありませんが、緊急事態ですので」

　おそらくは屋根から屋根へ飛んできたのだろうが、軽く息を乱してすらいない。こんな状況だというのにさすがはネコと感心してしまう僕に、由良ちゃんはそんなことよりとスマホを突き付ける。

「これなんですが──」

　画面に映されていたのは、鶴つるを捕つかまえたという人物の投稿した写真。それは間違いなく、僕が約二週間前に見たのと同じ光景だった。

　鶴がトラバサミに捕とらえられているという、現代日本とは思えない姿。そしてその場所も、前回と同じで。

「あれから摩耶は、ここに来てたのか……！」

　初めて会った時と、全く同じシチュエーションで。

　僕が追いかけてくるのを待っていてくれたのだ。

　なのに、僕は──。

「ああっ！　くそっ……！」

　とてつもない自己嫌悪に襲おそわれ、血が出そうなほど強く拳こぶしを握り締める。僕が己の愚かさを痛感していると、由良ちゃんは写真の背景と公園を見比べ、現場がここだと確認した。

「やはり連れ去られた鶴は摩耶さんだったと判断して、間違いなさそうですね」

「うん……って連れ去られた!?」

「はい。この写真を投稿した人物はその後、自分の車に鶴を乗せた画像もアップしているんです。……せっかくだし食べようとか、鶴って美味うまいの？　とかも」

「そっ──、そんなっっ！」

　たとえ摩耶ではなく普通の鶴だったとしても、僕には考えられない言動だ。しかしこのご時世、面白半分で本当にそんなことをするやつがいてもおかしくない。

　果たしてその人物がどれほど本気なのかは分からないが、一刻も早く探さなくては。

「そいつが今どこにいるのか分からないの？」

「さすがにそれは……。しばらく前から呟つぶやきも投稿されていないんです」

　僕の無茶な要求に、由ゆ良らちゃんは力なく首を横に振る。

「この街の報ほう恩おん協きよう会かい支部にも事情を伝えて、手分けして探してもらってはいますが、……今のところ、手がかりは、何も」

　はあ、と深く溜ため息いきを吐つき、

「イヌ科の擬ぎ人じんさえいれば、匂いで捜そう索さくすることもできたんですけど……」

　役立たずだと責めるように、ぴしゃりと自分の鼻を叩たたく。

　人間とは比較にならないほどの身体能力を持つ擬人であっても、決して万能というわけではない。適性のない分野に関しては、人間とそう変わらないのだろう。

（何か……何か僕にできることは……！）

　ただ闇やみ雲くもに走り回ったとしても、摩ま耶やを見つけることは絶対にできない。それが分かっていながら探すために駆け出したくなる衝動をぐっと堪こらえ、僕は必死で頭を回転させる。

　僕がイヌ科の動物だったらと、愚にも付かない妄もう想そうが胸をよぎる。もしそうならすぐにでも、匂いであいつを追いかけるのに──

「──そうだっ!!」

　そこまで考えた僕は、ようやく自分にできることに気付く。

　そしてやることさえ決まれば、後は行動に移すのみだ。

「待ってろよ！　摩耶っ!!」

「やっ、大和やまとさんっ!?　どこへ──っ！」

　由良ちゃんに一声かけることも忘れ、公園を飛び出る。

　そのまま脇目も振らず、一直線に自宅へと向かった。
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　以前は一時間かかった道のりを、二十分に短縮し。

「すみませんっ！」

　乗り捨てるようにして自転車を降りた僕は、どたどたと転げるように慌あわただしく階段を下りる。古びたマンションの地下にある一室へと、そのままの勢いで飛び込んだ。

　つまりは野生の誇りを尊重する、擬人達の溜たまり場ばへと。

「んっ……？　なんだ、鶴つるのところにいた子猫ちゃんじゃねえか」

　まず反応を示したのは、カウンターに座っていた虎とら子こさんだった。眼中にないとばかりに僕をスルーし、由ゆ良らちゃんへと挑発的な笑みを浮かべる。そして無視するのはこちらも同じで、彼女には目もくれず、僕は店内にいるもう一人の人物へと真まっ直すぐに駆け寄った。

「マスター！　お願いがありますっ！」

　カウンターの向こうでグラスを磨みがく、初老のバーテンダーへと。

「……ここへはもう来るなと言わなかったか」

「覚えてます！　でも、どうしてもマスターに頼みたいことがあって来ました！」

　ばしんとカウンターに両手をつき、額ひたいを叩たたきつける。

「摩ま耶やが──僕の家にいた鶴が、誰だれかに攫さらわれてしまったんです。どうか！　匂いであいつを探してもらえませんかっ!?」

　イヌ科──ニホンオオカミの擬ぎ人じんであるマスターなら、それが可能なはずだった。

「お願いします！　代わりに僕はどうなってもいいですから！」

　肉が欲しいというなら、どこを食べられたって構わない。金が必要なんだったら、学校を辞めて働こう。

　だから──

「あいつを助けたいんです！　お願いします！」

　聞き入れてもらえるまで、絶対に顔を上げるものか。てこでも動かないぞと固く決め、

「っ──へっ……？」

　その覚悟は、数秒後にあっさりと打ち砕かれた。シャツの襟えり元もとを摑つかまれ、頭を下げた体勢のまま強引に持ち上げられたのだ。

「何してんだ。さっさと行くぞ」

　片腕で悠々とそれを為なし、虎とら子こさんが顎あごでドアをしゃくる。

「て、手を貸してくれるんですか？」

「は？　何言ってんだお前は」

　呆あきれたような目で見み遣やり、彼女は僕から手を離す。

「同じ擬人の仲間が困ってんだ。そんなの当然じゃねえか」

「っ──。ありがとう、ございます……！」

　礼を言うのが筋違いでも、それでも口にせずにはいられない。しっかりと頭を下げ、ドアへと向かい──

「実際に働くのは俺なんだがな」

　かけた僕の背中に、マスターの溜ため息いきが届く。そうだ。僕が先走っても意味がないんだった。

　少し不安に駆られながらくるりと振り返るも、

「鶴の匂いがするものを、何か持っているか？」

「はいっ！　ちゃんと準備してます！」

　マスターも手伝ってくれるのだと分かり、ほっと一安心。喜びに打うち震ふるえながら、バッグからとある衣類を取り出す。

　摩ま耶やが約二週間穿はき続けた、真っ赤なジャージを。

「これなら、あいつの匂いがしっかり染みついてるはずです！」

　僕が何度も洗せん濯たくすると言ったのに、摩耶はのらりくらりと躱かわしてそれは一度も叶かなわなかった。人間である僕ですら鼻先をくすぐられるほど甘い匂いが漂っており、これで足りないということは絶対にないはずだ。

「さあ！　お願いします！」

　胸を張って、ずいっと差し出す。早く早く！　と意気込むが、

「……こ、これか」

　マスターはしかし、拒絶するように軽く身を引いた。

「何か、別なものはないのか？」

「持ってきたのはこれだけなんですけど……、これじゃ駄目なんですか？」

「いや、駄目ってわけではないんだが……」

「……？」

　僕はマスターにかなり落ち着いた印象を抱いていたのだけれど、何故だか今は狼ろう狽ばいしているようにさえ見える。首を傾かしげながら虎とら子こさんへ視線を移すと、彼女も彼女で眉まゆを下げ、反対したさそうな微妙な表情をしていた。ツンツンに飛び跳ねた髪も、心なしか萎しおれている気がする。

「……貸せ」

「は、はい」

　どうしたものかと悩んでいると、やがてマスターは覚悟を決めたような顔でジャージに手を伸ばし、

「っ…………!!」

　僕もやっと、マスターが躊ちゆう躇ちよしていた理由に気付く。

　摩耶の匂いがたっぷり染みついた、真っ赤なジャージ（下）。摩耶を追跡するには、それを嗅かぎ、匂いを覚える必要があるわけで。

　自分もこうなれたらと憧あこがれるほどに渋く老成したマスターが、女の子のジャージに顔を近づけくんくんと匂いを嗅ぐ。

　そんな姿を虎子さんが見たいはずがない。僕だって見たくなかったよ！

（ごめんなさい。本当にすみません！）

　顔ごとそっぽを向き、硬く目を瞑つむりながら胸中で必死に謝るしかない。

「……行くぞ」

　実際にはほんの数秒だったのだろうが、永遠とも思える気まずい時間が流れた後、マスターが僕にジャージを突き返す。そのままゆらりと出口へと向かい──

「おおっ……！」
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　気がつけばその姿は、一匹の獣けものへと変へん貌ぼうしていた。

　百年以上前に絶滅してしまったはずの、ニホンオオカミの姿へと！

「あっ……！」

　感動に一いつ瞬しゆん目を奪われてしまうが、由ゆ良らちゃんは僕とは違い、微妙に眉まゆを顰ひそめる。

「どうかしたの？」

「擬人が本来の姿で街を彷徨うろつくというのは、あまり好ましくないんです。危険だと騒さわがれることももちろんですが、店長のように絶滅種の場合、目もく撃げきされると絶滅してないのではと議論になる可能性が──っ！」

　難しそうに頭を悩ませていた彼女は、急に頭を搔かきむしり、

「ええいっ！　今はそんなこと後回しです！　大和やまとさん、行きましょう！」

「ああっ！」

　吹っ切れた由良ちゃんと共に、僕はマスターを追って階段を駆け上がる。勢いよくビルを飛び出し、

「っ──！」

　しかしそこで、すぐに足を止めることになってしまった。

　まるで行く手を遮さえぎるかのように、横よこ山やまが外で待ち構えていたからだ。

「お前らもここに来てやがったのか……」

　舌打ちするカニ野郎に、僕も鋭するどく睨にらみ返す。

「あんたこそ、どうしてここに？」

「同じ街に住む擬ぎ人じんなんだ。所属する組織は違っても、面識くらいはあるんだよ」

　ちらりと僕らを見わたし、オオカミ姿のマスターで目を留める。横よこ山やまもここに来た目的は僕と同じらしく、それだけで事情を察したようだった。

「おい人間、どうしてそこまでする？」

「……どうしてって、どういう意味だよ」

「鶴つるが出て行ったってことは、お前とは一度縁えんが切れたんだろ。一緒にいれば痛い目に遭あうということも学習したはずだ。なのに何故、まだ鶴を探そうとするんだ？」

　何が気に入らないのか、横山は巨大なハサミを僕に突き付ける。由ゆ良らちゃんが間に割り込もうとしてくれるが、僕は不要だと手で制した。

　摩ま耶やを探す理由なんて簡単だ。あいつにまだ謝っていないし、特製のフレンチトーストを食べてもらう約束をまだ果たしていない。姉さんを悪く言ったことに関しては謝ってもらわないといけないし、そもそも理由なんてなくても、危険が迫っているのなら助けようと思って当然だ。

「あいつに──」

　大きく息を吸い込み、僕はそれらをごちゃごちゃと説明するのではなく、一言で纏まとめる。

「僕はまだ、摩耶に恩を返してもらってないんだよ」

　僕とあいつの関係は、つまるところそういうことだ。

　それで終わりだと真一文字に口を結び、真まっ直すぐに横山を見み遣やると、

「……そうかよ」

　しばらくじっと僕を見据えていたカニ野郎は、すっとハサミを下ろして人間の手に戻した。

「だったら勝手にしろ」

「言われなくてもな」

　どうしてこいつに許可をもらわなくてはいけないんだ。お互い気に食わないと睨み合い、

「おい、そろそろ行くぞ」

　オオカミの姿で器用に人語を操るマスターに促され、はっと正気に戻る。

「すみません、お願いします」

　カニなんかの相手をしている場合ではなかった。頰ほおを叩たたいて気分を入れ替え、僕は駆け足でマスターの案内に従った。
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「……ここだな」

　匂いで摩ま耶やの捜そう索さくを始めてから三十分後。マスターが四本の足を止めたのは、とあるマンションの前だった。

　ここに辿たどり着つくまで、マスターが素すの姿で街を歩くことを由ゆ良らちゃんは心配していたが、それは杞き憂ゆうに終わった。ニホンオオカミは『オオカミ』と聞いてイメージする姿より、何というか犬っぽかったのだ。絶滅したはずのニホンオオカミが普通に街中を歩いているなんて誰だれも想像するわけもなく、騒さわぎになることはなかった。

　それはよかったのだけど──。

「どうやってあそこに入ろうか……」

　摩耶が連れ込まれたとおぼしき建物は、二十階建ての辺りでも高級なマンションだった。正面玄関がオートロックなのはもちろんのこと、警備員まで雇われている。

　マンションの住人に便乗して入るのも難しそうだし、どうにかして侵入する方法はないだろうか──と悩んでいると、

「そんなの簡単じゃねえか」

　のしのしと自然な足取りで、虎とら子こさんがマンションへと近づき、

「ほれっ」

　やはり自然な仕草で、流れるように玄関の自動ドアへ拳こぶしを叩たたきつける。巨大な亀裂が放射状に広がり、ドアを構成する強化ガラスは粉々に砕け散った。

「えっ？　えええええええええええっ！」

「ほら見ろ。簡単だっただろ」

「いやいやいやいや、簡単とかそういう次元の問題じゃありませんよ！」

　完全に予想外というか、こんなこと予想する方が不可能だろう。確かにマンションの中には入れるかもしれないけど、それにしたってこの方法はない。絶対にない。

「おいお前らっ！　何やってるんだ！」

　当然、奥からは二人の警備員がやってくる。ここは一度逃げるべきかと迷っていると、

「あいつらもぶちのめしちまえばいいだけだろ？　全部アタシに任せな」

　じりじりとこちらを警戒する警備員を嬉うれしそうに眺めながら、虎子さんはにやりと好戦的に笑う。

「そんなことしてもすぐに応援が来ますよ！　警察だって！」

「だからそれも含めて、アタシが面倒見てやるって言ってんだよ」

　両手の指をポキポキと鳴らし──虎のものへと変えようともせず、彼女は力強く言い放つ。ちらりと僕を見み遣やり、

「それに、手段を選んでる余裕なんてねえだろ？」

「っ……！」

　その一言で、僕も覚悟が決まった。

「お願いします！」

「おう、頼まれてやったぜ」

　ヒャハハハと楽しそうに虎とら子こさんは笑い、警備員の一人へと襲おそいかかる。虎が獲え物ものを襲う速度に人間が抵抗などできるわけもなく、警戒体勢だったはずの警備員は一瞬で壁へと叩たたきつけられた。

「すみませんっ！」

　悪いのは完全にこちらだ。後でいくらでも謝りますと心の中で頭を下げ、その隙すきにマンション内部へと駆け込む。すぐさまマスターが僕を追い越し、「こっちだ」と隅の階段を示す。

「ここからは一階一階、匂いの濃さを確認していくぞ」

「はい！」

　摩耶がどの部屋にいるのか、見逃さないよう一階ずつ丁てい寧ねいに見て回る。虎子さんのためにも急いで見つけなくてはならないのだが、残念ながら二階は外れ。三階四階も空振りで、五階六階も手がかりなし。

「──ふむ、ここだな」

「そ……、そう……ですか……」

　やっと当たりを引いたのは、最上階の一階下、地上十九階でのことだった。

　この高さまでほとんど止まらず階段を上り続けたため、僕はもう息も絶え絶えである。それでも休きゆう憩けいなどする暇などなく、ひくひくと鼻を動かし匂いを追跡するマスターについていく。

　目標が近いこともあってか、マスターはここまでの道中以上に慎重に進み、

「この部屋で間違いない」

　とあるドアの前──一九〇五号室で足を止めた。

「ここに摩ま耶やが……っ！」

「……ああ」

　興こう奮ふんする僕に、マスターは頷うなずきながら後ろへと下がる。

「俺の役目はここまでだな」

「へっ？」

　意外な言葉に驚いて振り返ると、それまで四つ足だったはずのマスターは、目を離した一いつ瞬しゆんで、渋いバーテンダー姿へと戻っていた。

　服ごと化けられるなんて便利だな、なんてことは今はどうでもよくて。

「こ、ここまでって、もう手伝ってくれないんですか？」

「元々お前の頼みは、鶴つるの居場所を探せというものだっただろう。あまり俺が働きすぎると、報ほう恩おん協きよう会かいとしても立場がないだろうしな」

　役目は果たしたとばかりに背中を向け、階段へと歩き出す。

「欲しいものがあるなら自分で勝ち取れ。それが自然の掟おきてだ、坊ぼう主ず」

「っ──！　ありがとうございました！」

　振り返りもせずに去って行くマスターへ、深く一礼。がばっと顔を上げた僕は、気合いを入れて一九〇五号室のチャイムを押した。

「……出てきませんね」

「……うん」

　しかし住人からの反応はなく、インターフォンにも応答しない。もう一度チャイムを鳴らしてみるが、やはり結果は同じ。

　中に摩ま耶やがいるのは確実なのだ。もし彼女を攫さらった人間が不在なのだとしたら、助けるチャンスなんだけど。

「由ゆ良らちゃんはピッキングとかできない？」

「ええっ!?　いえ、さすがにそれは……」

　通路に面した窓はなく、玄関のときのような強行突破も厳しい。せっかくここまで来たのに、住人が出入りするのを待つしかないのかとやきもきしていると、

「邪じや魔まだ。退どけ」

　僕と由良ちゃんを押しのけ、横よこ山やまがドアの前へと進み出る。

「こんなもん、俺がぶち壊してやる」

　はんっ、と鼻で笑い、横山は巨大なハサミでドアノブを握る。そのままメキメキと金属が悲鳴を上げるほどに力を加え、ドアノブを丸ごと抉えぐり取った。屋内側のドアノブ、そして鍵かぎをも纏まとめて一いつ塊かいのスクラップに変え、

「──フンッ！」

　がしゃん！　と大きな音を立て、力尽くでドアを開ける。チェーンロックもかけられていたが、強引に引きちぎられた。

「チッ、中にいやがるな」

　脱ぎ置かれた靴を踏ふみつけ、横山は土足で部屋へと入る。一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた僕も、すぐにそのあとを追った。

　無人のトイレや風呂、キッチンなどを通り過ぎ、

「うわああああっ！」

「な、なんだお前っ！　どうやって入ってきやがった！」

　突き当たり、一番奥のリビングに、そいつらはいた。

　二十畳ほどの広さだろうか。家具の少ない整せい頓とんされた部屋に、大学生風の男が五人。いきり立ってこちらを睨にらむ筋肉質な男と、背の高いイケメン、眼鏡をかけた二人組は尻しり餅もちをついており、窓際に小太りの男が一人──

「摩耶っっっっ!!」

　その男の向こうに探していた彼女を発見し、僕は喜びに胸が弾んだ。しかしすぐに摩耶が縛られ口にガムテープが貼られていることにも気付き、一気にその喜びは怒りへと変わる。

　すぐさま駆け寄ろうとするのだが、

「なんなんだよてめえらっ！」

　立ち塞がる筋肉質な男に威い嚇かくされ、足を止められてしまった。

「人の家になに勝手に入って来てんだよ！　出て行きやがれ！」

「そ、そうだそうだ！　警察呼ぶぞ！」

　小太りの男も便乗し、好き勝手に騒さわぐ。言い返そうと口を開くが、それより早く、由ゆ良らちゃんが前に進み出た。

「通報できるものなら、ご自由にどうぞ」

　虎とら子こさんが妨害するから……というわけでもないだろうが、その口調はどうせ無理だろうという自信に溢あふれている。

「もっともその場合は、摩ま耶やさん──そちらの女性についても説明する必要が出てくるでしょうけど。それでも大丈夫なんですか？　誘拐犯さん」

「うっ……、うるせえっ！」

　筋肉野郎は一いつ瞬しゆん気け圧おされたように息を飲むが、すぐに気勢を上げる。ぎりぎりと歯は軋ぎしりしながら由良ちゃんを睨にらみつけた。

「こいつは人間じゃねえ、化け物なんだ。だったら好きにして構わねえだろうが！」

「なっ──！　ば、化け物って……」

「ちょっと目を離した隙すきに、鶴つるから人間に化けやがったんだよこいつはっ！　どう考えても化け物じゃねえか！」

　語気を荒くする筋肉に乗せられ、他の四人も目つきを鋭するどくする。いかにもチンピラな横よこ山やまが部屋に突入してくるという衝しよう撃げきから、全員立ち直ってしまったようだ。

　筋肉に賛同して、残る四人が四人とも「そうだ！」と頷うなずき──

「ふざけるなっ！」

　今後こそ我慢できず、僕は大声で怒鳴った。

　確かに一般的な定義からすれば、摩耶は──擬ぎ人じん達は化け物なのかもしれない。だけど彼らはツシマヤマネコにハクセンシオマネキ、ニホンオオカミにスマトラトラと、種族さえ違うのに摩耶を助けるため立ち上がってくれた。

　それに対して、こいつらは……。

「人でなしなのはお前らじゃないか……！」

　マスターと虎子さんは最初から人間に期待などしていないし、横山もおそらくはそうだろう。由良ちゃんだって会わなかった四日間でどんな答えを出したのか分からない。失望しないでくれと、人間のいいところを見せなければいけないのに……。

　これじゃあ人間が動物に見放されても、当然の報いだ。

「くそっ……」

「……大和やまとさん」

　やるせなくて拳こぶしを握ると、由ゆ良らちゃんがふさふさと柔らかな毛で覆おおわれた手でそれを包んでくれる。肉球のぷにぷにした感触が、ささくれ立った僕の心を優しく癒いやした。

「その気持ちだけで、わたしは十分です」

「ま、化け物なのは事実だからな」

　一方横よこ山やまはというと、鼻で笑って一歩前に出る。右腕を再び巨大なハサミに変え、ぼりぼりと背中を搔かいた。

「ひいいっ──！」

「ば、化け物……！」

　恐きよう慌こう状態に陥る男達を眺め、わざとらしく失笑。

「ああそうだ、俺もそいつと同じ化け物だぜ。どうした？　そいつみたいに捕つかまえねえのか」

「くっ……、ふざけ──」

「遅えよ」

　カッとなった筋肉質の男が殴なぐりかかってくるが、横山は振りかぶっていたハサミを一気に前へ。硬い甲こう羅らを脳天に叩たたきつけられた男は、完全に意識を失い膝ひざから崩れ落ちる。

「ちっ──」

「危ないっ！」

　横山は手強いと見て、今度は眼鏡の片方が僕へと飛びかかろうとするも、素早く間に割り込んだ由良ちゃんが足払い。「シャアッ！」と鋭するどく爪つめを一いつ閃せんし、傷一つ付けることなく眼鏡だけを真っ二つに割ると、倒れた元眼鏡の男はぴしっと両手を挙げて降参した。

「彼らの相手はわたし達が。大和さんは摩ま耶やさんをお願いします」

「分かった！」

　こくりと頷うなずきを交わし、摩耶の元へ──向かいかけていると、僕の動きに気付いた小太りの男が、同じく彼女の元へと走った。

「ん──、んん────！」

「ししし、静かにしてろっ！」

　人質にしようとしてか、男は抵抗する摩耶の髪の毛を摑つかみ、

「汚い手で触るんじゃねえよっっっっ!!」

　それを見た瞬間、僕の怒りが爆発した。だだっと全速力で男へと駆け寄り、

「う、動くなぐあああああっ！」

　最後まで言わせることなく、まだ由良ちゃんのくれた温もりの残る拳を顔面に叩きつける。僕と同じく喧けん嘩か慣なれしていないであろう男は、だらだらと鼻血を垂れ流しながらフローリングの床を転げ回った。

「摩ま耶やっ！」

　そんな男のことなど一いつ瞬しゆんで頭から消し去り、真まっ直すぐに彼女の元へ。初めて人を殴なぐったことでじんじんと痛む手で、口を塞ぐガムテープを剝はがす。

「全く、遅いわよ」

　怪け我がはないかと訊たずねようとした僕を制して、第一声がそれだった。

「大和やまとが来るのが遅いから、変なのに捕つかまっちゃったじゃない」

「ご、ごめん」

「ほら、早く手足も解いて」

「は、はい。今すぐ」

　促うながされるまま、彼女の拘こう束そくを解いていく。両方の手首足首をロープ代わりにガムテープでぐるぐる巻きにされており、それをゆっくりと剝がす。

　まずは両手を自由にし、次に足のガムテープを剝がしていると、固定されていた箇か所しよより少し上、元から傷だらけだったふくらはぎが、少し出血していることに気付いた。

「あいつら、鶴つる形けい態たいの私を捕まえるために、トラバサミを強く挟んだのよ」

　僕の手が止まったことで悟ったのか、摩耶が頰ほおを膨ふくらましながら呟つぶやく。

「……ごめん」

「これは関係ないでしょ。……でも、そうね」

　今度は真剣に頭を下げる僕へ、彼女はにやりと笑い、

「大和に助けられたときの傷ができたって考えたら、逆に嬉うれしいかも」

　ふふっと冗談めかして言う。摩耶らしい噓うそ臭くささ満まん載さいの笑みだったが、その目だけは優しく細められていた。

「摩耶……」

　今朝の、そして昨夜のやりとりが胸に蘇よみがえり、

「あのさ、昨日は──」

「ちっくしょうがあああああああああっ！」

　きちんと謝ろうとするが、大声でかき消すように妨害されてしまう。

「くそくそくそくそくそっ！　お前、お前なんかを捕まえたせいで！」

　喚わめいているのは僕が殴り飛ばした小太りの男だった。他の四人は気絶か拘束されるかしていたが、こいつは僕が担当したせいで、中途半端なまま放置されていたのだ。

　男は憎いはずの僕──ではなく摩耶だけを血走った目で睨にらみ、一直線に彼女へと突進する。

「お前のせいでええええええええええええええっ！」

「くっ──」

　横よこ山やまのように力尽くで跳ね返す腕力も、由ゆ良らちゃんのように華か麗れいに受け流す技術も僕にはない。ほんの一秒にも満たない時間で僕ができたのは、摩耶を突き飛ばすことだけだった。

　僕自身も避よけようとはするが、その猶ゆう予よはなく、

「ぐああああああっ！」

　目標を失った小太りの男は、そのまま僕へ体当たり。ベランダに押し出され、柵へと叩たたきつけられた。

「うぐぐぐぐぐぐ……」

「畜生畜生畜生畜生ちくしょう！」

　下がってくれればいいものを、男は自らの肉厚な体を使って僕を押し潰つぶそうとする。一度捕つかまってしまえば体格差から抵抗するのは難しく、両手で首を絞しめられながら、僕の体は少しずつ持ち上げられてしまう。

「大和やまとっ！」

「馬鹿っ……下がって……ろ……！」

　自分で足のガムテープを剝はがしたらしく、摩ま耶やがこちらへ近づこうとしているのを制止するが、それがまずかった。

「誰だれが馬鹿だ誰がっ！」

　極度の興奮状態にあった男は全力で怒りを僕にぶつけ、呼吸はますます苦しくなり──

「えっ──？」

　次の瞬しゆん間かん、僕は解放された。

　男の束縛から。苦しさから。

　そして地面からも。

「っっっっっっっっっっっっっっっっ!!」

　地上十九階の時点で『地面』と呼んでいいのかよく分からないが、とにかくベランダから宙へと投げ出されてしまったのだ。自然の法則に従い、次は本物の大地へと僕は落下していく。

　九割が姉さんとの思い出で構成された走馬灯が、僕の脳裏で勝手に再生を始め──

「やまとおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　頭上から降ってきた声が、強引にそれを遮さえぎる。

「今行くっ！」

「なっ──、やめ──」

「うるさいっ！」

　僕に続き、摩耶が自分でベランダから飛んだのだ。そんなことをしても後追いをするだけなのにと絶望が僕を襲おそい──

「っ!?」

　摩耶が、両手で羽ばたく。

　そのたった一回の動作で、彼女はあっさりと僕に追い着いた。

「私に摑つかまって！」

「えっ？　ど、どこにっ!?」

「いいから早くっ！」

　さすがに余裕なく、唾つばを飛ばす摩ま耶や。

　ベランダから飛び降りた瞬しゆん間かん、彼女の両腕は真っ白い羽に覆おおわれていた。それ以外は人間の姿のままだが、頭頂部付近の髪が赤く染まり、飛ぶ姿は初めて会ったときのように高貴で、美しい。

「だから早くしなさいって！」

「ご、ごめんっ！」

　思わず見み惚ほれてしまっていた僕は、摩耶に叱しかられやっとそんな場合ではないと正気に戻る。何も考えず、がばりと抱き付くようにして彼女にしがみついた。

「くっ──」

「おおっ！」

　途端、慣かん性せいが僕を襲おそい、急激に全身が重くなる。体が下へと引っ張られ、摩耶が苦痛の声を漏もらすが、僕は逆に、感激で大きく目を見開いた。

「浮いてる……飛んでるんだっ……！」

　さっきまでいたマンションの方がよっぽど高いのだ。視界は狭まりそれほど景色はよくないはずだが、そんなの関係なかった。
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　一時的に過ぎないとはいえ、僕は今、鳥の──摩ま耶やの世界にいるのだから。

「凄すごい！　凄いよっ！」

　テンションは天井知らずに上がり、満面の笑顔で摩耶を見上げると、頭にとても柔らかい感触の物がぶつかった。その二つの白い膨ふくらみは、見上げる僕の視界を遮さえぎっており──

「ごごご、ごめんっ！」

　その正体に気付き、しがみついたまま可能な限り摩耶から距離を取ろうとするが、「いいって」と彼女は気にしない。

「いいから、もっとくっつきなさい」

「ええっ!?　でででで、でもだよ!?」

「いいからっ！　……さすがに私も恥ずかしいけど、じゃないと物理的に危険なのよ」

「…………へっ？」

　僕がぱちくりと瞬まばたきした瞬しゆん間かん、高度が一気に落ちる。

「あんたの体重を持ち上げたまま飛べるほど、私は頑丈じゃないの。辛かろうじて滑かつ空くうするのが精一杯なのよ！」

「それを早く言ってくれ！」

　見る見るうちに地面は近くなり、少しずつだがスピードも上がっていく。四の五の言っている場合ではなく、全力で摩耶の華きや奢しやな体にしがみつき──

「っ……！」

　着地の瞬間、摩耶が抱き付くようにして僕の体を羽毛で覆おおう。落ちたのは誰だれもいない公園の砂場で、衝しよう撃げきはまだマシだった。ずさーっとしばらく滑り、絡まるようにお互いを抱き締め合ったままごろごろと転がる。

　もくもくと土煙を上げやっと静止したときには、二人ともすっかり砂だらけになっていた。

「ふっ──、は、ははははははっ！」

「あはっ、あははははははっ──！」

　特に怪け我がなどはしていないが、全身に痛みが走っている。

　それなのに何だか可笑おかしく、僕と摩耶は地面に寝っ転がったまま、腹を抱えて笑い転げた。

「ははははっ、はあ……」

　どれだけそうしていただろうか。笑い過ぎで脇腹までが痛くなり、それからしばらく経たってやっと笑いの波は収まり、

「──ごめん」

　身構えたり気を張ったりすることなく、その言葉はすっと自然に僕の口から漏もれた。

「昨日は完全に僕の言い過ぎだった。ごめん。今朝も一方的に怒って、ごめん」

　上半身を起こし、地べたであぐらをかく。ぺこりと頭を下げると、摩耶は同じく地べたで体育座りし、ふんっ、と顔を逸そらした。

「ええ全くだわ。いくらなんでもあれはないわよ」

「……ごめん」

「まあいいけど。許してあげる」

　そっぽを向いて不機嫌アピールしておきながら、けれど摩ま耶やはあっさりと頷うなずく。

「その代わり、……ほら、大和やまとも私を許しなさいよ」

「……？　許すって？」

「だから、……大和のお姉ちゃんを、悪く言ったこと」

　ぐぐぐと硬い動きで僕へと顔を向ける。摩耶が僕から逸そらしていたのは、仏ぶつ頂ちよう面づらではなくばつが悪そうな表情だった。

「……ごめんなさい」

　恐る恐る、眉まゆをハの字に下げて僕を窺うかがう。

　マンションで助けたときですら偉そうにしてたのにと、また笑いが込み上げ、

「いいよ。許してあげるさ」

　彼女が僕にかけた言葉を、そのまま返してやる。摩耶は一いつ瞬しゆん眉み間けんの皺しわをより深くするが、すぐに気付き、

「ああそう。じゃあ許されてあげる」

　しゅたっ！　とわざわざ立ち上がり、偉そうに胸を張る。しかしすぐに足下がふらつき、ぺたんと尻しり餅もちをついた。

「……しばらく休んでいきましょうか」

「……そうだな」

　ようやく摩耶以外のことへ気を回す余裕ができ、さっきまでいたマンションの部屋を見上げると、由ゆ良らちゃんが大きく身を乗り出し手を振っているのが見えた。摩耶の肩を突き、僕も手を振り返す。

　耳を澄すますまでもなくパトカーのサイレンが聞こえ、マンションでは大おお騒さわぎになっているようだ。虎とら子こさんに終わったと伝えに行くべきなのかもしれないが、どうにも億おつ劫くうだった。

「っ──」

　振るのに疲れて手を下ろすと、偶然、摩耶のそれと重なった。すぐに持ち上げようとするが、彼女の指の一本が、絡みつくようにしてそれを妨害する。

　指の数は増えようとせず、束縛は簡単に解けるほど弱いものだったのだけど。

「……」

「……」

　結局。僕らは騒ぎが終了するまで、ずっとその体勢で由良ちゃん達が来るのを待った。

　ただの一度も、お互いに顔を向けようとしないままで。
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　うるさかったパトカーのサイレンが消え、喧けん噪そうが聞こえなくなってからしばらく。

「摩ま耶やさんっ！　大和やまとさんっ！」

「……っ！」

　由ゆ良らちゃんが公園に飛び込んでくる姿が見えた瞬しゆん間かん、僕達はさっと手を後ろに引いた。

「お二人とも、お怪け我がはありませんか？」

　はあはあと乱れた息を整えながら、彼女は僕と摩耶を見上げる。無事着陸したのは確認していたはずなのに、手が空くなりすぐに駆けつけてくれたのだろう。

「大丈夫、ありがとう」

「ええ。平気よ」

　微笑ほほえみながら胸を叩たたいて太たい鼓こ判ばんを押すが、

「ん……？」

　何故だか由良ちゃんは、不思議そうに首を傾かしげる。

「摩耶さんも大和さんも、顔が赤くないですか？」

「そっ──、そんなことないわよ！」

「う、うん、そうだよそうだよ！」

　ぶるぶると首を振り、過剰なまでに必死になって僕らは否定。すると彼女はまだ半分納得が行かなさそうにしながらも、こくりと納得してくれた。

　ふっと表情を緩ゆるめ、

「そうですか。まあとにかく──」

「無事で終わってよかったな」

　由良ちゃんの言葉の後半を、背後からやって来た横よこ山やまが勝手に引き継いだ。

「警察には報ほう恩おん協きよう会かいから連絡を入れた。虎とらと狼おおかみは引き上げたし、酔っ払いがマンションで暴れたってことで、今回のことは処理されるはずだぜ」

「……そう、ですか……」

　警備の人には迷惑をかけてしまったし、少し複雑な気分だが、その決着で仕方がないのかもしれない。擬ぎ人じんについて世間に公開するには早すぎると、今日で僕も思い知った。

　無事で終わってよかったと横山が口にするのは、正直意外すぎる。だけど摩耶や由良ちゃんが言っていた通り、こいつも別に、嫌なやつというわけではないのだろう。

　絶対に好きにはなれそうにないが、今回お世話になったのは事実だ。お礼の一言くらいは言っておいた方がいいだろうと口を開き──

「これでもう、こいつへの恩返しは終了だ」

「──へっ？」

　横よこ山やまに顎あごで示され、ありがとうという言葉は間の抜けた声へと変わる。

「協会に戻ってもらうぞ、鶴つる」

　カニ野郎は摩ま耶やを睨にらみ、続ける。そこでようやく、僕は自分が聞き間違いをしたのではないと確信が持てた。

「な、なに言ってんだよあんた！」

「お前のおかげだ、感謝してやるぜ。人間」

　いきり立って声を荒げるが、横山はまるで相手にしようとせず、嘲あざけるようににやりと笑う。

「さっきお前は、マンションから落下したところを鶴に助けられただろ。そのままだと死んでたところを助けられたんだ、まさかこれで恩を返してないなんて言わねえだろうな？」

「あっ……！」

　嫌味ったらしい説明に、僕は息を飲んだ。

　一緒に暮らし日々の生活を助けることだけが、恩返しの方法ではない。もっと時間のかからないやり方の方が昔話では前例が多いと、以前に聞かされていた。

　それは人間が抱えている問題を、動物が解決してやるというパターン。命を助けるというのは、その最たる例だろう。

　つまりは、今の僕のように。

「うっ……くっ……」

　反論が思い浮かばず、きょろきょろと周りに目を走らせる。しかし摩耶も由ゆ良らちゃんも、共に浅く俯うつむき押し黙ったまま口を開こうとしない。

　横山の言葉が正論だと、彼女達も認めているのだ。

「……そうか」

　恩を返し終わるまで家にいていいと、僕は摩耶に告げていた。

　彼女達がそのつもりでいるの、なら──。

「大和やまと……」

　正面に向かい合って立つと、摩耶は唇を嚙かみ締めながら僕を見上げる。そんな彼女へ、僕はゆっくりと声を吐き出した。

「……摩耶の正体を知ったときから、僕は苦労しっぱなしだった」

「っ──!!」

「恩を返す返すと言いながら全く働こうとせず、かなり腹が立ったよ」

　ここ半月を思い出し、事実をありのまま語る。

「自分が泊まってる部屋の掃除すらしないし、何度洗せん濯たくさせろって言ってもジャージを脱ごうとしない。そのくせ飯は三食催さい促そくして、隠してた夜食まで勝手に食べるし。やることと言ったら、一日中ゲームばっかり。由良ちゃんがいなかったら、きっとストレスで胃に穴が空あいてたんじゃないかな」

「…………そう、よね」

　胸の前でぎゅっと握り締められていた摩ま耶やの手が、解け、だらりと落ちる。言いい淀よどむように何度も口を浅く開いては閉じを繰り返し、

「大和やまとにとってはこれで縁が切れて、……清々するわよね」

「んなわけないだろっ！」

　意を決するように甘っちょろいことを抜かす彼女の額ひたいを、僕は右手でキツネを作り、鋭するどく突いてやった。

「痛っ──！　えっ？　ええっ？」

「もう恩を返しただって？　ふざけるのもいい加減にしろよ！」

　何が起こったのかと目を白黒させる摩耶へ、僕は怒鳴る。

「確かにさっき命を助けてもらったけど、僕だって最初に摩耶を罠わなから助けたんだから、それでトントンだろ。苦労をさせられた分、摩耶の負ふ債さいは溜たまってるんだ！」

　びしっと指を突き付け、

「それなのにもう恩を返したなんて、僕は絶対に認めないぞ！」

　鼻息荒く、僕は高らかに宣言。

　そうとも。

　まだまだ彼女には、恩を返してもらわなければ。

「な、なに言ってんだてめえはっ！」

　全員が呆あつ気けに取られたようにぽかんと口を開け、真っ先に回復したのは横よこ山やまだった。

「恩返しが終わってないだ？　そんなの──」

「あんたには聞いてないんだよ！」

　僕の理論は完全に屁へ理り屈くつで、話の筋道が通っているのは彼の方なのだ。怒って口出しするのは当然だろう。

　だけど、だからどうした。

「関係ないやつは黙っててくれ！」

「かっ……関係ないだとっ!?　いい加減にしろよてめえっ！」

　横山は威い嚇かくするように右腕をハサミに変え、

「今回の騒さわぎを収めたのは報ほう恩おん協きよう会かいなんだよ！　協会の世話になっている以上、我わが儘ままなんて通用しねえんだ！」

「そんなの知ったこっちゃないって言ってんだ！」

　そのハサミと共に正論を振りかざすが、僕は相手にしない。殴なぐりかかろうとした横山を由ゆ良らちゃんが防ぎ、押しとどめてくれるが、お礼を言うのも後回しにする。

「……お前はどうしたいんだよ、摩耶」

「それ、は……でも……」

　横よこ山やまに怒鳴り返しながらも、視線の先にいるのはただ一人。

　やりたいことができたら迷わず行動しろと、姉さんは僕に道を示してくれた。

　欲しいものがあったら自分で勝ち取れと、マスターは僕に教えてくれた。

　だから──

「気が済むまでいていいって、約束しただろ？」

「大和やまと……！」

　もし彼女の気が済んでいるのなら、仕方がないけど。

　そうでないのなら。

　誰だれに迷惑かけようとも、僕は後悔なんて絶対にしたくない。

「私は──」

　真まっ直すぐに僕と目を合わせ、摩ま耶やは大きく口を開く。

　彼女の目が決壊しそうなほど潤うるんでいたのは、きっと額ひたいを突いた痛みのせいだったに違いない。










　エピローグ




「ねえー、晩ご飯まだー？」

「もうちょっと待てって！　そんなに急せかすんだったら、食器ぐらい運べよ」

「ったく、しょうがないわねー」

　悲しいことに姉さんの帰宅がお流れになった日から、一週間が経過し。

　僕と摩ま耶やは、いつもと変わらないやりとりを繰り返していた。

　あの日はあの後、摩耶は結局、報ほう恩おん協きよう会かいの本部へと一度戻ることになった。

　協会にとって、摩耶は大切な広告塔だ。そのまま本部に閉じ込められてしまうのではと心配したのだが、翌日の夜遅く、彼女はあっさりと僕の家に帰ってきた。

　摩耶曰いわく、恩返しの延長を認めなければ報恩協会から離脱すると脅おどしたらしい。

　それでも協会のお偉いさん方は難色を示していたが、今まで世話になった費用を借金してでも清算して縁えんを切ると宣言したのが決め手になったという。

　余所よその組織に逃げられるよりは、役に立たなくても飼い殺した方がマシだと協会も判断したのだろう。

　……まあそうまでしたくせして、今も自分からは全く働こうとはしないのだけど。

　言えばちょっとした手伝いくらいはするようになったのが、唯一の進歩だろうか。

「サラダは大皿でいいですよね？」

「うん。じゃあそっちの仕上げはよろしく」

　そして他に、大きな変化が一つ。

　報恩協会との関わり方について、まだ由ゆ良らちゃんは答えを出せずにいる。本来の恩返しとはかけ離れたやり方は認められないが、それしか方法がない現実に迷っているのだ。

　最終的に彼女が選んだのは、保留。自分がどうするべきなのかを見極めるため、何故だか僕の家に居い候そうろうしている。

　信頼できる人間である僕の傍そばで、人間と動物のあり方について改めて見つめ直したいのだという。……かなりの過大評価だと、僕は思うけど。

「摩耶さんなに座ってるんですか！」

「台所に二人もいるんだし、別にいいじゃない」

　誰だれかさんと違って由良ちゃんは自ら率先して働いてくれるので、正直かなり助かっている。だけどそのせいで、摩耶がより働こうとしない環境が構築されている気がしないでもない。

「……まあ、いいか」

　摩耶に恩返しをさせるにはよくないことだけど、僕は敢あえて、気付かなかったことにして忘れてしまう。

　根っからのニート気質である摩ま耶やの改善には、かなり時間がかかるだろうけれど。別にそれで構わない。

　たとえ何日でも何ヶ月でも何年でも。

　一生をかけてでも、恩を返してもらうさ。





終









　あとがき




　はじめまして。もしくはお久しぶりです。丸まる山やま英ひで人とです。

　本書は動物の保護活動に尽じん力りよくしている方々を勝手に応援しています。微妙に嫌な役回りとして書かれてたりしますが、その点ご容赦ください。すみません。




　さて、いきなり謝罪から入りましたが、ネタバレしないように内容に触れると、恩返しをしない動物の恩返し物となっています。いつものようにタイトルそのままですね。

　造語だったり横文字だったり、そういうセンスあるタイトルに嫉しつ妬としてしまいます。

　何なに気げに自分の書いた話の中で、初めての非オカルトものです。といっても登場人物の大半が人間ではないので、あまり大差ないのかもしれませんが。

　現代日本の街まち中なかで鶴つるが罠わなにかかっていたら面白いんじゃないかという完全に出オチのアイディアだけで書き始めた話でしたが、よく考えたら今まで僕が出した本は全部そんな感じだったので、問題ありませんでした。

　根本的なところに問題があるような気がしないでもありませんが、どうせそういう話しか書けないので気付かなかったことにします。




　それに関連してといいますか、前作『七人ミサキも恋をする』ですが、僕の力不足により二巻で終了となります。

　続きを待っていてくださった方がいたとしたら、大変申し訳ありません。







　以下、謝辞となります。

　担当の黒くろ崎さき様。毎度毎度原稿をお待たせしてしまってすみません。今後ともよろしくお願いします。

　イラストの明あけ坂さか様。とても素敵なイラストを描いていただきありがとうございます。

　最後にこの本を手にとっていただいた貴方へ、最大の感謝を。

　本当にありがとうございます。




　また次もお会いすることができれば幸いです。

　それでは。





丸山英人　　
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丸まる山やま英ひで人と

絶滅危惧種であるオオサンショウウオの足の裏。おっさん四人で水族館へ行って撮影しました。
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イラスト／明あけ坂さかいく

佐賀で生まれ育った生粋の引きこもり。

最近お絵描きとソーシャルゲームしかやってないので、人生にヤバさを感じ始めました。

あーうちにも鶴子こないかな！　来い！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「丸山英人先生」係

「明坂いく先生」係











本書は書き下ろしです。
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